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はじめに 

 
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構においては、被評価プロジェクトごと

に当該技術の外部専門家、有識者等によって構成される研究評価分科会を研究評価委員会に

よって設置し、同分科会にて被評価対象プロジェクトの研究評価を行い、評価報告書案を策

定の上、研究評価委員会において確定している。 

 
本書は、「再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」の事後評価報告書であり、ＮＥ

ＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３１条に基づき、研究評価委員会において設置された「再

生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」（事後評価）研究評価分科会において評価報告

書案を策定し、第４２回研究評価委員会（平成２７年３月２６日）に諮り、確定されたもの

である。 

 
 
 

平成２７年３月 
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究評価委員会 
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「再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」 

事後評価分科会委員名簿 

 
（平成２６年１１月現在） 

 氏名 所属、役職 

分科会長 勝田
か つ た
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学科／環境・エネルギー研究科 教授 

分科会長 
代理 東

あずま

 信彦
のぶひこ

 長岡技術科学大学 理事・副学長 

委員 

秋元
あきもと
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たかし
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諸橋 和行
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センター センター長 

吉田
よしだ

 好邦
よしくに

 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 教授 

敬称略、五十音順 
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審議経過 

 
● 第１回 分科会（平成２６年１１月２５日） 

公開セッション 
１．開会、資料の確認 
２． 分科会の設置について 
３．分科会の公開について 
４．評価の実施方法について 
５．プロジェクトの概要説明 

非公開セッション 
６．プロジェクトの詳細説明 
７．全体を通しての質疑 

公開セッション 
８．まとめ・講評 
９．今後の予定、その他、閉会 

 
● 第４２回研究評価委員会（平成２７年３月２６日） 
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評価概要 

 
１．総論 
１．１ 総合評価 
エネルギー基本計画等に基づき、特に再生エネルギー熱利用や排熱利用の促進になくては

ならない熱計測技術を取り上げ実証したことは大変意義がある。再生可能エネルギーを利用

する設備への投資低減に資するグリーン熱証書のような仕組みを普及させるためにも意義

がある。なお、再生可能エネルギー熱利用が普及しない原因を列挙し、そのうえで一つの要

因である計測に係るコスト低減に取り組むことを説明したほうがよいと感じた。また、実用

化（熱量認証要件の制定）及びグリーン熱証書を活用したコスト低減による再生可能エネル

ギー熱利用の普及に至る道筋と実現可能性について、より具体的に提示できるとよい。 
多様な個別テーマが適切な管理及び実施体制の下、3 年間に渡って円滑に遂行されており、

目標に対して十分な成果が得られている。ただし、計測の専門家がもう少しメンバーに加わ

る必要性があったと思われる。今後は、計測費用の低減を強く意識して、早い実装を期待し

たい。 

 
１．２ 今後に対する提言 
グリーン熱証書、J クレジットでの認証をいち早く取り、実装した成功事例を出して頂き

たい。 
シミュレーションと消費側での安価な計測結果を補完的に併用する計測技術は、広範囲に

渡る活用可能性があると考えられる。グリーン熱事業者及び購入業者にヒアリング調査を行

ったり、稼働実績を分析したりすることにより、太陽熱、地中熱、雪氷熱の利用においても

実用化に向けた知見が得られるのではないか。成果報告、展示イベント、海外への情報発信

等も検討して欲しい。 

 
２．各論 
２．１ 事業の位置付け・必要性について 
「再生可能エネルギー熱利用技術の開発・確立」という観点から、エネルギー基本計画の目

標達成に資する事業であり、その新規性や公益性からも NEDO が扱う事業として適切であ

った。グリーン熱証書、簡易計測、見なし計測などの仕組みを普及させる本取り組みを民間

企業だけで推進することは難しく、NEDO の関与が必要な事業と考える。 
 エネルギー基本計画の目標達成のための多くの方策の有効性や実効性、波及性、優先順位

などからみて、本事業の「太陽熱、地中熱、雪氷熱の熱利用技術の開発」がどのように位置

づけられるのかが具体的に整理されているとさらによい。また、普及促進が遅れている原因

を列挙し、その対策の中の一つの取り組みが本事業であることを明確に説明することも必要

であると感じた。 
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２．２ 研究開発マネジメントについて 
研究開発目標、研究開発計画、事業体制、マネジメント、いずれも妥当であり、各個別テ

ーマの立案や運営面においても十分に浸透している。ただし、目標については、一律に 20%
の誤差目標を適用せず、開発の難易度に応じて設定してもよかったかもしれない。 
 研究開発の実施体制は適切であり、連携も十分行われている。ただし、フィールド計測の

専門家は含まれているが、そもそも計測自体を専門とする専門家があまり含まれていなかっ

たことから、データの整理方法に懸念の残るものもある。 
 情勢変化に対しては、雪氷熱利用計測技術実証について検証を適切に 2 年間継続延長して

いる。 

 
２．３ 研究開発成果について 
当初の目標を達成している。コスト面に優位性があることから汎用性が高い技術であり、

今後多くの実システムに実装される可能性も高い。ただし、各個別テーマをみると、計測技

術の確立度合いには差があるように感じる。一律に「計測技術を確立した」と言い切ること

は無理があり、他の実施主体がどの施設においても同様の計測が可能であり同様の結果を出

せるという状態をもって、「技術を確立」と表現すべきであると思う。 
学会発表、論文などで発表、公知化されており、成果の実用化に向けてしっかりと取り組

まれていると感じた。公表は展示会などを中心とし、学協会などの講演会での発表や一部論

文に採用されているが、対外的な論文、国際論文が少ない。今後、成果を論文として公表さ

れることを期待したい。 

 
２．４ 実用化に向けての見通し及び取り組みについて 
認証基準の要件が曖昧な状況であるが、各個別テーマにおいて計測誤差やコスト等の数値

目標をクリヤすべく努力している。いずれの個別テーマもグリーン熱証書の認定基準策定に

向けた始動の一歩となっており、一部にはグリーン熱証書の申請に向けて始動しているもの

もあり、成果の実用化に向けた取り組みは着実に行われていると考える。 
 ただし、誰がどのように引き続き、実用化に取り組むのかについては、検討不十分に感じ

る。6 つの個別テーマで実用化に向けた可能性や課題、達成速度は異なるはずであり、実用

化（熱量認証要件の制定）に向けた戦略やマネジメント、実現可能性、課題とその対応策等

がより具体的に検討・分析されることが望ましい。計測コストの低減が必要な技術もいくつ

か見られる。また、成果の汎用性を増すために、大学や公的機関におけるシミュレーション

技術等をもっと活用されるべきであったと思われる。 
 事業全体として、社会実装する段階におけるバリアを予想して進めたか、社会で普及させ

るための標準化や認証について研究開発の段階から想定して事業を進めたか、国際標準や国

際認証を最初から視野に入れて計測技術の開発を進めることが重要である。 
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研究評価委員会におけるコメント 

 
第４２回研究評価委員会（平成２７年３月２６日開催）に諮り、以下のコメントを評価報

告書へ附記することで確定した。 

 
● 計測の標準化を国の戦略として考える必要がある。 
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研究評価委員会 

委員名簿（敬称略、五十音順） 

 

職 位 氏 名 所属、役職 

委員長 西村 吉雄 技術ジャーナリスト 

委員長

代理 
吉原 一紘 

オミクロンナノテクノロジージャパン株式会社 

最高顧問 

委員 

安宅 龍明 
独立行政法人産業技術総合研究所 つくばイノベーショ

ンアリーナ推進本部 共用施設調整室 招聘研究員 

伊東 弘一 
学校法人早稲田大学 理工学術院 招聘研究員 
公立大学法人大阪府立大学 名誉教授 

稲葉 陽二 学校法人日本大学 法学部／大学院 法学研究科 教授 

小林 直人 学校法人早稲田大学 研究戦略センター 副所長／教授 

佐久間一郎 
国立大学法人東京大学大学院 工学系研究科 附属医療

福祉工学開発評価研究センター センター長／教授 

佐藤 了平 
国立大学法人大阪大学 産学連携本部 名誉教授／特任

教授 
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第 1章 評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この章では、分科会の総意である評価結果を枠内に掲載している。なお、枠の下の箇条

書きは、評価委員の主な指摘事項を、参考として掲載したものである。 
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１．プロジェクト全体に関する評価結果 
１．１ 総論 
１．１．１総合評価 

エネルギー基本計画等に基づき、特に再生エネルギー熱利用や排熱利用の促進になくては

ならない熱計測技術を取り上げ実証したことは大変意義がある。再生可能エネルギーを利用

する設備への投資低減に資するグリーン熱証書のような仕組みを普及させるためにも意義

がある。なお、再生可能エネルギー熱利用が普及しない原因を列挙し、そのうえで一つの要

因である計測に係るコスト低減に取り組むことを説明したほうがよいと感じた。また、実用

化（熱量認証要件の制定）及びグリーン熱証書を活用したコスト低減による再生可能エネル

ギー熱利用の普及に至る道筋と実現可能性について、より具体的に提示できるとよい。 
多様な個別テーマが適切な管理及び実施体制の下、3 年間に渡って円滑に遂行されてお

り、目標に対して十分な成果が得られている。ただし、計測の専門家がもう少しメンバーに

加わる必要性があったと思われる。今後は、計測費用の低減を強く意識して、早い実装を期

待したい。 

 
〈肯定的意見〉 
・ エネルギー基本計画に基づき、特に再生エネルギー熱利用や排熱・利用促進になくて

はならない実証事業である。熱の測定は、一般に電気に比べて複雑で手間がかかり、

かつ高コストである。精度の面でも一般的に劣る。このような点を解決する当該事業

の意義は重要であると評価したい。また得られた成果も十分満足されるものである 
・ 熱計測技術という再生可能エネルギー熱の普及促進に関するもっともベーシックな部

分を取り上げ、実証したことは大変意義がある。地味な取り組みではあるが、精度高

く熱を評価することで熱利用技術、機器の普及に貢献すると考える。 
・ 再生可能エネルギー利用促進において、熱を熱として利用することは重要である。

OPEX (Operating Expense; 運 営 費 ) の 低 減 だ け で な く 、 CAPEX (Capital  
Expenditure; 不動産や設備の価値を、維持または向上させるための設備投資に関する

資本的支出)の低減も重要であり、グリーン熱証書のような仕組みを普及させるための

計測技術実証への本事業は意義があると考える。 
・ 再生可能エネルギーの活用がなかなか進んでいかないなか、このような評価体制その

ものの策定のための支援は、非常に重要と考える。特に今回、熱の評価という難しい

テーマに取り組まれたことは、非常に評価するし、国の支援が必要かと考える。 
・ 従来定量的な評価が困難であった再生可能エネルギー熱の計測技術を普及推進するこ

とは極めて重要であり、本事業は高く評価できる。 
・ 本事業は、再生可能エネルギー熱利用を推進する上で、特に制度的制約等の社会的課

題の解決に向けて重要な役割を果たすものであり、多様な個別テーマが適切な管理及

び実施体制の下、3 年間に渡って円滑に遂行されており、目標に対して十分な成果が

得られている。 
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〈問題点・改善すべき点〉 
・ 再生可能エネルギー熱利用が普及しない原因をきちんと列挙し、そのうえで本事業は

その中の一つの要因である計測に係る高コストの低減に取り組むことを、もう少しわ

かりやすく説明したほうが誤解を受けず、よいと感じた。・本事業の成果については十

分に評価できるが、その先の実用化（熱量認証要件の制定）及びグリーン熱証書を活

用したコスト低減による再生可能エネルギー熱利用の普及に至る道筋と実現可能性に

ついてもより具体的に提示できるとよい。 
・ 計測費用低減へより強いインセンティブ。具体的には再生可能エネルギー熱の「利用」

が高コストな現状で、「計測」にかかる費用は本来極限まで低減することが望ましい。

アディショナルな計測費用が、再生可能エネルギー熱のトータル費用のどの程度の割

合に相当するのかについて強い意識が必要と思われる。 
・ 開発完了から実装に至るタイムラグをいかにして解消するか。いい技術はなるべく早

い実装を。 
・ 経済原理として必ずしも合理的ではない、再生可能エネルギー熱の計測への公的な介

入の妥当性（普及への費用面での初期ハードルの高さ、環境外部性など）について、

求められれば明確な説明が可能であるようにして頂きたい。 
・ もう少し、計測を専門とするような産総研、大学が入ってもよかったのではないか?メ

ンバーは、フィールドテストを専門とする方がほとんどのようである。計測方法を考

えるものであるため、計測の専門家がいないと判断ができないことも多かった気がす

る。 
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１．１．２今後に対する提言 

グリーン熱証書、J クレジットでの認証をいち早く取り、実装した成功事例を出して頂

きたい。 
シミュレーションと消費側での安価な計測結果を補完的に併用する計測技術は、広範囲

に渡る活用可能性があると考えられる。グリーン熱事業者及び購入業者にヒアリング調査

を行ったり、稼働実績を分析したりすることにより、太陽熱、地中熱、雪氷熱の利用にお

いても実用化に向けた知見が得られるのではないか。成果報告、展示イベント、海外への

情報発信等も検討して欲しい。 

 
〈今後に対する提言〉 
・ グリーン熱証書、J クレジットでの認証など、具体的な成果につなげて頂きたい。 
・ 再生可能熱エネルギー、未利用熱エネルギーをもっと利用しやすくするために、様々

な熱利用機器を見なし認証し、補助金を付けるなど、普及を加速させるような取り組

みを行っていただきたい。 
・ 再生エネルギー熱利用促進を狙いにしている限り、いち早く認証を取り、実装して成

功事例を公表すべきである。また、広報面での工夫も大いに考えられる。技術応用先

としては、コジェネレーション(熱電併給)やスマートコミュニティーのための EMS
への転用が考えられる。 

・ 現時点におけるグリーン熱証書として、61 件、3.7 億 MJ の認定実績があるが、これ

らの事例のグリーン熱事業者及び購入業者にヒアリング調査を行ったり、稼働実績を

分析したりすることにより、太陽熱、地中熱、雪氷熱の利用においても実用化に向け

た知見が得られるのではないか。 
・ 今回の事業を契機に、太陽熱、地中熱、雪氷冷熱以外の熱源についての評価も行って

いただきたい。 
・ 省エネルギーの分野では、本当はどの程度省エネルギーになっているのかとの疑問が

いつもつきまとう。新規開発ばかりに重きを置くのではなく、このような評価に関す

る事業すら、国が行うことに大変な意義を感じている。省エネルギー機器の真の普及

促進には、必要不可欠であるし、世界戦略を考えた場合にも、より日本の製品の良さ

がアピールできる。評価方法についての事業を他の製品にも広めていくことを期待す

る。 
・ 今回は熱の生産側の計測が主であったが、今後 HEMS、BEMS の普及により消費側

の計測データが数年以内に大量に取れるようになることが期待される。今回扱ったシ

ミュレーションとともに、消費側での安価な計測結果を補完的に用いた計測技術とし

て実現して頂きたい。 
・ 本事業で得られた計測技術・方法は、グリーン熱証書の新たな熱認定要件の策定に寄

与することが目的ではあるが、得られた成果の価値はそれに限定されるものではなく、

我が国の産業振興や研究開発において、より広範囲に渡る活用可能性があると考えら

れる。本事業成果の汎用的な価値、多面的な価値についても検討してはどうか。 
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・ 計測に係る基礎的な技術開発の中には、さらに大きな事業(マーケット)に繋がる重要

な要素となりそうな事例がほかにも大いに見受けられる。このような課題の掘り起こ

しをお願いしたい。 
・ 最終年度以降の一般公開による成果報告をしっかりとしていただきたい。展示イベン

トも良いのではないか。また、海外への情報発信(国際会議)等も検討して欲しい。国

際競争力を高める上でも重要である。 

 
〈その他の意見〉 
・ 成果の判断基準として、特許の件数を求めているが、特許がでない＝成果未達、と思

われないように、見せる工夫があったほうがよいと感じた。 
・ 普及促進の観点から特許による高コスト化は目指すべきでなく、あくまで評価の観点

では評価項目からは除外してよい（ただし他事業者による特許取得を予防する観点で

は意味がある）。 

 
 



1-5 
 

１．２ 各論 
１．２．１ 事業の位置付け・必要性について 

「再生可能エネルギー熱利用技術の開発・確立」という観点から、エネルギー基本計画の

目標達成に資する事業であり、その新規性や公益性からも NEDO が扱う事業として適切で

あった。グリーン熱証書、簡易計測、見なし計測などの仕組みを普及させる本取り組みを民

間企業だけで推進することは難しく、NEDO の関与が必要な事業と考える。 
エネルギー基本計画の目標達成のための多くの方策の有効性や実効性、波及性、優先順位

などからみて、本事業の「太陽熱、地中熱、雪氷熱の熱利用技術の開発」がどのように位置

づけられるのかが具体的に整理されているとさらによい。また、普及促進が遅れている原因

を列挙し、その対策の中の一つの取り組みが本事業であることを明確に説明することも必要

であると感じた。 

 
＜肯定的意見＞ 
・ エネルギー基本計画における再生エネルギー中でも熱利用促進の観点から極めて重

要な事業である。本事業の目的である熱の簡易計測、計測の低コスト化がこの利用促

進を促すことは自明であろう。 
・ 「再生可能エネルギー熱利用技術の開発・確立」という観点から、エネルギー基本計

画の目標達成に資するという新しい事業であり、その新規性や公益性からも NEDO
が扱う事業として適切であった。開発予算においても、各個別テーマの内容及び成果

から判断して妥当である。 
・ 再生可能エネルギー利用促進において、熱を熱として利用することは重要である。

CAPEX、OPEX とも低減は重要であり、グリーン熱証書、簡易計測、見なし計測な

どの仕組みを普及させる本取り組みは意義があると考える。本件を民間企業だけで推

進することは難しく、NEDO の関与が必要な事業と考える。 
・ 再生可能エネルギー利用を推進するために必須技術である。これは公的な機関である

NEDO が推し進めるテーマとして妥当である。 
・ 長年エネルギーシステムの評価を行ってきた身としては、何が一体省エネルギーなの

かがいまだにはっきりしないところが多い。このような中で評価も含めた取り組みを

してくれることには大きな意義を感じる。今後こういった事業を NEDO が展開する

ことは、非常に面白いと感じた。今回のような事業は、そのようなことに大きく貢献

できる可能性があるし、非常に公共性も高いと感じる。 
・ H23 当時のエネルギー需給、環境問題の情勢からみて妥当である。 
・ グリーン熱証書、J クレジットでの認証など、実用化につながる成果が得られており、

実際に実用化されるならば NEDO 負担総額 462 百万円は正当化できる。 

 
＜問題点・改善すべき点＞ 
・ 各システムの導入が遅れていることが、グリーン熱証書など取得コストが高いことに

あると誤解を受ける説明が多かった。普及促進が遅れている原因を複数列挙し、その
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中の一つの取り組みが、本事業であることを明確に位置づけたほうが誤解を与えなく

てよいように感じた。 
・ エネルギー基本計画の目標達成のための方策はおそらく無数にあり、それらの有効性

や実効性、波及性、優先順位などからみて、本事業の「太陽熱、地中熱、雪氷熱の熱

利用技術の開発」がどのように位置づけられるのかが具体的に整理されているとさら

によい。 
・ 非常に重要な事業であるため、もう少し、大きな予算規模できちんとやっていただい

てもよかったのではないだろうか？単に、数社の開発にお金を出して、終わりでは、

なかなかこのような事業が意味を持たないのではないだろうか？ 

 
＜その他の意見＞ 
・ 実装に至るタイムラグを解消する方策も重要である。 
・ 原子力発電をめぐる動向一つとっても、我が国のエネルギー政策は基軸が定まってい

るようには見えず（政権が変わると方針も転換）、現行の基本計画で掲げている「2020
年までに一次エネルギー供給に占める再生可能エネルギーの割合を 10％にまで高め

る」という目標設定（いわば本事業の必要根拠）が真に実効性を持っているのかが不

明瞭で、国民的コンセンサスも得られていないように思う。 
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１．２．２ 研究開発マネジメントについて 

研究開発目標、研究開発計画、事業体制、マネジメント、いずれも妥当であり、各個別

テーマの立案や運営面においても十分に浸透している。ただし、目標については、一律に

20%の誤差目標を適用せず、開発の難易度に応じて設定してもよかったかもしれない。 
研究開発の実施体制は適切であり、連携も十分行われている。ただし、フィールド計測

の専門家は含まれているが、そもそも計測自体を専門とする専門家があまり含まれていな

かったことから、データの整理方法に懸念の残るものもある。 
情勢変化に対しては、雪氷熱利用計測技術実証について検証を適切に 2 年間継続延長し

ている。 

 
＜肯定的意見＞ 
・ 研究開発目標、研究開発計画、事業体制、マネジメント、いずれも妥当であり、各個別

テーマの立案や運営面においても十分に浸透している。 

 
（１）研究開発目標の妥当性 
＜その他の意見＞ 
・ 熱の直接利用と HP では計測の難易度に差があり、一律に 20%の誤差目標を適用せず、

別々に扱ってもよかったかもしれない。 

 
（３）研究開発実施の事業体制の妥当性 
＜肯定的意見＞ 
・ 研究開発の実施体制は適切であり、連携も十分行われている。戦略的に十分練られた目

標に向かって適切に実施されていると評価する。 
・ 全体としては、ユーザー、有識者等がバランスよく含まれていてよかったように思う。 
・ 6 グループが全体で集まり、発生している課題を共有したということで情報共有化が工

夫されていると感じた。事後評価においても、全グループが同席し、全体として再生可

能エネルギー熱利用の普及促進を議論する取り組みはよいと考える。 
・ 事業者の選定、各個別テーマの実施体制ともに妥当である。 

 
＜問題点・改善すべき点＞ 
・ 今回フィールド計測ということで、そちらの専門家が含まれているが、そもそも計測自

体を専門とする専門家があまり含まれていなかったことが若干残念である。常識的に考

えて、本当にそんな数字が出るのかと疑問を持つものが含まれていた(データの整理方法

に問題があったのだと思うが)。 
・ 技術評価委員会を設置しているが、メンバーに計測関連学会や、中立的立場を堅持でき

る大学研究者を大いに活用されたい。 
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（４）実用化に向けたマネジメントの妥当性 
＜肯定的意見＞ 
・ NEDO が、各テーマの状況をしっかり把握しているようなので、安心できる。 

 
（５）情勢変化への対応 
＜その他の意見＞ 
・ 判断が難しいが、雪氷熱利用計測技術実証については検証を 2 年間継続延長するなど、

適切に対応している。 
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１．２．３ 研究開発成果について 

当初の目標を達成している。コスト面に優位性があることから汎用性が高い技術であり、

今後多くの実システムに実装される可能性も高い。ただし、各個別テーマをみると、計測技

術の確立度合いには差があるように感じる。一律に「計測技術を確立した」と言い切ること

は無理があり、他の実施主体がどの施設においても同様の計測が可能であり同様の結果を出

せるという状態をもって、「技術を確立」と表現すべきであると思う。 
学会発表、論文などで発表、公知化されており、成果の実用化に向けてしっかりと取り組

まれていると感じた。公表は展示会などを中心とし、学協会などの講演会での発表や一部論

文に採用されているが、対外的な論文、国際論文が少ない。今後、成果を論文として公表さ

れることを期待したい。 

 
（１）目標の達成度と成果の意義 
＜肯定的意見＞ 
・ プロジェクト全体として、開発項目と最終目標（低コストかつ 20％未満の誤差の計測

技術）を明確に設定しており、成果としても目標を達成していることから、有意義な事

業であったと判断できる。 
・ 当初の目標を達成している。コスト面に優位性があることから汎用性が高い技術であり、

今後多くの実システムに実装される可能性も高い。 
・ 熱の計測という学術的には多少地味で研究成果になりにくい点を考慮すると、本事業で

の成果は質、量ともに妥当であると考えられる。 
・ 今回の事業では、なかなか特許を取っていくようなことは難しいので、一概に他のプロ

ジェクトと同様な考え方をする必要もないと考える。逆に、学会発表のような形で、広

くこのような事業がなされ、グリーン熱証書のようなものがどのようにして策定されて

きたか、広く周知されることに重点を置いた方がいいと思う。このことから、今回の成

果としては、十分であると考えている。 
・ 計測技術自体はよい成果が出ていると思われる。 

 
＜問題点・改善すべき点＞ 
・ 各個別テーマをみると、計測技術の確立度合いには差があるように感じる。一律に「計

測技術を確立した」と言い切ることは、計測技術に関するこれ以上の検討や検証は不用

と受け取ったのだが、そのような認識でよいのか。 
・ 他の実施主体がどの施設においても同様の計測が可能であり、同様の結果を出せるとい

う状態をもって「技術を確立」と表現すべきだと思う。 

 
（２）知的財産権の取得及び標準化の取組 
＜肯定的意見＞ 
・ 学会発表、論文などで発表、公知化されており、成果の実用化に向けてしっかりと取り

組まれていると感じた。 
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（３）成果の普及 
＜肯定的意見＞ 
・ 国内に限定されているが、学会等における発表は適宜実施されているようである。 
・ 公表は展示会などを中心としているが、学協会などの講演会での発表や一部論文に採用

されている。 

 
＜問題点・改善すべき点＞ 
・ 基礎的なトピックスであるが、対外的な論文、国際論文が少ない。今後、この成果を論

文として公表されることを期待したい。 

 
＜その他の意見＞ 
・ グリーン熱利用の普及・拡大を図る上で、グリーン熱証書制度が最も有効な手段なのか、

他にどのような有効手段があるのかまで言及されているといい。 
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１．２．４ 実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

認証基準の要件が曖昧な状況であるが、各個別テーマにおいて計測誤差やコスト等の数値

目標をクリヤすべく努力している。いずれの個別テーマもグリーン熱証書の認定基準策定に

向けた始動の一歩となっており、一部にはグリーン熱証書の申請に向けて始動しているもの

もあり、成果の実用化に向けた取り組みは着実に行われていると考える。 
ただし、誰がどのように引き続き、実用化に取り組むのかについては、検討不十分に感じ

る。6 つの個別テーマで実用化に向けた可能性や課題、達成速度は異なるはずであり、実用

化（熱量認証要件の制定）に向けた戦略やマネジメント、実現可能性、課題とその対応策等

がより具体的に検討・分析されることが望ましい。計測コストの低減が必要な技術もいくつ

か見られる。また、成果の汎用性を増すために、大学や公的機関におけるシミュレーション

技術等をもっと活用されるべきであったと思われる。 
事業全体として、社会実装する段階におけるバリアを予想して進めたか、社会で普及させ

るための標準化や認証について研究開発の段階から想定して事業を進めたか、国際標準や国

際認証を最初から視野に入れて計測技術の開発を進めることが重要である。 

 
（１）成果の実用化の見通し 
＜肯定的意見＞ 
・認証基準の要件が曖昧な状況であるが、各個別テーマにおいて計測誤差やコスト等の数値

目標をクリヤすべく努力している。 
・低コストで実現しようとしているところには、実用化に向けた強い意気込みを感じる。 
・実用化の考え方は第一ステップとして妥当であろう。やはりこれから大いに活用、実装す

べき技術であり、EMS などでなくてはならない計測方法となるであろう。 
・いずれの個別テーマもグリーン熱証書の認定基準策定に向けた始動の一歩となっており、

本事業を契機とした再生可能エネルギー熱利用の機運の高まりが期待できる。 
・グリーン熱証書にすでに申請しているものもあり、成果の実用化に向けた取り組みは着実

に行われていると考える。 

 
＜問題点・改善すべき点＞ 
・今回の成果の汎用性に少し疑問を感じる。こういった時にこそ、大学や公的機関における

シミュレーション技術のようなものがもっと活用されるべきであったと考えている。 
・成果の実用化の見通しが年度別に提示されているものの、高い実現可能性に基づく見通し

なのか希望的観測なのかの判断が難しい。特に 6 つの個別テーマをみると、実用化に向け

た可能性や課題、達成速度は異なるはずであり、それが具体的に明示できるといい。例え

ば 2017 年度末までの実用化確率は○％。 
・本事業の成果が得られた後、実用化（熱量認証要件の制定）に向けた戦略やマネジメント、

実現可能性、課題とその対応策等がより具体的に検討・分析されることが望ましい。 
・「本事業で目標達成にて完了」という印象が強く、「誰がどのように引き続き、実用化に取

り組むのか明確になっているか」については、言及不十分のように感じる。 
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・計測コスト自体がアディショナルなものであることを考えると、経済性についてはもっと

低減が必要な技術もいくつか見られる。 
・グリーン熱証書や J クレジットへの取り組みが個別テーマごとにはなされているが、事業

全体として具体的な道筋がより明確であるとよかった。 
・社会実装する段階におけるバリアを予想して進めているか。社会で普及させるための標準

化や認証について研究開発の段階から想定して事業を進めているか。特に国際標準や国際

認証を最初から視野に入れて計測技術の開発を進めることが重要である。 
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４．実用化に向けての見通し
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２．１ プロジェクト全体プロジェクト全体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.8 A A A A A B

２．研究開発マネジメントについて 2.5 A A B A B B

３．研究開発成果について 2.0 B B B B B B

４．実用化に向けての見通し  
及び取り組みについて 

2.0 B B B B B B

（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 

 

〈判定基準〉  

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A
・重要             →B
・概ね妥当           →C
・妥当性がない、又は失われた  →D

・非常によい         →A
・よい            →B
・概ね妥当          →C
・妥当とはいえない      →D

２．研究開発マネジメントについて 
 
４．実用化に向けての見通し及び取り

組みについて 

・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D

 

平均値 
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１．事業原簿 
次ページより、当該事業の事業原簿を示す。 
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「再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」 
 
 
 

事業原簿【公開】 

 

担当部 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
新エネルギー部 
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概 要 

 
最終更新日 平成２６年１１月１７日 

プログラム名 エネルギーイノベーションプログラム  

プロジェクト名 
再生可能エネルギー熱利用計測技術

実証事業 
プロジェクト番号 Ｐ１１０１２ 

担当推進部/担当

者 

新エネルギー部／ 

 主任研究員 生田目修志 （平成２５年６月～平成２６年１０月現在） 

 主査 太田勝啓   （平成２５年１月～平成２６年１０月現在）  

 主査 久保俊輔   （平成２３年７月～平成２５年６月） 

 主査 天明浩之   （平成２３年９月～平成２４年３月） 

０．事業の概要 

(1) 概要：太陽熱利用、雪氷熱利用、地中熱利用システムにおける、グリーン熱証書等の要求に見合う熱

量計測方法に係る実証事業を行う。 

(2) 事業規模：7 億円（共同研究、ＮＥＤＯ負担率 2/3） 

(3) 事業期間：平成 23 年度～25 年度（3 年間） 

Ⅰ．事業の位置付

け・必要性に

ついて 

 政府は、当該事業開始の前年に当たる2010 年6 月にエネルギー基本計画の二次改定を行い、

2020 年までに再生可能エネルギーの一次供給に占める割合を10％まで高めるとし、太陽光、風

力、バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用拡大だけでなく、太陽熱利用等の様々な熱エネル

ギーの多様化したアプローチが求められていた。 

風力発電や太陽光発電などの再生可能エネルギー等の電力利用については、導入支援策の１つとし

て固定買取り制度の運用が検討されていたが、太陽熱、雪氷熱、地中熱（以下、グリーン熱）に関

しては、固定買取制度に馴染みにくいことから、グリーン熱供給者に経済的インセンティブをもた

らすものとして、グリーン熱の生み出す「環境価値」を「見える化」した、グリーン熱証書制度等

の更なる普及が望まれていた。 

しかし、グリーン熱として認証されるためには、いくつかの要件を満たす必要があり、中でも熱

の計測方法と計測に係るコスト増への対策が喫緊の課題とされている。 

本事業は、再生可能エネルギーに対する取組みを行ってきた実績がありかつ、グリーン熱証書発

行に必要とされる計測方法と低コストの計測手法を両立させる実証を中立的な立場にあるＮＥＤＯ

が行うことで、グリーン熱証書並びにグリーン熱の拡大に資するものである。 

Ⅱ．研究開発マネジメントについて 

                                                              

 

事業の目標 

最終目標（平成25年度）  

 太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において使用される熱量を低コストかつ２

０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

事業の計画内容 

主な実施事項 Ｈ23fy Ｈ24fy Ｈ25fy  

 
熱利用設備及び 

計測機器設置 
    

実証試験  
   

計測手法の確立  
 

  

開発予算 

（会計・勘定別

に事業費の実

績額を記載）

（単位：百万

円） 

 

 
契約種類： 
○をつける 
（委託（ ）助

成（ ） 共

同研究（負担

率（○） 

会計・勘定 Ｈ23fy Ｈ24fy Ｈ25fy 総額 

一般会計     

特別会計(需給） 272 121 69 462 

開発成果促進財

源 

 

    

総予算額 272 121 69 462 

（委託）     

（助成） 
：助成率△/□ 

    

（共同研究） 
：負担率２/３ 

272 121 69 462 
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開発体制 

経産省担当原課 
資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 新エネルギー対策課 再生

可能エネルギー推進室 

プ ロ ジ ェ ク ト

リーダー 
― 

委託先（＊委託

先が管理法人の

場合は参加企業

数及び参加企業

名も記載） 

１）太陽熱利用計測技術 太陽熱給湯設備対応熱量計測 

 東京ガス株式会社  

 独立行政法人建築研究所  

 矢崎エナジーシステム株式会社  

２）太陽熱利用計測技術 太陽熱空調設備対応熱量計測 

 東京ガス株式会社  

 アズビル株式会社  

３）太陽熱利用計測技術 空気集熱式太陽熱熱量計測 

 ＯＭソーラー株式会社  

 独立行政法人建築研究所  

４）地中熱利用計測技術 地中熱システム対応熱量計測 

 NPO法人地中熱利用促進協会 

 ＪＦＥエンジニアリング株式会社  

 株式会社セブン-イレブン･ジャパン 

 応用地質株式会社  

 株式会社角藤 

 サンポット株式会社  

 株式会社萩原ボーリング 

 学校法人北海道尚志学園 

５）地中熱利用計測技術 地中熱管外熱量計測 

 新日鉄住金エンジニアリング株式会社  

６）雪氷熱利用計測技術 冷風循環設備対応熱量計測 

 株式会社土谷特殊農機具製作所 

情勢変化への対

応 

 震災後に変更されたエネルギー政策を踏まえ、我が国における再生可能エネルギー熱業界全体の

俯瞰と、最新の普及の状況・導入可能量の調査を元に、これまでに挙げられている普及課題に対

し、深堀りの調査を行い、今後普及拡大に向けて注力すべき再生可能エネルギー熱を明示、導入拡

大に向けた具体的な方策、目標を示すことを目的とした調査委託研究を実施した。 

中間評価結果へ

の対応 
― 

  
評価に関する事

項 

事前評価 
平成 22年度実施 担当部 新エネルギー部 

平成 23年度 NEDO POST3実施 

 

     

   

 

中間評価 ― 

事後評価 平成 26年度実施  担当部 新エネルギー部 

 



 

5 
 

Ⅲ．研究開発成果

について 

１）再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業 

（１）最終目標（平成25年度） 

 太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において使用される熱量を低コストかつ２

０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

（２）全体の成果 

 使用される熱量を低コストかつ２０％未満の誤差で計測する簡易(機器内部センサー等）計測 

技術を確立した。 

 

２）個別テーマの成果 

(１)太陽熱利用計測技術 太陽熱給湯設備対応熱量計測 

 特定計量器をリファレンスとして、下記3種の計測手法を戸建住宅および集合住宅において実負

荷もしくは模擬負荷により、全国101件のフィールドで実証試験を実施し、目標値を達成した。 

①� 簡易計測（外付け簡易熱量計）：安価で計測精度の高い計量器を外付して計測を行い、誤差

±10%以内を達成。量産化によるコストダウン見込みを得た。 

②� 簡易計測（内蔵センサー）：機器の運転制御用のセンサーを用いて、リモコンに表示される

計測値に基づく計測を行い、誤差±10%以内を達成。計測器コストは不要との見込みを得

た。 

③� 見なし計測（シミュレーション）：気象条件やシステムの特性値に基づくシミュレーション

の計算値による計測を行い、誤差±20%未満を達成。計測コストは不要との見込みを得た。 

 

（２）太陽熱利用計測技術 太陽熱空調設備対応熱量計測 

 業務用太陽熱利用冷暖房システムに標準計測機器（リファレンス）及び簡易計測器（超音波熱量

計）を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上計測し、誤差±20%未満を達成した。また、計測

コスト低減ができる見込みを得た。 

 

（３）太陽熱利用計測技術 空気集熱式太陽熱熱量計測 

 空気式の太陽熱利用暖房・給湯システムを対象とし、システムに内蔵されている温度センサーや

ファンモーター運転の指示値を用いて利用熱量を計測する簡易計測手法、ならびにシミュレーショ

ンを用いて利用熱量を推測する推定手法二種類の手法を検討し、共に目標値（誤差±20%未満）を

達成。また、計測コストは不要との見込みを得た。 

  

（４）地中熱利用計測技術 地中熱システム対応熱量計測 

 特定計量器等、高精度計量器をリファレンスとして、下記の計測手法による実証試験を実施し、

採熱ループでの温度差が極めて小さい一部の物件は誤差が大きくなったが、その他の物件では、全

て誤差±20%以内を達成した。また、計測費用については、簡易計測では計測コスト低減ができる

見通しを得た。 

１）<計測対象の熱媒体が水の場合> 

①簡易計測（電磁式流量計、測温抵抗体） 

②簡易計測（羽根車式流量計、測温抵抗体） 

２）<非水（計測対象の熱媒体が不凍液など）の場合> 

①簡易計測（電磁式流量計、熱電対温度計） 

②簡易計測（羽根車式流量計、サーミスタ） 

③簡易計測（羽根車式流量計、熱電対） 

④簡易計測（超音波式流量計、サーミスタ） 

３）＜推定手法＞ 

①ヒートポンプ圧縮機消費電力とメーカー線図から推定 

②一次側熱媒循環ポンプ消費電力等から一次側熱媒流量を推定し、一次側入出温度差との積から一

次側熱量を推定 

 

（５）地中熱利用計測技術 地中熱管外熱量計測 

 既存設備において、配管工事を伴わずに熱量計測が可能である管外設置型計測センサーによる熱

量計測技術開発を実施し、±20%誤差未満を達成した。計測コストは低減できる見通しを得た。 

 また、ヒートポンプ機内計測値をもとにした熱量推定技術 は、地中熱導入済み物件にて従来計

測との比較計測を実施し、年間の熱量積算値の計測誤差 20%未満を確認した。コストについては、

低減の見通しを得た。 

 

（６）雪氷熱利用計測技術 冷風循環設備対応熱量計測 

 自然氷を雪氷熱源とするアイスシェルター内の利用熱量を温度･湿度･風量から計測する簡易計測

手法について実証研究を行い、簡易計測（エンタルピー差法）において、目標値を達成した（誤差

±１０％以内）。また、コスト低減の見通しを得た。 
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投稿論文 「査読付き」６件、「その他」１件 

特  許 「出願済」０件、「登録」０件、「実施」０件（うち国際出願０件） 

その他の外部発表 

（プレス発表等）

(集計中） 

「研究発表・講演」５１件、「新聞・雑誌等への掲載」９件、「展示会への出

展」４２件 

Ⅳ．実用化・事業

化の見通しに

ついて 

 熱利用計測における低コスト簡易計測システムの信頼性向上を確立し、グリーン熱証書の利用な

ど環境価値の経済価値化に向けた取り組みに貢献できる。また、平成２６年４月１１日に閣議決定

された「エネルギー基本計画」の中で利用拡大すべき再生可能エネルギーとして、太陽熱、地中

熱、雪氷熱等があげられている。本事業にて、上記再生可能エネルギー熱利用の普及拡大への貢献

等が期待できる。 

 

Ⅴ．基本計画に関

する事項 

 

作成時期 平成２３年６月 作成 

変更履歴 なし 
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プロジェクト用語集 

 

 
アイスシェルター 

寒冷気候と水を利用し自然氷を作り、水と氷の共存状態（潜熱）を利用して、0℃の冷温を供給す

るシステム。 

 

一次側熱媒 

間接方式の地中熱交換器とヒートポンプの間で熱を移動させる流体（水または不凍液）。 

 

一次側熱量 

 熱源側の熱量。 

 

簡易計測 

 計測許容誤差が高精度計測より大きく、低コスト計測器などによる熱量計測。 

 

間接方式 

 地中熱交換器内を循環する熱媒を介して間接的に地中熱を利用する方式。 

 

吸収冷温水器 

 吸収力の高い液体に冷媒を吸収させることにより、低圧で冷媒を気化させ、低温を得る冷温水器。 

 

グリーン熱証書 

 自然エネルギーにより生みだされた熱の環境付加価値を、証書発行事業者がグリーンエネルギー認

証センターの認証を得て発行し、「グリーン熱証書」として取引する仕組み。 

 

高精度計測 

 特定計量器の積算熱量計（JISB7550）による計測またはそれと同等の精度を有する熱量計測。 

 

国内クレジット制度 

 京都議定書目標達成計画（平成 20 年 3 月 28 日閣議決定）において規定されている、大企業等によ

る技術・資金等の提供を通じて、中小企業等が行った温室効果ガス排出削減量を認証し、自主行動計

画や試行排出量取引スキームの目標達成等のために活用できる制度。 

 

瞬時熱量 

 １分間隔計測値による単位時間当たりの熱量。 

 
成績係数（COP） 

 ヒートポンプが作り出す熱・冷熱量の、消費する電力量に対する割合。例えば電気エネルギー1 に

対して 6 の熱が得られれば、COP=6 と表すことができる。 

 

積算熱量 

 一定期間内の熱量。 
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積算熱量計 

 流量計測部、温度差計測部及び熱量演算部がセットになった積算熱量計。 

 

雪氷熱 

 天然あるいは人工の雪氷、凍土に蓄積された冷熱エネルギーのことで、雪氷を貯雪氷庫等に貯蔵す

ることによって農作物等の冷蔵や冷房に用いられる。利用方法には自然対流方式（氷室型）、冷風循

環方式、冷水循環方式がある。 

 

ソーラークーリングシステム 

 太陽熱によって冷水をつくり、その冷水によってオフィスビルなどの建物を空調するシステム。 

 

太陽熱 

 天候・季節・時間によって変動する不安定なエネルギーではあるが、利用温度域が広く蓄熱が比較

的容易である。このため利用用途は多岐に亘り、利用技術も幅広い。代表的な利用用途・技術とし

て、太陽熱温水器、ソーラーシステムが挙げられる。 

 

地中熱 

 地下 10～15m 以深の地中温度は年間を通してほぼ一定で、一般にその地域の平均気温に等しい（約

15℃）。地中熱は太陽熱に由来する低温エネルギーであるため発電はできないが、夏季または冬季に

は気温との温度差が 10～15℃程度存在するため、ヒートポンプの熱源として用いるのが有効であ

る。また、天候等に左右されない安定した熱源であることも大きな特徴である。 

 

地中熱ヒートポンプシステム 

 ヒートポンプを用いて地中熱を利用するシステム。 

 

地中熱交換器 

 地中熱を熱媒に移動させるための設備。 

 

超音波熱量計 

 熱交換器を通過する冷温水の通過流量と、熱交換器の出入り口での配管水温度を計測し、熱交換器

で消費される熱量を求める熱量計において冷温水の通過流量の計測に超音波流量計を使用している熱

量計。 

 

直接熱交換型冷風循環方式（全空気循環方式） 

 送風機を用いて、冷熱を供給する貯雪氷装置と冷房・冷蔵対象である貯蔵物のある貯蔵庫等 

との間でファンを用いて冷風を循環させる方式。 

 

直膨式 

 地中熱利用ヒートポンプシステムのうち、ヒートポンプの冷媒を直接、熱源側または熱利用側に循

環させ採熱、放熱する方式。 
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特定計量器 

 取引もしくは証明における計量に使用され、計量法で定められた計量器。 

 

二次側熱量 

 利用側の熱量。 

 

ＨＥＭＳ 

 「Home Energy Management System（ホーム エネルギー マネジメント システム）」の略で、家庭

で使うエネルギーを節約するための管理システム。 

 

ヒートポンプ 
 大気や水などから熱を集め、少ないエネルギーで大きな熱エネルギーを利用する技術。圧縮機、凝

縮器、膨張弁、蒸発器の四つの要素から構成される。  
 
不凍液 
 間接式において、熱媒として使用される液体のこと。水溶液の濃度により凍結温度調整する。通常、

塩素系やグリコール系などの主成分に防錆剤などが添加されている。 
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Ⅰ．事業の位置付け・必要性について 

I.1 ＮＥＤＯの関与の必要性・制度への適合性 

I.1.1 ＮＥＤＯが関与することの意義 

 

政府は、当該事業開始の前年に当たる 2010 年 6 月にエネルギー基本計画の二次改定を行い、

2020 年までに再生可能エネルギーの一次供給に占める割合を 10％まで高めるとし、太陽光、風力、

バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用拡大だけでなく、太陽熱利用等の様々な熱エネルギーの

多様化したアプローチが求められていた。 

風力発電や太陽光発電などの再生可能エネルギー等の電力利用については、導入支援策の１つとし

て固定買取り制度の運用が検討されていたが、太陽熱、雪氷熱、地中熱（以下、グリーン熱）に関し

ては、固定買取制度に馴染みにくいことから、グリーン熱供給者に経済的インセンティブをもたらす

ものとして、グリーン熱の生み出す「環境価値」を「見える化」した、グリーン熱証書制度等の更な

る普及が望まれていた。 

しかし、グリーン熱として認証されるためには、いくつかの要件を満たす必要があり、中でも熱の

計測方法と計測に係るコスト増への対策が喫緊の課題とされている。 

本事業は、グリーン熱証書発行に必要とされる計測方法と低コストの計測手法を両立させる実証を

中立的な立場にあり、かつ、再生可能エネルギーに対する取組みを行ってきた実績のあるＮＥＤＯが

行うことで、グリーン熱証書並びにグリーン熱の拡大に資するものである。 

 

I.1.2 実施の効果 

 

実証研究により、低コストで適切な計測手法が検討され、公開されることで、今後のグリーン熱証

書の制度設計に寄与するとともに、グリーン熱証書の流通拡大とグリーン熱利用の拡大が見込まれる。

また、現在、基準化されていない、地中熱利用についても、これらの成果をもとに、民間団体におけ

る基準作成及び地中熱利用の導入拡大に資する。 

 

I.2 事業の背景・目的・位置付け 

I.2.1 事業の背景 

 

2010 年６月に閣議決定された「エネルギー基本計画」においては、２０２０年までに一次エネル

ギー供給に占める再生可能エネルギーの割合を１０％まで高めるとの目標が設定されていたが、この

中で利用拡大すべき再生可能エネルギーとして、太陽熱、地中熱等があげられた。 

経済産業省では、太陽熱利用、地中熱利用及び雪氷熱利用を促進するため国内クレジット、グリー

ン熱証書等を推進しているが、取引の対象となる熱量を低コストで信頼性高く計測する技術が確立し
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ていないこともあり、これらの実績は少ない（図Ⅰ－１）。再生可能エネルギーの熱利用を推進する

ために、熱量を低コストかつ一定の信頼性で計測する技術の確立が求められている。 

 
 

2013201220112010～2009

再生可能
エネルギー

熱

再生可能
エネルギー

電力

2014 ～

固定価格買取制度（2012～）

ＮＥＤＯの
取組み

グリーン電力証書（2001～） 認定証書数 269件、3.5億kWh

エネルギー
基本計画

グリーン熱証書（2009～） 認定証書数 61件、3.7億MJ

エネルギー
基本計画

本事業（2011-2013）

 
 

図Ⅰ－１ 現在の再生可能エネルギー電力と再生可能エネルギー熱利用の環境 

 
 

I.2.2 事業の目的、意義 

 

再生可能エネルギー熱利用の普及に一定の寄与をはたすと考えられるグリーン熱証書制度について

は、熱利用設備から得られ使用した熱量の計測として、グリーン熱証書制度に見合う精度とコストを

実現することが重要である。 

本事業においては、再生可能熱利用システムにおいて使用される熱量を低コストでかつ一定のの精

度で計測する手法を、実証試験を通じて確立することを目的としている。 

 
 

I.2.3 事業の位置付け 

 

 再生可能エネルギー熱の利用に関して、豪州の例の様に、機器導入補助金制度や再生可能エネル

ギー証書のようなインセンティブを与える等の推進支援策がある。例えば、ポルトガルにおいては、

初期投資軽減策として、導入補助金他で導入の加速を図ったが、補助金の終了と同時に新規導入量が

大幅に低減した。イギリスにおいては、導入補助金とインセンティブ制度により、導入が加速した事

例がある（図Ⅰ－２）。 



  

12 
 

 一方、国内においては、再生可能エネルギー熱利用の普及を促進すると考えられる再生可能エネル

ギー熱利用の価値化について、グリーン電力証書との対比から、現在は特定計量器あるいは同等品の

使用による実計測が前提であり、産業・商業・家庭用共に、計測コストが高く、なかなか実用化につ

ながっていない。求められる計測精度を明らかにして、安い計測技術を確立する事が重要課題である

が、利用市場が見通せない中、民間企業での独自の取組みは進んでいない状況であるため、経産省に

於いては、エネルギー関係技術開発ロードマップ案の中の「再生可能エネルギー熱利用」の項において、

「熱の計量方法の確立と、環境価値を経済価値として取引可能なグリーン熱証書制度の普及推進」を

掲げて推進している（図Ⅰ－３）。 

 
 

政策動向 計測技術 成果・課題

国
外

豪州

機器導入補助金 機器に対し定額補助

再生可能エネル
ギー証書

ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ単価（REC市場価格）×REC 市場価格の不安定性
LRET・SRESの制定

ポルトガル
機器導入補助金 機器に対し定額補助 補助金終了により新規

導入量が大幅に低減

英国

機器導入補助金 機器に対し定額補助 現在、導入量増加

インセンティブ制度 産業・商業用：
ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ単価×利用熱量（実計測）

家庭用：
ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ単価×利用熱量（みなし計量）

国
内

日本

再生可能エネルギー熱利用の価値化（グリーン熱証書、J-クレジット 等）
・グリーン電力証書との対比から、現在は特定計量器による実計測が前提。
・産業・商業・家庭用共に、計測コストが高く、実用化につながらない現実。
・求められる計測精度を明らかにし、安い計測技術を確立する事が最重要課題で
あるが、利用市場が見通せない中、民間企業での独自の取組みは進んでいない。

 
 

図Ⅰ－２ 再生可能エネルギー熱の普及政策及び計測技術に関する国内外の動向 
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エネルギー関係技術開発ロードマップ案 

（2014.8 総合資源エネルギー調査会基本政策分科会資料より抜粋）  

 

図Ⅰ－３ 再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業の位置付け・必要性 
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Ⅱ 研究開発マネジメントについて 

Ⅱ.1 事業の目標 

 

平成 25 年度末までに、太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において使用される

熱量を低コストかつ２０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

 

II.2 事業計画の内容 

II.2.1 研究開発の内容 

II.2.1.1 事業全体の研究開発の内容 

 

本事業の期間は、平成２３年度から平成２５年度までの３年間とし、共同研究事業（ＮＥＤＯ負担

率：２／３）として以下の研究開発項目を実施する（表Ⅱ－１）。 

 

研究開発項目１）太陽熱利用計測技術 

太陽熱利用設備（太陽熱とボイラー等を併用して給湯や空調などを行う設備）を対象として、当該

設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上熱量を実測するととも

に、当該設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置されている地域の日射量といった

データを用いて熱量を計測（又は推定）し、実測結果と計測結果を比較検討・評価することで、最終

的に低コストかつ２０％未満の誤差の計測技術を確立する。 

 

研究開発項目２） 地中熱利用計測技術 

地中熱利用設備（地中熱をヒートポンプ等を用いて空調・給湯等に利用する設備）を対象として、

当該設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上熱量を実測すると

ともに、当該設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置されている地域の地中温度と

いったデータを用いて熱量を計測（又は推定）し、実測結果と計測結果を比較検討・評価することで、

最終的に低コストかつ２０％未満の誤差の計測技術を確立する。 

 

研究開発項目３） 雪氷熱利用計測技術 

雪氷熱利用設備（雪や氷を利用して一定の空間を冷却する設備）を対象として、当該利用設備に外

部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上熱量を実測するとともに、当該

設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置されている地域の気温といったデータを用

いて熱量を計測（又は推定）し、実測結果と計測結果を比較検討・評価することで、最終的に低コス

トかつ２０％未満の誤差の計測技術を確立する。 
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表Ⅱ－１ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目（個別テーマ） 研究開発目標 根拠

①太陽熱利用計測技術

太陽熱とボイラー等を併用して給湯や空調な
どを行う設備を対象とし、熱量を簡易計測（又
は推定）した結果と、特定計量器等を用いた
高精度計測結果（リファレンス）とを比較検討・
評価することで、低コストかつ２０％以内の誤
差の計測技術を確立する。

■環境価値の経済価値化
・環境価値は生成した熱量に準
ずるため、生成熱量の適正な
計量方法が必要

■課題
・現在、計量法に則った特定計
量器である積算熱量計での
熱量計量が必要

・計量器の価格が、高価（数万
円から十数万円）

■方策
・コストと計量精度のバランスを
備えた計量

・方法も含めた計測技術の確立
が期待される

②地中熱利用計測技術

地中熱利用設備（地中熱をヒートポンプ等を
用いて空調・給湯等に利用する設備）を対象
とし、熱量を簡易計測（又は推定）した結果と、
高精度計測結果とを比較検討・評価すること
で、低コストかつ２０％以内の誤差の計測技
術を確立する。

③雪氷熱利用計測技術

雪氷熱利用設備（雪や氷を利用して一定の空
間を冷却する設備）を対象とし、熱量を簡易計
測（又は推定）した結果と、高精度計測結果と
を比較検討・評価することで、低コストかつ
20％以内の誤差の計測技術を確立する。
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II.2.1.2 研究テーマ毎の研究開発の内容 

（１）太陽熱利用計測技術 太陽熱給湯設備対応熱量計測 

 （１.１） 背景と目的 

 

再生可能エネルギーの利用は、導入コストや安定供給の面で課題はあるものの環境負荷が小さく、

多くが国内調達可能なエネルギーであり、またエネルギー源の多様化や新たな市場・雇用機会の創

出といった効果も期待できることから積極的な利用拡大が望まれている。中でも太陽エネルギーに

関しては太陽光発電による電気利用が、電力の買取制度など国や自治体の補助政策により近年急速

に普及拡大しているが、太陽熱利用に関しては1980年をピークに衰退しつつある（図Ⅱ(１)－１）。

太陽熱温水システムの普及が進まなかった背景には機器コストが高い、デザイン性が悪い、認知度

が低いことなどが阻害要因としてあげられる。今後、我が国で太陽熱利用の拡大に向けて、グリー

ン熱証書の利用など環境価値の経済価値化に向けた取組みが必要であるが、熱量計測は特定計量器

の熱量計が高価なことや熱量計の検針コストが高いことが課題である。 

そのため本事業では、太陽熱利用を対象に使用される熱量を低コストでかつ信頼性の高い精度で

計測する手法を確立する。特に見なし計測による環境価値化は、検針およびその後の証書化に係る

煩雑な事務費を大幅に削減し、環境価値とすることができることもあり、既に一部の国で施行され

ていて期待は大きい。今後、太陽熱温水システムの利用拡大とシステムの普及につながるように、

環境価値化に向けた安価で精度の高い新たな計測方法を確立することを本事業の目的とする。 
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図Ⅱ(１)－１ 普及の推移 

※データ：一般社団法人ソーラーシステム振興協会、 

一般社団法人太陽光発電協会 
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（1.2） 研究開発の概要 

 

本事業においては、以下の３つの計測方法を検証する。なお、全ての計測方法においてリファレ

ンスは特定計量器の熱量計による計測値とする（図Ⅱ(１)－２及び表図Ⅱ(１)－１）。 

① 簡易計測：外付簡易熱量計による計測方法 

特定計量器ではなく、外付けで設置した安価な簡易熱量計による計測手法で、年間利用熱

量のリファレンスとの誤差は±10％以内を目標とする。 

② 簡易計測：内蔵簡易熱量計による計測方法 

従来給湯機器等に内蔵された機器運転制御用センサーを用いて、給湯器リモコンに表示さ

れる数値から熱利用量を簡易に計測する手法で、年間利用熱量のリファレンスとの誤差は±

10％以内を目標とする。 

③ 見なし計測：シミュレーションによる計測方法 

システムの仕様や気象データ等地域特性に基づくシミュレーションにより熱利用量を推定

する計測手法で、シミュレーションソフトはEESLISMを使用し、年間利用熱量のリファレ

ンスとの誤差は±20％未満を目標とする。 

 

表Ⅱ(１)－１ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目
（個別テーマ）

精度開発目標 コスト目標 根拠

①外付簡易計測

特定計量器ではなく、安
価で外付け設置した計量
器による計測

特定計量器をリファレンスとし
て年間太陽熱利用量において
誤差±10％以内

リファレンスの概算価格
↓

25,000円程度
（ただし、検針事務費用は必要）

計量法に基づく特定計量器の誤
差が±５％であり、計量器コスト
削減のため誤差を±10％に設定

②内蔵簡易計測

給湯器などに内蔵された
機器運転制御用センサを
用いた計測

特定計量器をリファレンスとし
て年間太陽熱利用量において
誤差±10％以内

リファレンスの概算価格
↓
ゼロ

（ただし、検針事務費用は必要）

既に機器運転制御用センサを用
いて、機器に付属するリモコンに
計測値を表示するため、機器本
体および工事の増減はなし。簡
易熱量計測の一つとして誤差は

①とおなじ。

③見なし計測

システム仕様や地域特性
に基づくシュミレーション
による計測

特定計量器をリファレンスとし
て年間太陽熱利用量において
誤差±20％未満

リファレンスの概算価格
↓

ほぼゼロ

シミュレーションソフトであるＥＥＳ
ＬＩＳＭおよびＴＡＮＳＹＳは汎用プ
ログラムであり、少ない入力項目
で確度の高い計算を行うことが
可能。計量器本体、取付工事、

検針費用など必要なし
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図Ⅱ(１)－２ 計量器およびセンサー（一例） 
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（1.3） 実証事業スケジュール 

本実証事業の研究期間は、平成23年9月15日より平成26年 3月20日までで、主な事業スケジュー

ルの概要を図Ⅱ(１)－３に示す。平成23年度後期から平成24年度にかけて計測装置の設置を行い、

データ収集は平成25年12月まで実施した。 

簡易計測および見なし計測の評価は平成24年度から平成25年度に行った。また、アンケートは平

成24年度と平成25年度に１回、計２回実施し、技術委員会は延べ６回実施した。 

 

 

 
 

 
 

図Ⅱ(１)－３ 究開発のスケジュール 



  

20 
 

（2）太陽熱利用計測技術 太陽熱空調設備対応熱量計測 

（2.1） 背景と目的 

 

既存の施設で稼働中の業務用太陽熱利用冷暖房システムを対象として、現在標準的に使用されて

いる計測機器を当該システムに組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上計測するとともに、参加

事業者が独自開発する超音波熱量計を同様に組み込んで計測し、両者の計測結果を比較検討・評価

することで業務用太陽熱利用冷暖房システムにおいて低コストかつ２０％未満の誤差の計測技術を

確立する（図Ⅱ(２)－１及び表Ⅱ(２)－１）。 

 

（2.2） 研究開発の概要 

事業者の自社施設に設置されたソーラークーリングシステムにおいて、事業者が予め組み込んで

いた計測機器（日射計、温度センサー、流量計）のデータを用いてシステムの稼働評価を行い太陽

熱利用量の定義やシステムとしての評価方法を確立する（図Ⅱ(２)－２及ぶ図Ⅱ(２)－３）。 

ソーラークーリングシステムの場合、太陽熱を冷暖房に利用するため、熱証書発行を検討する場

合、冷房運転時に「利用した」とする熱量としていくつかの考え方があることに加え、吸収冷温水

機による太陽熱からの冷房用冷水への変換効率を考慮して２次側熱量（冷熱）として扱おうとして

も、外気温度や負荷率によって変化する実稼働時の変換効率がいくつになるか判明してしなかった。

ソーラークーリングシステム用の吸収冷温水機は、太陽熱とガス等の燃料を併用し、かつ、内部構

成要素を共用しているため、太陽熱から冷水への変換効率を計測することが困難であることが理由

であるが、本事業においては間接的な手法を用いて、この変換効率を検証する。 

また、実計測できたのが１システムであったため、検証を補完するため、現在製品化されている

３メーカーのソーラー対応型吸収冷温水機についてシミュレーションを行った。 

また、上記ビルの他にもソーラークーリングシステムに組み込んだビルに於いて、事業者の製品

である超音波熱量計の流量計測データの評価結果と定期的な校正結果を用いてセンサー故障、計測

精度劣化などの信頼性を評価し、超音波式流量計をソーラークーリングシステムに使用できること

を実証する。 
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図Ⅱ(２)－１ ソーラークーリングシステム（太陽熱空調システム） 

 
 

表Ⅱ(２)－１ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目
（個別テーマ）

仕様・性能 コスト目標 根拠

①低コスト超音波積
算熱量計の実証
評価

超音波積算熱量計によって、
低コストかつ２０％未満の
誤差でソーラークーリング
システムの熱量計測が行え
ることを実証する。

電磁よりも構造が
簡単な超音波の技
術により低コスト化
を目指す。

超音波流量計は構造が簡単か
つ可動部がないため、低コスト、
精度の確保が期待できる。

②ソーラークーリング
システムの評価
方法の確立

吸収冷温水機を用いたソー
ラークーリングシステムの
太陽熱利用熱量を最も簡
潔に計量するための測定
器や測定位置を明確にす
る。

―

ソーラークリングシステムは国
内での設置実績がまだ少ない
こともあって、計測方法に関す
る情報がほとんど開示されてい
ない。

③吸収冷温水機を用
いた太陽熱空調
の利用熱量の
定義の明確化

冷房運転時の太陽熱利用
熱量として最も相応しい考
え方、および、吸収冷温水
機による冷房用冷水への
変換効率を一定値とみなし
て差支えないことを提言す
る。

―

冷房運転時に「利用した」熱量
として複数の考え方があること
に加え、吸収冷温水機の２次側
熱量（冷熱）として扱おうとして
も、外気温度や負荷率によって
変化する変換効率（COP）の特
性が判明していない。
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図Ⅱ(２)－２ システムフロー（太陽熱空調システム） 

 

超音波式
（評価対象モデル）

計測原理
流れの上下流に配置された超音波センサで交互に
超音波の送受信すると、上流→下流と下流→上流で
超音波の伝搬時間差が生じる。この時間差とセンサ
間の距離、流れる水の音速から流速を求め、流路断
面積を乗じて流量を出力する

特徴
・密度、温度、圧力の影響が小さい
・流体に気泡が混じると影響を受ける
・流量計測精度：中～高精度
・上流側直管部：必要、不要な製品もある
・相対コスト：低～高
・圧力損失：なし（流路形状による）

電磁式
（リファレンスモデル）

計測原理
ファラデーの法則から水の流れる流路にコイルを使
い磁界を発生させ、その磁界の中を導電性流体（水）
が流れると流れと直角方向に流速と比例した起電力
が生じる。この現象を利用し、検出した起電力から流
速を求め、流路断面積を乗じて流量を出力する

特徴
・適用流体：導電性流体
・密度や粘性の影響を受けない
・導電性の異物が流路に付着すると影響を受ける
・流量計測精度：高精度
・上流側直管部：必要
・相対コスト：高
・圧力損失：なし

B 磁束密度 es 起電力

V 平均流速

B
esV

超音波センサ１

超音波センサ２

水の流れ

 
図Ⅱ(２)－３ 流量計測原理と特徴 
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（2.3） 実証事業スケジュール 

 本実証事業の研究期間は、平成23年9月15日より平成26年 3月20日までで、主な事業スケ

ジュールの概要を図Ⅱ(２)－３に示す。平成23年度内に計測装置の設置を行い、データ収集は平成

25年1月末まで実施した。技術評価委員会は延べ5回実施した。 

 

 
 

図Ⅱ(２)－３ 研究開発のスケジュール 
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（3） 太陽熱利用計測技術 空気集熱式太陽熱熱量計測 

（3.1） 背景と目的 

 

再生可能熱エネルギーの証書発行においては、その利用熱量計を正確に計量することが必要だが、

住宅および住宅規模の建築物に温度計・風量計等を導入し熱量の計測を行うことは、コスト面から

折り合わない。他方、証書化や環境価値の取引を行うことができなければ、固定価格買い取り制度

を導入した電力市場のような補助を受けての市場活性化を望むことができない。そこで、本研究で

は前述の計測装置に依らず、より安価で正確に熱量を計測するための手法を確立することを目的と

し、実証試験を実施する。 

 

（3.2）研究開発の概要 

空気式太陽熱暖房・給湯システムを対象として以下に示す３項目の計測を行い、簡易計量手法、

シミュレーションによる推定手法ともに、計測（又は推定）結果を比較検討・評価し、低コストか

つ２０％未満の誤差に収まる計測（又は推定）手法を確立する（表Ⅱ(３)－１及び２）。 

 ① 簡易計量手法 

当該設備に予め装備されているセンサーや制御情報から熱量を測定する（図Ⅱ(３)－１及び２）。 

 ② シミュレーションによる推定手法 

設備の仕様、設置されている地域の日射量といったデータから数値計算手法を用いて熱量を推定

する。 

 ③ 詳細実測（以降リファレンス計測と記す） 

当該設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み、実際の負荷条件のもとで１年以上詳細熱量を

実測する（図Ⅱ(３)－１）。 
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貯
湯
槽

給
湯
機

ﾘﾓｺﾝ

外気温（熱電対）

室温（熱電対）

棟温（熱電対） 給湯採熱用熱交換コイル
前後の空気温度（熱電対）

水平面全天日射（日射計）
屋根面全天日射（日射計）

室温（熱電対）

床面温度（熱電対）

風量（ﾋﾟﾄｰ管式風量ｾﾝｻｰ）

床吹き出し温度
（熱電対）

基礎表面温度（熱電対）
基礎表面熱流（熱流センサー） 不凍液温度（熱電対）流量（羽根車式流量計）

ｼｽﾃﾑ消費電力
（電力計）

給水温度（ｼｰｽ熱電対）

給湯温度（ｼｰｽ熱電対）
流量（羽根車式流量計）

ガラス付き集熱部入口温度（熱電対）

黒：リファレンス計測
赤：リファレンス計測、簡易計測

 
 

図Ⅱ(３)－１ リファレンス計測 計測点 

 
 
 

貯
湯
槽

給
湯
機

ﾘﾓｺﾝ

外気温（ｻｰﾐｽﾀ）

室温（ｻｰﾐｽﾀ）

棟温（ｻｰﾐｽﾀ） 給湯採熱用熱交換コイル
前後の空気温度（ｻｰﾐｽﾀ）

機器稼働状況の記録
・ﾌｧﾝ回転数
・ﾌｧﾝ印可電圧

・ﾀﾞﾝﾊﾟｰ開閉状況
↓

風量を推定

※熱量は10秒ごとに算出され、15分の積算値としてリモコン内に記録される
改良型簡易計測では、10秒データを記録する  

 

図Ⅱ(３)－２ 簡易計測 計測点 
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表Ⅱ(３)－１ シミュレーションによる推定 

 

ソフトウエア概要 シミュレーションソフトウエアには、工学院大学 宇田川研究室にて開発された
EESLISM（Energy and Environment Simulator with Linear Subsystem
Models）にOMソーラーとの共同開発により空気集熱器の計算モジュールを追
加。建築と設備の連成シミュレーションが可能。

断熱外皮 断熱外皮の入力は建物図面を参考に建物熱的境界の面積、材料を入力
主な入力値として方位別の外皮面積、断熱材仕様・厚さ、開口部仕様・寸法等

室温計算 建物内部温度の計算は、ＯＭ対象室（ＯＭソーラー製ソーラーシステム利用施
設）、ＯＭ非対象室、ＯＭ対象床下、ＯＭ非対象床下、小屋裏空間の５部屋とし
て計算を行う。実際の建物が多数室であってもＯＭ対象範囲であればＯＭ対象
室として単室で計算する。

集熱面 集熱面の寸法については、建物図面を参考に入力
予備集熱面については、鋼板の色、空気層厚さを選択
硝子付集熱面については、製品を選択

集熱風量 集熱風量は目標温度前後部分について棟温度をベースに比例制御

気象データ 詳細計測データをベースに未計測部分を同期間の近隣気象データより補間
日射量： 詳細計測の水平面日射量を直散分離（宇田川法）
夜間放射量： 詳細計測の気温、近隣気象官署データ※の湿度、雲量
外気温： 詳細計測の気温
風向風速： 近隣アメダス（又は官署）データ※の風向・風速
※東京物件における近隣データには東京都 東京を使用

 
 
 

表Ⅱ(３)－２ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目
（個別テーマ）

仕様･性能 コスト目標 根拠

①簡易計測手法の
開発

簡易的な計量機器を
用いることにより、低
コストで利用熱量誤
差20%未満で算定す
る手法の開発

リファレンスの概算価格
６０万円

↓
簡易計測の概算価格
０円（システム内蔵）

空気集熱は水式に比較し集
熱時の差温が大きくなるため、
サーミスタでも温度の測定誤
差が少ないこと。風量は風量
特性の範囲で推定できると考
えられることから

②シミュレーション
による熱量推定手
法の開発

数値計算を用いた利
用熱量の推定をより
高い精度（誤差２０％
未満）で実施する技
術の開発

リファレンスの概算価格
６０万円

↓
シミュレーション推定の概算価格

０円

シミュレーションによる推定手
法には40年近い歴史があり、
より正確な入力を行うことで
かなり高い精度での推定を
行うことが可能となったため。
ソフトウエアは無償配布
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（3.3） 実証事業スケジュール 

本実証事業の研究期間は、平成23年9月15日より平成26年 3月20日までで、主な事業スケジュー

ルの概要を図Ⅱ(３)－３に示す。平成23年度後期から平成24年度にかけて計測装置の設置を行い、

データ収集は平成25年末で実施した。技術委員会は延べ10回実施した。 

 

▲：基本原理確認
作業内容 主担当※ H23年度 H24年度 H25年度

計測物件の選定 OM

計測計画の立案 BRI

計測機器の取付 OM

計測データ分析 BRI

シミュレーション検討 BRI

技術委員会 OM ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※ OM：OMソーラー、BRI：建築研究所  
 

図Ⅱ(３)－３ 研究開発のスケジュール 
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（４）地中熱利用計測技術 地中熱システム対応熱量計測 

（４.１） 事業の目的と目標 

 

再生可能エネルギーである地中熱利用システムの設置件数は増えているが、絶対数では欧米に大

きく遅れている（図Ⅱ(４)－１）。地中熱のグリーン熱としての普及環境を整備するため、地中熱

利用設備を対象として、当該設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで

１年以上熱量を実測する。また当該設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置され

ている地域の地中温度といったデータなどを用いて熱量を計測（又は推定）する。これらの実測結

果と計測結果を技術委員会において比較・評価することで、本事業では地中熱利用設備での簡易な

熱量計測技術および熱量推定技術の確立を目的とする。簡易計測は低コストかつ20％未満の誤差を

目標とする。 

 

 
図Ⅱ(４)－１ 国内外の地中熱利用の動向 

 
 

（4.2） 研究開発の概要 

 

本事業では、地中熱ヒートポンプの一次側（熱源側）システムに、低コストの熱量計測システム

とリファレンスとなる高精度の熱量計測システムを設置し、実測データを取得する。また、間接式

の二次側（利用側）システムにおいても、リファレンスとなる高精度の熱量計測システムで実測

データの取得を行う。取得されたデータは、それぞれの地中熱ヒートポンプシステムの諸特性（設
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置条件、運転形態、熱媒の特性等）を考慮して解析し、適用した低コスト熱量計測システムの評価

を行う（図Ⅱ(４)－２及び表Ⅱ(４)－１）。また、これらの実測による熱量算定と並行して、それ

ぞれのシステムにおいて消費電力等から熱量を推定する方法を検討する。以上の結果にもとづき、

グリーン熱の算定に必要な熱量計測指針を作成するとともに、20％未満の誤差の低コスト熱量計の

基本設計を行う。 

 本事業での研究項目およびその内容は以下の通りである。 

 ① 地中熱ヒートポンプシステムの計画・設置 

全国に散在する９箇所で、各施設の負荷熱量に応じた地中熱ヒートポンプシステムを計画・設置

する（表Ⅱ(４)－２）。 

 ② 一次側及び二次側システムの計測 

各設備の一次側及び二次側システムにおいて、流量、温度、熱量等について、1年以上にわたり、

高精度計測と低コスト計測器による計測（簡易計測）を同時に行う。 

③ 低コスト計測器による熱量計測（簡易計測）技術の検討 

9設備での実証データから、簡易計測の誤差を分析し、誤差20％未満となる簡易計測方法につい

て検討する。 

④ 熱量推定方法の検討 

ヒートポンプまたは循環ポンプの消費電力量等から、熱量、流量を推定する方法について検討し、

高精度計測結果と比較する。 

⑤ 計測指針の作成と低コスト熱量計の基本設計 

以上の検討結果を基に、地中熱ヒートポンプシステムでの熱量計測指針を作成した。低コスト熱

量計のモデルケースを設定する。 
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表Ⅱ(４)－１ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目 研究開発目標 根 拠

地中熱ヒートポンプシ
ステム一次（熱源）側、
二次（利用）側の熱量
計測＊

全国９箇所で、１年以上の
継続した熱量計測、計測技
術実証

・気候条件が異なる地
点での計測

・一次側熱量と二次側
熱量の関係を把握

簡易計測技術
簡易計測技術を開発し、低
コストかつ誤差２０％未満
を達成する

熱量計測の簡易かつ
低コスト化

熱量推定方法
熱量推定方法を開発し、低
コストかつ誤差２０％未満
を達成する

熱量計測を伴わない、
より簡易かつ低コスト
化方法の開発

計測指針の作成と熱
量計の基本設計

計測指針の作成と熱量計
の基本設計の提示

地中熱利用熱量計測
技術の普及

＊グリーン熱は二次側熱量が原則である。しかし、地中熱設備で導入数が多い、二次側直膨式地中熱ヒートポンプシステ
ム（熱媒を使用しない方式）では、二次側熱量計測が難しい。一方、一次側は熱媒が循環する間接式なので、通常の熱量
計測が適用できる。従って、本事業では一次側での熱量計測を基本とし、間接式の場合は二次側でも熱量計測を行う。  

 

 
 

図Ⅱ(４)－２ 計測の概要 
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表Ⅱ(４)－２ 地中熱ヒートポンプ設備、規模 

 

番号 場所 対象施設
ヒートポンプ

能力
ヒートポンプシステム方式

一次側/二次側
実施担当会社

① 札幌 工 場 ３０kW 間接式/間接式 サンポット株式会社

② 札幌 大学体育館 １００kW 間接式/間接式 学校法人北海道尚志学園

③ 帯広 融雪設備 １０kW 間接式/間接式 サンポット株式会社

④ 花巻 工 場 ５０kW 間接式/間接式 サンポット株式会社

⑤ 仙台 事務所 １００kW 間接式/直膨式 応用地質株式会社

⑥ 長野 事務所 １１２kW 間接式/直膨式 株式会社角藤

⑦ さいたま 店 舗 ２２kW 間接式/直膨式
ＪＦＥエンジニアリング株式会社
株式会社セブン-イレブン・ジャパン

⑧ 甲府 大学研究室 ３０kW 間接式/直膨式 株式会社萩原ボーリング

⑨ 福津 店 舗 ２２kW 間接式/直膨式
ＪＦＥエンジニアリング株式会社
株式会社セブン-イレブン・ジャパン

 

 

（4.3） 実証事業スケジュール 

本実証事業の研究期間は、平成23年9月15日より平成26年 3月20日までで、主な事業スケジュー

ルの概要を図Ⅱ(４)－３に示す。平成23年度後期から平成24年度にかけて計測装置の設置を行い、

データ収集は平成25年12月まで実施した。技術委員会は延べ７回実施した。 
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研究開発項目 ２０１１ ２０１２ ２０１３

地中熱ヒートポンプシステ
ム一次側および二次側の
熱量計測

簡易計測技術

熱量推定方法

計測指針の作成と熱量計
の基本設計

技術検討委員会
 

 

図Ⅱ(４)－３ 研究開発のスケジュール 
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（５）地中熱利用計測技術 地中熱管外熱量計測 

（5.1） 背景と目的 

  

 再生可能エネルギーとしての熱利用を拡大するためには、グリーン熱証書の利用など環境価値の経

済価値化に向けた取り組みが必要であるが、そのためには熱量計測が必須であり、低コストでかつ信

頼性のある熱量計測技術を確立する必要がある。  

 よって、本実証事業では、地中熱利用を対象に、使用される熱量を低コストでかつ小さい誤差で計

測する手法を確立する（表Ⅱ(５)－１）。 

具体的には以下の二つの手法による熱量を計測・推定する技術を確立し、実証を行う。 

 1) 管外設置型計測センサーによる熱量推定技術 

 2) ヒートポンプ機内計測値による熱量推定技術 

 

（5.2） 研究開発の概要 

 ① 従来の計測技術(積算熱量計および管内計測技術) 

 従来、地中熱熱交換器の採熱量は積算熱量計により計測されてきた。 

 積算熱量計の概念図を図Ⅱ(５)－１に示す。積算熱量計は地中熱交換器の出入口温度を測定する配

管挿入型温度センサー2本と管路に取り付けた流量計(電磁流量計もしくは羽根車式流量計)、計測し

た温度と循環流量から熱量を演算する演算部で構成される。熱量は出入口温度差と循環流量より以下

の式(2-1)により求められる。 

pufww TGcQ ∆⋅⋅⋅= ρ          (2-1) 

 

 また、積算熱量計を用いずに出入口温度と循環流量の測定を行い、演算は表計算などを用いて行う

場合もあるが、この場合についても得られる結果は同じとなる。 
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写真 積算熱量計(愛知時計電機製) 

 

図Ⅱ(５)－１ 積算熱量計概念図 

 

 

② 管外設置型計測センサーによる熱量推定技術 

 従来の計測技術では、熱量計測を行っていない既設設備で新たに熱量計測を行おうとすると、管路

を切り込む配管工事が伴うため、設備休止や工事コストの問題が生じる。そこで、既存設備において

も導入し易く、信頼性のある熱量計測・推定技術の確立を目的として、配管工事を伴わずに「熱媒温

度」と「熱媒流量」を計測または推定できる方法を確立する。 

管外計測技術の概念図を図Ⅱ(５)－２に示す。本計測技術は、管壁温度センサー、管壁から数 cm

離れた位置の空気温度を測る周囲温度センサー、超音波流量計などで構成される管外設置型計測セン

サーと、周囲温度や流量などをもとに管壁温度に補正を行い、管内熱媒温度を推定し、さらには推定
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した温度と循環流量から熱量を演算する演算部で構成される。 

 管壁温度センサーで管内熱媒温度を計測することはできないが、周囲温度や流量などをもとに管壁

温度に補正を行い、管内熱媒温度を推定することが可能であると考えられる。 

 流量計測については、「管外設置超音波流量計」による計測を基本とする。管外設置超音波流量計

は計量法の特定計量器でも採用されている羽根車式流量計より流量計測精度が高いため、表面温度セ

ンサーの精度がある程度確保できれば、積算した熱量を目標とする 20%未満の誤差に納めることは十

分に可能と考える。 

 上記のように管内熱媒温度を推定し、管外設置超音波流量計により循環流量の測定ができれば、熱

量は、出入口温度差と循環流量より算出できる。 

結果として、管外設置型温度センサーを用いることで、既存設備において配管工事を行わずに地中

熱ヒートポンプ一次側の出入口温度や循環流量を計測し、熱量を推定できるようになる。 

 

 

 

 

 

写真 管壁温度センサー(左)、超音波流量計感知部(中)、超音波流量計流量指示部(右) 

 

図Ⅱ(５)－２ 管外計測技術概念図 
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③ ヒートポンプ機内計測値による熱量推定技術 

 ヒートポンプ機内計測値による熱量計測技術は冷媒エンタルピー法(以下RE法とする)に基づく計測

技術である。RE法に基づく計測手法は冷媒のエンタルピー差および冷媒循環流量より出力を算定する

技術である。その特徴としては、ヒートポンプ機内での計測結果を使用するため計測対象の空調方式

を限定せず、施工も比較的容易に行えることが挙げられる。また近年、コンプレッサーカーブ法(以

下CC法とする)1)、2)や簡略CC法3)を用いた計測技術として多数の報告があるが、特にこれらの技術

では圧縮機の電源周波数、低圧（圧縮機入口）圧力、高圧（圧縮機出口）圧力、消費電力等から得ら

れる回帰式により冷媒循環流量を換算して求めるため、換算式の信頼性が高ければ冷媒循環流量の測

定自体を必要とせず、他の計測技術に比べてコスト面において有利になる可能性を有している。また、

測定を行う低圧圧力、高圧圧力はヒートポンプのCOP向上および低下に最も影響をもたらす要因の一

つと考えられることから、これらの測定値とCOPを比較することでヒートポンプの性能検証が可能で

あるという特徴もある。 

 

 

 

表Ⅱ(５)－１ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目
（個別テーマ）

研究開発目標 設置コスト 根拠

①管外設置型計測セ
ンサーによる熱量計
測技術の開発

低コストな熱量計測技術を確立
し、地中熱導入済み建物への計
測技術の導入を実施し、積算熱
量計による計測結果との比較で
計測誤差20％未満を達成する。

配管切込み
を伴わないた
め、配管工事
コストが不要。
既存導入施
設への設置
に有利。

簡単な円筒1次
元定常熱伝導の
補正で精度確保
が可能である。

②ヒートポンプ機内計
測値をもとにした熱量
計測技術の開発

低コストな熱量計測技術を確立
し、地中熱導入済み建物への計
測技術の導入を実施し、積算熱
量計による計測結果との比較で
計測誤差20％未満を達成する。

比較的高価
な流量計の
設置を必要と
しない。

水冷エアコン地
中熱適用開発で
機内計測を実施
し、ある程度精
度の見込みがあ
る。
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（5.3） 実証事業スケジュール 

本実証事業の研究期間は、平成23年9月15日より平成26年 3月20日までで、主な事業スケジュー

ルの概要を図Ⅱ(５)－３に示す。平成23年度後期から平成24年度にかけて計測装置の設置を行い、

データ収集は平成25年12月まで実施した。技術検討委員会は延べ６回実施した。 

 
 
 

2011 2012 2013

①管外設置
型計測セン
サーによる熱
量計測技術

②ヒートポン
プ機内計測
値をもとにし
た熱量計測

技術

技術検討委員会

▲

●

● 目
標
達
成

▲ ●
計測技術確立のためのフィールド試験

試験実施 再試験・技術の確立

▲
装置の試作 装置の改良

計測演算装置の製作

地中熱導入済み物件における精度検証

計測技術の導入 精度の検証

▲

●

●

▲ ●
計測技術確立のためのフィールド試験

冷房時の試験 暖房時の試験

▲
装置の試作 装置の改良

計測演算装置の製作

地中熱導入済み物件における精度検証

計測技術の導入 精度の検証

● ● ● ● ●●
 

 

図Ⅱ(５)－３ 研究開発のスケジュール 
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（６）雪氷熱利用計測技術 冷風循環設備対応熱量計測 

（6.１） 背景と目的 

 

 再生可能エネルギーは、コストや供給安定性の面で課題はあるものの、環境負荷が小さく、多くが

国内調達可能なエネルギーであること、また、エネルギー源の多様化や新たな市場・雇用機会の創出

といった効果も期待できることから、積極的な利用拡大が望まれている（図Ⅱ(６)－１）。本実証事

業では、グリーン熱証書制度等の認証基準を満足し、かつ低コストな雪氷熱の利用冷熱量の計測手法

を確立することを目指し、さらに、ランニング段階での支援の拡大や、グリーン熱の利用拡大・普及

に資することを目的とした。 

 

 

 

 

図Ⅱ(６)－１ 国内外の研究開発の動向 

 

（6.2） 研究開発の概要 

 事業では、自然氷を冷熱源として利用する「直接熱交換型冷風循環方式」の雪氷冷熱利用施設であ

るアイスシェルターを対象とした。利用冷熱量を高精度で計測する手法（以下、基準計測とする）を

確立し、あわせて3 種の簡易計測手法を検討し、基準計測手法との比較を行うことで、低コストかつ

計測誤差20％未満で利用冷熱量を計測する手法を確立することを目標とした。各計測手法は以下の通

りである（図Ⅱ(６)－２及び表Ⅱ(６)－１）。また、施設概要を図Ⅱ(６)－３に示す。 
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１) 高精度計測（基準計測） 

 精度が高く、高コストな計測器（加温プローブ式温・湿度計、超音波流量計）で計測し、冷熱量を

算出する。  

 

２) 簡易計測 

簡易計測１：低コストな計測器（サーミスタ温・湿度計、多孔ピトー管風量計）で計測し、基準計測

と同様の方法で冷熱量を算出する。 

 

簡易計測２：低コストな計測器（サーミスタ温度計、多孔ピトー管風量計）で計測し、温度差より冷

熱量を算出する。 

 

簡易計測３：周辺環境を含む内外部のデータ計測（温度、日射量など）により、貯氷室の熱収支から

冷熱量を推算する。 

 

表Ⅱ(６)－１ 研究開発目標と根拠 

 

研究開発項目（個
別テーマ）

精度目標 コスト目標 根拠

簡易計測1
(エンタルピ－差）

低コストな計測器（サーミスタ温・
湿度計、多孔ピトー管風量計）で
計測し、エンタルピ差より冷熱量
を算出。
高精度計測から20%未満の誤差と

なる計測方法を確立する。

高精度計測より低コスト
低コストな測器を利用し、高精度計測

※

と同じ方法で使用冷熱量を算出するこ
とで、低コストで精度の高い計測が可能。

簡易計測2
（温度差）

低コストな計測器（サーミスタ温度
計、多孔ピトー管風量計）で計測
し、温度差より冷熱量を算出。
高精度計測から20%未満の誤差と
なる計測方法を確立する。

高精度計測より低コスト
湿度計測を減らし、熱量算出方法を簡
易化することで、簡易計測1より低コスト
な計測が可能。

簡易計測3
（熱収支）

貯氷室の熱収支から冷熱量を算
出。
高精度計測から20%未満の誤差と
なる計測方法を確立する。

高精度計測より低コスト
熱電対、日射計、データロガーのみで
計測するため、簡易で低コストな計測が
可能。
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図Ⅱ(６)－２ 計測機器 

 

 
 

図Ⅱ(６)－３ 施設概要（上面図） 
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（6.3） 実証事業スケジュール 

本実証事業の研究期間は、平成23年9月15日より平成26年 3月20日までで、主な事業スケジュー

ルの概要を図Ⅱ(６)－３に示す。平成23年度内で計測装置の設置を行い、データ収集は平成25年度

末まで実施した。技術検討委員会は延べ６回実施した（図Ⅱ(６)－３）。 

 
 

事業計画
23年度 24年度 25年度

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

【計測システム構築】

アイスシェルター製作・設置

計測用測器設置

【データ収集・冷熱量の算出】

簡易計測 １ （エンタルピー差）

簡易計測 ２ （温度差）

簡易計測 ３ （建物の熱収支）

技術検討委員会 ● ● ● ● ● ●
 

 
図Ⅱ(６)－３ 研究開発のスケジュール 
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II.2.2 研究開発の実施体制 

 

本研究開発は、ＮＥＤＯが単独ないし複数の企業、大学等の研究機関（原則、本邦の企業等で日本

国内に研究開発拠点を有していること。なお、国外の企業等（大学、研究機関を含む）の特別な研究

開発能力、研究施設等の活用あるいは国際標準獲得の観点から国外企業等との連携が必要な部分を、

国外企業等との連携により実施することができる。）から公募によって研究開発実施者を選定し、共

同研究により実施する。 

 

各研究開発項目における実施テーマ名と実施機関および具体的な研究項目について次ページ以降に

実施体制図として纏める。 
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事業実施体制図 

①太陽熱利用計測技術  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＤＯ 

 

東京ガス株式会社 

研究実施場所： 各地の実住戸等 

研究項目：実負荷および模擬負荷による高精度計測と簡易計

測（機器内蔵センサによる）の測定誤差計測、シミュレーション

によるみなし計測との測定誤差計測 

 

独立行政法人建築研究所 

研究実施場所：建築研究所 

研究項目：模擬負荷による高精度計測と簡易計測の測定誤差

計測 

 

矢崎エナジーシステム株式会社 

研究実施場所：各地の実住戸等 

研究項目：実負荷および模擬負荷による高精度計測と簡易計

量（外付け計量器による）の測定誤差計量 

共同研究 

（ＮＥＤＯ負担率２／３） 

東京ガス株式会社 

研究実施場所：本社ソリューション技術部 

          空調技術グループ（東京都港区） 

研究項目：太陽熱利用冷房システムにおける簡易的熱量計に

よる利用熱量等計測技術の開発（実証試験サイト準備（供試

熱量計等の配管組込み、データロガー設置等）、ソーラークー

リングシステム運転管理および総合評価） 

 

アズビル株式会社 

研究実施場所：藤沢テクノセンタ（神奈川県藤沢市） 

研究項目：太陽熱利用冷房システムにおける簡易的熱量計に

よる利用熱量等計測技術の開発（超音波式体積流量計測部

の信頼性調査（データ計測、分析）、および総合評価） 

 

ＯＭソーラー株式会社 

研究実施場所：ＯＭソーラー株式会社（静岡県浜松市） 

研究項目：簡易計測による太陽熱取得量計測手法の開発。シ

ミュレーションによる太陽熱取得量推定手法の開発   

  

独立行政法人建築研究所 

研究実施場所：建築研究所（茨城県つくば市） 

研究項目：簡易計測による太陽熱取得量計測手法の開発。シ

ミュレーションによる太陽熱取得量推定手法の開発 

 

 

日本環境技研株式会社 

研究実施場所：日本環境技研 

研究項目：シミュレーション手法（見なし計測）の

実証 

再委託 

共同研究 

（ＮＥＤＯ負担率２／３） 

共同研究 

（ＮＥＤＯ負担率２／３） 
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②地中熱利用計測技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社  

研究実施場所：  地中熱空調部（神奈川県横浜市）  

研究項目：地中熱利用システムにおける熱量計測技術

の実証  

 

株式会社セブン-イレブン・ジャパン  

研究実施場所：  全国で３箇所  

研究項目：実証サイトの提供および実機の運転管理  

 

応用地質株式会社  

研究実施場所：  エネルギー事業部（埼玉県さいたま市）  

          東北支社（宮城県仙台市）  

          計測システム事業部（茨城県つくば市）  

研究項目：地中熱ヒートポンプ導入準備、熱量計測・デ

ータ整理、計測手法・推定方法に関する検討。計測機

器の検討  

 

株式会社角藤  

研究実施場所：  本社設計室（長野県長野市）  

           中南信支店（長野県松本市）  

           研究開発部（長野県長野市）  

研究項目：地中熱設備導入、正確な計測・モニタリング 

 

サンポット株式会社  

研究実施場所：  本社工場（岩手県花巻市）  

          帯広営業所（北海道帯広市）  

研究項目：実証実験設備の整備、計測技術の開発  

 

株式会社萩原ボーリング  

研究実施場所：  山梨大学工学部機械システム工学科

実験室（山梨県甲府市）  

研究項目：地中熱熱量計測技術  

 

学校法人北海道尚志学園  

研究実施場所：  北海道工業大学（北海道札幌市）  

研究項目：簡易熱計測技術の開発  

 

NPO法人地中熱利用促進協会  

研究実施場所：  事務局（東京都杉並区）  

研究項目：委員会設置・運営と総合技術評価  

独立行政法人産業技術総合研究所  

研究実施場所：  産業技術総合研究所（茨

城県つくば市）  

研究項目：安価計測技術の提案、開発  

ジオシステム株式会社  

研究実施場所：  ジオシステム株式会社（東

京都練馬区）  

研究項目：新たな熱計測システムの開発・

安定性の確立  

国立大学法人山梨大学  

研究実施場所：山梨大学（山梨県甲府市）  

研究項目：地中熱熱量計測技術比較、検

討評価  

株式会社日伸テクノ  

研究実施場所：日伸テクノ（北海道札幌市）  

研究項目：簡易計測技術測定精度の検証  

ジオシステム株式会社  

研究実施場所：  ジオシステム株式会社（東

京都練馬区）  

 

再委託  

再委託  

再委託  

共同実施  

再委託  

共同研究  

（ＮＥＤＯ負担率２／３）  

ＮＥＤＯ 
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公立大学法人北九州市立大学  

研究実施場所：国際環境工学部（福岡県

北九州市）  

研究項目：ヒートポンプ機内計測試験計

画の西部検討、実証計測の実施支援、デ

ータ分析、理論化  

日本電技株式会社  

研究実施場所：   

研究項目：管外装置の製作検討。実証計

測の実施支援（装置試作、適正な計測器

の選定等）、データ分析（計測精度）、シス

テム改良  

共同実施  

再委託  

共同研究  

（ＮＥＤＯ負担率２／３）  

新日鉄住金エンジニアリング株式会社  

研究実施場所：  新日鉄住金エンジニアリング北九州技

術センターＥ館（福岡県北九州市）  

新日鉄住金エンジニアリング北九州地区寮（福岡県北

九州市）  

研究項目：管外計測装置による計測技術。ヒートポンプ

機内計測値による熱量計測技術  

 
③雪氷熱利用計測技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社土谷特殊農機具製作所  

研究実施場所：  土谷特殊農機具製作所本社（北海道

帯広市）  

研究項目：アイスシェルタの製作、温度、湿度データの計

測。  

国立大学法人帯広畜産大学  

研究実施場所：帯広畜産大学（北海道帯

広市）  

研究項目：各観測データの回収、解析

（温度、湿度、風量データの検証と建物の

熱収支の算出。各観測で得られた全熱量

の比較、検証。観測技術の低コスト化の

検討  

 

共同実施  

ＮＥＤＯ 

 

共同研究  

（ＮＥＤＯ負担率２／３）  
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 II.2.3 研究開発の運営管理 

 

研究開発全体の管理・執行に責任を有するＮＥＤＯは、経済産業省及び研究開発実施者と密接な関

係を維持しつつ、プログラムの目的及び目標、並びに本研究開発の目的及び目標に照らして適切な運

営管理を実施する。具体的には、必要に応じて設置される技術検討委員会等における外部有識者の意

見を運営管理に反映させる。 

開発項目の着実な実施と確実な達成に向け、適時、技術委員会（含、現地委員会）を開催し、ＮＥ

ＤＯおよび実施者で実施内容や目標設定を修正、検討する会議を設けた（表Ⅱ２.３－１～６）。 

 
 

表Ⅱ２.３－１ 太陽熱利用計測技術 太陽熱給湯設備対応熱量計測 技術委員会 
 
 

                                    東京ガス株式会社  

                                    独立行政法人建築研究所  

                                    矢崎エナジーシステム株式会社  

  

担当 氏名 

（敬称略） 
所属 

委員長 坊垣 和明 東京都市大学 都市生活学部 教授 

委員 宇田川 光弘 工学院大学 建築学部建築学科 教授 

委員 西原 弘樹 
一般社団法人ソーラーシステム振興協会 

技術委員 

委員 根田 徳大 
一般社団法人日本ガス協会 業務部 

業務推進マネジャー 

委員 穴田 和喜 
株式会社長府製作所 東京支店 

営業開発部 部長 

委員 桑沢 保夫 
独立行政法人建築研究所 環境研究グループ 

上席研究員 

委員 江口 俊一 
東京ガス株式会社 リビング企画部 技術部

長 

委員 名川 良春 
矢崎資源株式会社 ガス機器開発センター 

開発企画部 部長 

委員 須田 礼二 
日本環境技研株式会社 環境計画部  

専任部長 

                            所属は、委員会組織時点のもの 
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表Ⅱ２.３－２ 太陽熱利用計測技術 太陽熱空調設備対応熱量計測 技術評価委員会 

 
                                          東京ガス株式会社  

                                          アズビル株式会社  

  

担当 氏名 

（敬称略） 
所属 

委員長 飛原 英治 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授 

委員 頓宮 伸二 
矢崎資源株式会社 

環境システム開発センター センター長 

委員 池田 文雄 株式会社巴商会 常務取締役 技術部長 

                             所属は、委員会組織時点のもの 

                          

 

 
 

表Ⅱ２.３－３ 太陽熱利用計測技術 空気集熱式太陽熱熱量計測 技術委員会 
 

                                       ＯＭソーラー株式会社  

                                       独立行政法人建築研究所  

  

担当 氏名 

（敬称略） 
所属 

委員長 宇田川 光弘 工学院大学 教授 

副委員長 鶴崎 敬大 株式会社住環境計画研究所 研究所長 

委員 浅井 俊二 
一般社団法人ソーラーシステム振興協会 顧

問 

委員 小林 光 慶應義塾大学 教授 

                            所属は、委員会組織時点のもの 
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表Ⅱ２.３－４ 地中熱利用計測技術 地中熱システム対応熱量計測 技術検討委員会 
 

                                    NPO法人地中熱利用促進協会 

                                    ＪＦＥエンジニアリング株式会社  

                                    株式会社セブン-イレブン･ジャパン 

                                    応用地質株式会社  

                                    株式会社角藤 

                                    サンポット株式会社  

                                    株式会社萩原ボーリング 

                                    学校法人北海道尚志学園 

  

担当 氏名 

（敬称略） 
所属 

委員長 長野 克則  
北海道大学工学研究院空間性能システム部門 

教授 

委員 二木 幹夫 
一般社団法人ベターリビングつくば建築試験

研究センター所長 

委員 永田 敬博 
一般財団法人日本エネルギー経済研究所 

グリーンエネルギー認証センター研究主幹 

委員 橋本 清 日本熱源システム株式会社 顧問 

                       所属は、委員会組織時点のもの 

 

 

 

 

表Ⅱ２.３－５ 地中熱利用計測技術 地中熱管外熱量計測 技術検討委員会 

 
                              新日鉄住金エンジニアリング株式会社 

  

担当 氏名 

（敬称略） 
所属 

委員長 龍 有二 北九州市立大学 教授 

副委員長 長野 克則 
北海道大学工学研究院空間性能システム部門 

教授 

委員 成田 樹昭 西日本工業大学 教授 

                            所属は、委員会組織時点のもの 
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表Ⅱ２.３－６ 雪氷熱利用計測技術 冷風循環設備対応熱量計測 技術検討委員会 
 

                                 株式会社土谷特殊農機具製作所 

  

担当 氏名 

（敬称略） 
所属 

委員長 浦野 慎一 北海道大学 名誉教授 

委員 市村 一志 アイスシェルター技術普及協会 事務局長 

委員 

(2013年 3月 31 日ま

で) 

冨田 和彦 
独立行政法人北海道立総合研究機構 

本部 企画調整部 部長 

委員 

(2013 年 4 月 1 日よ

り) 

北口 敏弘 

独立行政法人北海道立総合研究機構 

産業技術研究本部 工業試験場 環境エネル

ギー部エネルギー・環境グループ 主査 

委員 田村 知久 
公益財団法人十勝圏振興財団 事業部 

産業支援課 副主任 

                             所属は、委員会組織時点のもの 

 
 

 

（知的財産権等の取り扱い） 

 開発成果に対する取り扱いとして、委託事業の成果に関わる知的財産権等については原則として、

すべて実施機関に帰属させることとする（「独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構新エ

ネルギー・産業技術業務方法書」第２５条の規定等）。  

 実施機関においては、我が国の省エネルギー技術を基盤とする産業競争力の強化に資するべく、開

発した技術や成果の特徴を踏まえた知的財産マネジメントを実施する。  

 知的財産マネジメントとして、例えば、技術成果の公開や権利化を通して、再生可能エネルギー熱

利用を普及させるためのマネジメントや、開発技術や研究成果をオープンソースとして公開し技術の

普及や浸透を目指すマネジメントなど、各実施機関のマネジメント戦略に基づく取り扱いを行う。 

 
 

II.2.4 研究開発成果の実用化に向けたマネジメントの妥当性 

 

日本エネルギー経済研究所グリーンエネルギー認証センターの現状立ち位置を背景として、経済産

業省資源エネルギー庁新エネルギー対策課との意見交換により、グリーン熱証書制度等、環境価値の

経済価値化の促進のために必要な課題をまとめた。 

また、成果報告会実施時にユーザー企業の意見を聴取して、事業内容に反映、外部有識者による推

進委員会の運営に基づき、実証項目を適切に変更した。 

加えて、目的、計画、進捗の共有と、課題及び解決手法の共有を行う事を目的として、当該事業実
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施者が一同に介する全体会議を実施し、実用化に向けたマネジメントを行った（表Ⅱ２.４－１）。 

全体会議において、研究開発全体の管理・執行に責任を有する NEDO は、経済産業省および各研

究開発実施者と密接な関係を維持しつつ、本事業の目的および目標に照らして適切な運営管理を実施

した。具体的には、必要に応じて外部有識者による技術検討委員会を設置し、開発内容について審議

し、その意見を運営管理に反映させる他、進捗について報告を受けること等を行った。  

本事業は、多岐にわたる技術領域と多くの研究テーマを要していることから、事業者全体の方向性

の確認・意識合わせが重要となる。本事業では、各事業者からはそれまでの成果および今後の計画等

について報告がなされ研究開発の進捗状況の確認を行っている。この会議には、本事業の全ての事業

者が一堂に会するとともに、政策上の意向も反映するために経済産業省にもオブザーバーとして参加

して頂いた。  

 
 

表Ⅱ２.４－１ 全体会議 

開催日 場所 内容 

2012.5.11 NEDO 研究テーマ毎に事業の目的、計画、

平成２３年度の進捗及び平成２４年

度の計画の報告 

2013.6.12 NEDO 研究テーマ毎に事業の目的、計画、

平成２４年度の進捗及び平成２５年

度の計画の報告 
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II.3 情勢変化への対応 

 

震災後に変更されたエネルギー政策を踏まえ、我が国における再生可能エネルギー熱業界全体の俯

瞰と、最新の普及の状況・導入可能量の調査を元に、これまでに挙げられている普及課題に対し、深

堀の調査を行い、今後普及拡大に向けて注力すべき再生可能エネルギー熱を明示、導入拡大に向けた

具体的な方策、目標を示すことを目的とした調査委託研究を実施した。  

 

調査項目、調査概要、実施機関は以下の通りである。 

 

「再生可能エネルギー熱の導入促進拡大に向けた課題に関する検討」平成 25 年度実施 

調査項目  

①再生可能エネルギー熱のポテンシャル  

②普及拡大に鍵となる要素の整理  

③普及バリアとコスト構造  

④要素技術の調査  

⑤再生可能エネルギー熱の導入拡大シナリオ 

（実施機関）株式会社矢野経済研究所  

 
 

II.4 評価に関する事項 

 技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的意義並びに将来の産業へ

の波及効果等について、外部有識者による研究開発の事後評価を平成２６年度に実施する。 
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Ⅲ．研究開発成果について 

Ⅲ.1 事業全体の成果 

 

各種再生可能熱エネルギーの内で、太陽熱・雪氷熱・地中熱の給湯・空調・冷蔵を目的としたシス

テムを対象として、コストと計測精度のバランスを備えた再生可能エネルギー利用熱量の計測方法に

ついて、特定計量器によらない外付け計量器を用いた簡易実計測、既存の熱利用システムに内蔵され

た制御用センサー等を利用した簡易計測ならびに推定方法またはそれらを組み合わせた計測技術につ

いて、グリーン証書等のエビデンスとして使える、利用熱量の把握手法の確立を目的とし、以下の成

果を得た（表Ⅲ－１）。 

 

１）最終目標（平成 25年度） 

 太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において使用される熱量を低コスト

かつ２０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

 

（２）全体の成果 

 使用される熱量を低コストかつ２０％未満の誤差で計測する簡易(機器内部センサー等）計

測技術を確立した。 

 

 

表Ⅲ－１ 個別研究開発項目の目標と成果 

 

目標 成果 達成度 課題と解決方針

1)
太陽熱利用計測技術実証
（給湯利用）

低コスト、誤差±20%未満
①外付簡易熱量計
②システム内蔵センサー
③推定（みなし計量）

①誤差±10%以内、特定計量器より安価
②誤差±10%以内、追加コストなし(内蔵）
③誤差±20%未満、計量器検針費不要

○

2)
太陽熱利用計測技術実証
（空調利用：液体）

①太陽熱COPの検証
②外付簡易熱量計を用い、
低コスト、誤差±20%未満

①太陽熱→冷房冷熱変換効率＝0.8の導出
②特定計量器精度を確保、より安価 ○

3)
太陽熱利用計測技術実証
（空調利用：空気）

低コスト、誤差±20%未満
①外付簡易計量器組合せ
②推定（みなし計量）

①誤差±3%程度、特定計量器より安価
②誤差±20%未満、計量器検針費不要

○

4)
地中熱利用計測技術実証
（熱媒管内計測）

低コスト、誤差±20%未満
①外付簡易熱量計
②関連機器電力から推定
熱量計測指針の策定

①誤差±20%未満、高精度計測器より安価
②関係式導出(熱量、ポンプ圧縮比）、誤差±20%
未満
熱量計測指針を策定し、製本化

○

5)
地中熱利用計測技術実証
（熱媒管外計測）

管外設置超音波流量計と
表面計測温度計を用い、
低コスト、誤差±20%未満

・誤差±20%未満
・既設システムに後付けの計測システムとして、
コストに影響する、配管切回し計測器組込み
工事を省略して大幅なコストダウンを実現

○

6)
雪氷熱利用計測技術実証
（冷風循環方式）

低コスト、誤差±20%未満
①ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ差法
②温度差法(計測簡略化）
③倉庫の熱収支から推定

①誤差±10%以内、特定計量器より安価
②誤差±20%以上、特定計量器より安価
③一部誤差±20%以上、計量器削減可能

○
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表Ⅲ(１)－２ 事業全体の特許、論文、外部発表等 
 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 １件 １件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 １件 １件 １６件 ４件 １３件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ５件 ０件 ３４件 ４件 ２９件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 

 本事業の開発技術や研究成果を論文等の発表により、オープンソースとして公開し技術の普及や

浸透を目指し、熱利用の普及促進に貢献するマネジメントを行ったため、特許の取得は無し。
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Ⅲ.2 個別テーマの成果の概要 

（1）太陽熱利用計測技術 太陽熱給湯設備対応熱量計測 

 

再生可能エネルギー利用策としてポテンシャルの高い家庭用太陽熱温水システムの普及拡大

に資する熱エネルギーの環境価値化に向けて、安価で精度の高い新たな計測手法の確立を行い、

以下の成果を得た。ここで検証を行う計測手法は、以下の３つである。 

 

①� 外付簡易計測：特定計量器ではないが安価で計測精度の高い外付の計量器による計測 

②� 内蔵簡易計測：機器に予め組み込まれた運転制御用のセンサーの計測値に基づく計測 

③� 見なし計測：気象条件やシステムの特性値に基づくシミュレーションの計算値による計測 

 

本事業では特定計量器をリファレンスとして、簡易計測（①、②）で誤差±10％以内、見な

し計測（③）では±20％未満を目標とし、戸建住宅および集合住宅において実負荷もしくは模

擬負荷により、全国 101件のフィールドで実証を行った。 

 

１）簡易計測 

簡易計測については、それぞれの計測器で計測した年間太陽熱利用量について誤差を算出し

て評価を行ったが、内蔵簡易熱量計は平均誤差で-1.0％、外付簡易熱量計は平均誤差で+2.6％

と計測精度は高く、共に目標を満足する結果となった。計測コストについては、外付けでは量

産効果によるコストダウンを見込む程度であったが、内蔵については、別目的で既に組込み済

みであり計器コストはゼロ、検針他事務コストのみで、これらも HEMS 化などで更なるコストダ

ウンが想定される。なお、内蔵簡易熱量計については、現状メーカーにより表示単位や演算方

法が異なるため標準化が必要である。 

 

２）見なし計測 

見なし計測は、シミュレーションプログラム EESLISM を用い、機器が設置された地域の HASP

気象データ、機器の特性値、想定給湯負荷等をパラメータとして、年間太陽熱利用量の算出を

行った。各フィールドでの誤差はややばらつきが見られるものの、平均誤差は-12.2％であり、

目標の±20％未満を満足する。なお、EESLISM について建築研究所等において省エネ法評価で用

いられる給湯模擬負荷による実測値と比較した結果、誤差は+1.6％であり再現性が高いことを

確認している。計測コストについては、プログラムが無償である事からゼロと見込まれた。 

一方、事業開始にあたり日本ガス機器検査協会にて、定常試験と給湯モード試験（家庭での

給湯使用状況を再現した模擬負荷試験 JIS S 2075）で基準計測器に対する特定計量器の誤差の

測定を行った。温度センサーに Pt 測温体を使用して一つを体積計量部に内蔵した特定計量器Ａ
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については、定常試験では+0.07％、給湯モード試験では-5.35％、温度センサーにサーミスタ

を使用した特定計量器Ｂについては、定常試験では-0.65％、給湯モード試験では-1.12％であ

り、特定計量器Ａが温度変化に対する応答性能が遅く、家庭用太陽熱温水システムのように大

きな温度変化を伴った熱量計測においては誤差が大となる結果となった。 

本実証事業により、我が国において唯一無尽蔵の再生可能エネルギー熱である太陽熱温水シ

ステムの環境価値計測手法として、簡易計測と見なし計測の計測精度が高いことが確認された。

一方、特定計量器の適用において、家庭用太陽熱温水システムの熱量計測では、センサーの種

類や形状により誤差が大きく生じる場合があることが明らかとなった。また、近年の機器のト

レンドであるコンパクト化や多機能化を図った機種では、熱量計の後付けは構造上、不可能で

あることも明確となった。  

 

 

 

 

 

表Ⅲ(１)－１ 特許、論文、外部発表等 
 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ０件 １件 ５件 ０件 ３件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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（2）太陽熱利用計測技術 太陽熱空調設備対応熱量計測 

 

事業者の施設で稼働中の業務用太陽熱利用冷暖房システムを対象として、現在標準的に使用

されている計測機器を当該システムに組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上計測するとと

もに、事業者が独自開発する超音波熱量計を同様に組み込んで計測し、両者の計測結果を比較

検討・評価することで業務用太陽熱利用冷暖房システムにおいて低コストかつ２０％未満の誤

差の計測技術を確立し、以下の成果を得た。 

 

１）稼働評価の対象とした太陽熱利用冷暖房システム（以下、「ソーラークーリングシステ

ム」と言う）において、一般的に使用される精度、機能の日射計、流量計、温度計を使い計測

したデータを用いてシステムの稼動評価を行い、評価期間通算で、集熱効率 38％、空調用途へ

の太陽熱利用率 81％（内訳：冷房（一次側）42％、暖房 40％）という結果を得た。給湯利用に

比較して集熱温度レベルが高い空調利用での年間集熱効率は、真空管式集熱器を使用したシス

テムで 40％程度と言われていたが、実際に同等の効率となること、また、システム容量と空調

負荷とのマッチングが妥当であれば空調利用での太陽熱利用率は約８０％に達することが実証

できた。 

２）ソーラークーリングシステムを導入して太陽熱を冷暖房に利用するケースについて、技

術委員会で検討を行い、熱量を定義する位置や計測位置について、現状で最適と考えられる提

案をまとめた。また、この案の中で使用する、太陽熱から冷水への変換効率が約 0.8 とみなせ

ることを検証した。これらによって、今後、ソーラークーリングシステムでの熱証書の発行や

環境価値化の議論を具体的に進めるために必要であった太陽熱利用熱量について数値化を行っ

た。 

３）流体温度レベルが高温かつ長時間使用となるソーラークーリングシステムの熱量計測に

事業者が独自開発した超音波熱量計を取付け、約２年間の実負荷環境で収集したデータの分析

および定期校正の結果、超音波熱量計をソーラークーリングシステムにおいて計量法で定める

特定計量器に求められるレベルの信頼性※１があることを実証した。 

※１特定計量器に求められる信頼性としては８年間の使用期間中に経年変化等により流量計

測精度が変化しても±６％ＲＤ以内の精度を維持することが上げられる。ＲＤ：Ｒｅａｄｉｎ

ｇ（リーディング）の略で、読み値に対する相対誤差で計測器の精度を表したもの 

 

 

 

 

 



  

57 
 

 

表Ⅲ(２)－１ 特許、論文、外部発表等 
 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 １件 １件 ３件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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（3）太陽熱利用計測技術 空気集熱式太陽熱熱量計測 

 

再生可能熱エネルギーの証書発行においては、その利用熱量計を正確に計量することが必要

だが、住宅および住宅規模の建築物に温度計・風量計等を導入し熱量の計測を行うことは、コ

スト面から折り合わない。他方、証書化や環境価値の取引を行うことができなければ、固定価

格買い取り制度を導入した電力市場のような補助を受けての市場活性化を望むことができない。

そこで、本研究では前述の計測装置に依らず、より安価で正確に熱量を計測するための手法を

確立することを目的とし、実証試験を実施した。 

本研究では、空気式の太陽熱利用暖房・給湯システムを対象とし、システムに内蔵されてい

る温度センサーやファンモーター運転の指示値を用いて利用熱量を計測する簡易計量手法、な

らびにシミュレーションを用いて利用熱量を推測する推定手法二種類の手法について検討し、

以下の結果を得た。 

 

１）簡易計測手法の開発 

製品の制御基板からファンに対して送信している回転数の指示値ならびに、製品付属の太陽

電池または電源基盤からファンモーターに対して印可される電源電圧を計測している。システ

ムにより得られる風量は、ファン回転の指示値に加え、建物のダクト経路や給排気口から生ま

れるダクトの抵抗（ダクト静圧）、直流ファンモーターに印可される電源電圧の結果として得ら

れる。そこで各電圧の風量・静圧曲線、一般的な建物で想定されるダクト経路や給排気口の抵

抗（静圧）の抵抗曲線、PID 値と最大風量との関係式を作成することにより、得られたデータか

ら実風量を算出する手法を確立した。これにより、誤差数パーセントの精度で風量を算出する

ことが可能となった。 

 

２）シミュレーションによる推定手法の開発 

推定手法では、工学院大学宇田川研究室で開発された温熱シミュレーションソフト EESLISM

を用いた検討を行った。本事業で解析の対象とした空気集熱式ソーラーシステムは、居室温度

が低いと太陽熱を暖房に、居室温度が温まると太陽熱を給湯に使用する。そのため、太陽熱の

利用先（暖房、給湯、或いは両方同時）は、実際の暖房使用状況によって変化する。シミュ

レーションではユーザーの暖房使用状況を的確に反映することは困難なため、各物件の集熱温

度と室温の温度差から求めた集熱量（暖房利用熱量）は誤差が大きくなるが、暖房利用熱量と

給湯利用熱量の合算である利用熱量全体では誤差が小さくなる。結果として全物件の平均値で

は誤差は 10%以内に収まめることができた。 

 証書化に向け簡易計測手法では計測・検針が必要だが、弊社製品は機器運転制御に必要な温

度や運転情報を記録し、家庭内 LAN から社内サーバーに送信する機能を標準的に備えている。
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推定手法に用いるシミュレーションはソーラーハウス設計にあたり設計者が標準的に使用する

ものである。そのため、将来的な証書化にあたり、新規の計量機器導入や検針、またはシミュ

レーションの習熟などのプロセスが不要である。これらのことから、証書発行のスキームが承

認されれば、即座に導入をはかることができることが本事業により実証された。 

 
 
 

表Ⅲ(３)－１ 特許、論文、外部発表等 
 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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（4）地中熱利用計測技術 地中熱システム対応熱量計測 

 

再生可能エネルギーである地中熱のグリーン熱としての普及環境を整備するため、本事業で

は地中熱利用設備での簡易な熱量計測技術および熱量推定技術の確立を目的とする。簡易計測

は低コストかつ 20％未満の誤差を目標とする。本研究により以下の成果を得た。 

 

１）研究項目①(p27)より、地中熱ヒートポンプシステムでの 1 年以上にわたる熱量計測デー

タから、熱量の変動パターン、温度差分布などの熱量特性が得られた。特に、一次側熱量の温

度差が 1℃から 5℃と小さいことが、本システムでの熱量計測上の留意点と言える。 

２）研究項目②より、実証設備での一次側熱量と二次側熱量の関係式が得られた。グリーン

熱は二次側熱量が対象であり、二次側が直膨式のように熱量計測が困難な場合でも、一次側熱

量計測値から換算する際の有効な資料と考えている。 

３）研究項目③より、簡易計測方法について以下のことが分かった。 

・低コストの羽根車式流量計と温度計（熱電対、サーミスタ）との組合せでの熱量誤差は

20％未満であり、簡易計測法として有効と言える。 

・比較的低コストの電磁式流量センサーと熱電対の組合せでの熱量誤差は 20％未満となり、

簡易計測法として有効と言える。 

・超音波式流量計と熱電対との組合せでの熱量誤差は 20％以上となったが、これは 2 個の熱

電対の基準接点温度の誤差によるものであった。2 個の熱電対の基準接点温度差を小さくすれば、

簡易計測法としては有効と言える。特に超音波式流量計は配管への外付けが可能であり、既設

の配管への設置が容易となる利点を有する。 

・渦式流量計と熱電対との組合せの熱量誤差は 2％未満となり、高精度なみの精度を有する。

渦式流量計はほぼ高精度なみの価格であるが、不凍液での有効性について確認できた。 

・比較的低コストの積算流量計（超音波流量計使用）を 2 種類使用したが、熱量誤差が 20％

未満となったのは 1 種類のみであり、もう 1 種類は不凍液では誤差が 20％以上となることがわ

かった。 

４）研究項目④より、熱量推定方法について以下のことが分かった。 

・ヒートポンプの性能値と圧縮機消費電力から熱量を推定する方法は、設備によって推定精

度が大きく異なり、実測値は推定値の 0.5～1.2 倍となった。実設備に応じた性能の補正が必要

である。 

・循環ポンプの性能値と消費電力等から流量を推定する方法では、性能値と消費電力を使っ

た推定誤差は 10%ほどあったが、現地での一時的な実測値を考慮した補正を加えることで、5%ほ

どに誤差が縮小した。この程度の誤差であれば、簡易計測として適用できる。 

５）研究項目⑤の計測指針では、高精度計測と簡易計測に分類し、それぞれの熱量の許容誤
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差を規定した。計測器は、流量誤差と温度差誤差の総合誤差が許容値内に収まるように選定す

ることとし、今回の実証で誤差が確認された計測器以外でも、メーカーのカタログ精度などを

基に使用できるようにした。ただし、不凍液の粘性の影響を受けやすい流量計などについては

一定の条件を付けている。また、温度計については今回の計測結果を基に、所定の使用法での

最大温度差誤差を提示したので、これを利用することで容易に温度計を選定することができる。

さらに実際の計測器の使用にあたっての留意点についても整理し、使用上での誤差の拡大を防

ぐようにした。 

 

 

 

 

表Ⅲ(４)－１ 特許、論文、外部発表等 
 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

（展示会） 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 １件 １件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 ５件 ４件 ３件 

H25FY ０件 ０件 ０件 2 件 ０件 １５件 ２件 １７件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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（５）地中熱利用計測技術 地中熱管外熱量計測 

 

 本事業では、地中熱利用を対象に、使用される熱量を低コストでかつ 20%未満の誤差で計測ま

たは推定する技術を確立した。具体的には以下の 2種類の計測技術の研究開発を行った。 

 

１）「管壁温度センサー(表面温度センサー)」と「管外設置超音波流量計」を用いた管外計測

型計測装置による計測技術 

1-1 管外設置型計測センサーによる熱媒温度と循環流量の推定方法の確立を目的とした

フィールド試験 

計測技術を確立するためのフィールド試験を実施し、管外計測技術を導入するにあたっては、

計測演算装置に温度校正式を取り込むことで、測定誤差 20%未満の十分な精度が得られることが

わかった。 

フィールド試験の結果を踏まえ、計測演算装置の開発を行い、地中熱利用システムの導入済

み実物件への管外計測技術の導入を実施した。 

1-2 地中熱導入済み施設における実証計測と積算熱量計との比較による精度検証 

地中熱利用システムの導入済み実物件において、管外計測技術で計測される積算熱量と積算

熱量計による熱量を比較し、各計測技術の精度を検証した。結果として管外計測技術の放熱量

は積算熱量計と比較して、北九州技術センターE 館の導入事例については 20％未満で収まって

いる結果となり、十分な精度が得られていることが確認された。 

 

２）ヒートポンプ機内計測値をもとにした熱量計測技術 

2-1 冷房循環流量推定に必要な相関データを収集するための圧縮機仕様の調査 

 ヒートポンプメーカーへの調査を実施し、圧縮機仕様データを収集した。 

2-2 ヒートポンプ機内計測の相関関数やセンサー取得の最適化のためのフィールド試験 

フィールド試験に用いたヒートポンプに関しては、冷媒温度の測定値から圧力を推定できる

ことが分かった。また、圧縮機仕様書から得られる蒸発温度、凝縮温度、消費電力に対する冷

媒循環量の関係を近似式にすることにより、誤差 20％未満の範囲で採放熱量が推定できること

が確認できた。 
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表Ⅲ(５)－１ 特許、論文、外部発表等 
 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ４件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 ４件 ０件 ２件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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（６）雪氷熱利用計測技術 冷風循環設備対応熱量計測 

 

 本事業では、自然氷を冷熱源として利用する「直接熱交換型冷風循環方式」の雪氷冷熱利用

施設であるアイスシェルターを対象とした。利用冷熱量を高精度で計測する手法（以下、基準

計測とする）を確立し、あわせて 3 種の簡易計測手法を検討し、基準計測手法との比較を行う

ことで、低コストかつ計測誤差 20％未満で利用冷熱量を計測する手法を確立することを目標に

以下の成果を得た。 

 

１）簡易計測①では、計測誤差はほぼすべての期間を通じて 10％以下となり、高い精度での計

測が可能であった。これまで他に報告がなかった、アイスシェルターにおける利用冷熱量の通

年実測を初めて実施し、さらに低コストで計測が可能な簡易計測手法①を見いだした。 

 

２）簡易計測②では、計測誤差が 20％以上となった。計測誤差を低減するためには、利用冷熱

量の算出時に湿度の考慮が必要であることを見いだした。 

 

３）簡易計測③では、事業前半（2012 年 4 月～9 月）では誤差が 20％以上と大きかったが、

後半（2013 年 4 月～9 月）では誤差が目標である 20％未満となることが増え、精度の向上が

見いだされた。その原因として、利用冷熱量の計測に貯蔵室内の農産物の熱収支量が影響を与

えた可能性が考えられた。また、熱収支の計算時に一定として想定した外気とアイスシェル

ター外壁の熱伝達係数などの諸係数が、外部環の影響により変動した可能性も考えられた。 

 

４）アイスシェルターの利用熱量の通年の実測は、これまで他にも報告がなく、元事業でも、

冬季の計測は１シーズンしか行うことができなかった。そこで、継続研究にて、簡易計測手法

③によるデータの収集および詳細な解析を行い、データの信頼性を明確にする。 

 本継続研究により、信頼性の高い安価な簡易計測手法が確立され、雪氷熱が再生可能エネル

ギー熱として普及する環境を整備することが期待でき、雪氷冷熱利用の普及促進につながると

考えられる。 

 

表Ⅲ(６)－１ 特許、論文、外部発表等 

特許、論文、外部発表等の件数（内訳） 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 ３件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ４件 １件 ２件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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 各個別テーマの具体的成果については、【非公開】とする。 
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Ⅳ．実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

Ⅳ.1 実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

 本実証事業における「実用化」とは、今回、実用性を実証した再生可能エネルギー熱利用システ

ムの熱量計測方法が、グリーン熱証書の認証基準において、新たな熱量認証要件となることとする。  

 関係各所と連携して本事業で確立した計測手法を普及させ、グリーン熱証書制度等において、利

用熱量の計測方法として活用され、環境価値・経済価値化の促進、ひいては熱利用システムの導入

普及が促進することを目指し、以下を実施。  

 

 (1)太陽熱（空調利用：空気媒体）             事業者：ＯＭソーラー株式会社  

  ・(一財)日本エネルギー経済研究所グリーンエネルギー認証センターへの申請に向けた取組み 

   2014 年 10 月上旬、NEDO 事業の内容及び計測手法、実証データ紹介、今後に向けた意見交換  

   2014 年 11 月 12日 、新規計量要件化に必要な事項、課題等についての打合せ  

  ・日本自然エネルギー（グリーン熱証書発行事業者）に対する、申請作業に関する相談（2014 

   年 11月）  

  ・2015 年に申請し、グリーンエネルギー認証センターの委員会の審議を通じて、計量要件化  

   の見通し 

 

  (2)地中熱                    事業者：NPO法人地中熱利用促進協会  

  ・現在、地中熱の認証基準の新規策定に向けて、熱量計測指針を含む、地中熱システムの設計  

   マニュアルを上梓（2014 年 12 月出版）  

 

  (3)雪氷熱（冷風循環方式）           事業者：株式会社土谷特殊農機具製作所  

  ・(一財)日本エネルギー経済研究所グリーンエネルギー認証センターへの申請に向けた取組み 

   2014 年 11 月 4日、NEDO 事業の内容及び計測手法、実証データ紹介、今後に向けた     

   意見交換  

   2014 年 11 月 4日、日本自然エネルギーに対し、NEDO事業の内容及び計測手法、実証データ 

   紹介  

   2014 年 11 月 6日、申請書類の記載内容に関する相談  

  ・2015 年に申請し、グリーンエネルギー認証センターの委員会の審議を通じて、計量要件化 

   の見通し 

現在は、グリーン電力と同様に、グリーン熱においても計量法に準拠或いは相応精度の計量器に

よる計量が必要である。経産省のエネルギー関係技術開発ロードマップにおける熱の計量方法の確立

と、環境価値を経済価値として取引可能なグリーン熱証書制度の普及推進に向け、ＮＥＤＯの今回

事業の成果と活用した取組みを経済産業省と共に進めていく。 



 

  

Ｐ１１０１２ 

 

「再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」基本計画 

 

新エネルギー部 

 

１．研究開発の目的・目標・内容 

（１）研究開発の目的 

① 政策的な重要性 

２０１０年６月に閣議決定された「エネルギー基本計画」においては、２０２０年までに一次エネル

ギー供給に占める再生可能エネルギーの割合を１０％まで高めるとの目標が設定されているが、

このなかで利用拡大すべき再生可能エネルギーとして、太陽熱、地中熱等があげられている。 

再生可能エネルギーとしての熱利用を拡大するためには、グリーン熱証書の利用など環境価

値の経済価値化に向けた取り組みが必要となっているが、その前提として、熱量を低コストで高い

信頼性のもとで計測する技術の確立が求められている。 

 

② 我が国の状況 

経済産業省では、現在、太陽熱利用、地中熱利用及び雪氷熱利用を促進するため国内クレジ

ット、グリーン熱証書等を推進しているが、取引の対象となる熱量を低コストで信頼性高く計測す

る技術が確立していないこともあり、これらの実績は少ない状況となっている。 

 

③ 本事業のねらい 

本事業では、太陽熱、地中熱及び雪氷熱を対象に、使用される熱量を低コストでかつ小さい誤

差で計測する手法を確立する。 

 

（２）研究開発の目標 

① アウトプット目標 

 本事業の目標（平成２５年度）を以下に示す。 

【最終目標】 

太陽熱利用設備、地中熱利用設備及び雪氷熱利用設備において使用される熱量を低コストか

つ２０％未満の誤差で計測する技術を確立する。 

 

② アウトカム目標 

開発される手法を用いて熱供給者は供給する熱を定量的に把握することが可能になることから、

熱利用の普及が促進され、再生可能エネルギーのさらなる活用に貢献することが期待される。 
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③世界の取り組み状況 

 オーストラリアでは、太陽熱利用設備の仕様や日射量などに基づいて熱量を推定する方法が用

いられている。 

 

（３）研究開発の内容 

上記の最終目標を達成するために以下の研究開発を実施する。 

 

【共同研究事業（ＮＥＤＯ負担率：２／３）】 

 

研究開発項目① 太陽熱利用計測技術 

太陽熱利用設備（太陽熱とボイラー等を併用して給湯や空調などを行う設備）を対象と

して、当該設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上熱

量を実測するとともに、当該設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置され

ている地域の日射量といったデータを用いて熱量を計測（又は推定）し、実測結果と計測

結果を比較検討・評価することで、最終的に低コストかつ２０％未満の誤差の計測技術を

確立する。 

 

研究開発項目② 地中熱利用計測技術 

地中熱利用設備（地中熱をヒートポンプ等を用いて空調・給湯等に利用する設備）を対

象として、当該設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以

上熱量を実測するとともに、当該設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置

されている地域の地中温度といったデータを用いて熱量を計測（又は推定）し、実測結果

と計測結果を比較検討・評価することで、最終的に低コストかつ２０％未満の誤差の計測

技術を確立する。 

 

研究開発項目③ 雪氷熱利用計測技術 

雪氷熱利用設備（雪や氷を利用して一定の空間を冷却する設備）を対象として、当該利

用設備に外部から熱量計等の計測器を組み込み実際の負荷条件のもとで１年以上熱量を実

測するとともに、当該設備に予め装備されているセンサーや、設備の仕様、設置されている

地域の気温といったデータを用いて熱量を計測（又は推定）し、実測結果と計測結果を比

較検討・評価することで、最終的に低コストかつ２０％未満の誤差の計測技術を確立する。 

 

２．研究開発の実施方式 

（１）研究開発の実施体制 

本研究開発は、ＮＥＤＯが単独ないし複数の企業、大学等の研究機関（原則、本邦の企業等
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で日本国内に研究開発拠点を有していること。なお、国外の企業等（大学、研究機関を含む）の

特別な研究開発能力、研究施設等の活用あるいは国際標準獲得の観点から国外企業等との連

携が必要な部分を、国外企業等との連携により実施することができる。）から公募によって研究開

発実施者を選定し、共同研究により実施する。 

 

（２）研究開発の運営管理 

研究開発全体の管理・執行に責任を有するＮＥＤＯは、経済産業省及び研究開発実施者と密

接な関係を維持しつつ、プログラムの目的及び目標、並びに本研究開発の目的及び目標に照ら

して適切な運営管理を実施する。具体的には、必要に応じて設置される技術検討委員会等にお

ける外部有識者の意見を運営管理に反映させる。 

 

３．研究開発の実施期間 

本事業の期間は、平成２３年度から平成２５年度までの３年間とする。 

 

４．評価に関する事項 

ＮＥＤＯは、技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的意義

並びに将来の産業への波及効果等について、外部有識者による研究開発の事後評価を平成２６

年度に実施する。なお、評価の時期については、当該研究開発に係る技術動向、政策動向や当

該研究開発の進捗状況等に応じて、前倒しする等、適宜見直すものとする。 

 

５．その他の重要事項 

（１）研究開発成果の取扱い 

①成果の普及 

得られた研究開発の成果については、ＮＥＤＯ、実施者とも普及に努めるものとする。 

 

②標準化等との連携 

得られた研究開発の成果については、標準化等との連携を図るためデータベースへのデータ

提供、標準案の提案等を積極的に行う。 

 

③知的財産権の帰属 

共同研究の成果に関わる知的財産権については、「独立行政法人新エネルギー・産業技術総

合開発機構新エネルギー・産業技術業務方法書」第２５条の規定等に基づき、原則として、すべ

て実施者に帰属させることとする。 

 

（２）基本計画の変更 

ＮＥＤＯは、研究開発内容の妥当性を確保するため、社会・経済的状況、国内外の研究開発
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動向、政策動向、プログラム基本計画の変更、評価結果、研究開発費の確保状況、当該研究開

発の進捗状況等を総合的に勘案し、達成目標、実施期間、研究開発体制等、基本計画の見直し

を弾力的に行うものとする。 

 

（３）根拠法 

本事業は、「独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法」第１５条第１項第１号ロ

に基づき実施する。 

 

（４）その他 

産業界が実施する研究開発との間で共同研究を行う等、密接な連携を図ることにより、円滑な

技術移転を促進する。 

 

６．基本計画の改訂履歴 

（１）平成２３年６月２１日 制定 
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事前評価書 

 

作成日 平成２３年１月２４日 

１． 事業名称 

 （コード番号） 

再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業  

２．推進部署名  新エネルギー部 

３．事業概要 

(1) 概要：太陽熱利用、雪氷熱利用、地中熱利用システムにおける、グリーン熱

証書等のランニング補助制度の要求に見合う熱量計測方法に係る実証事業を

行う。 

(2) 事業規模：平成 23年度事業費 8億円（共同研究、ＮＥＤＯ負担率 2/3） 

(3) 事業期間：平成 23年度～25年度（3年間） 

４．評価の検討状況 

（１） 事業の位置付け・必要性 

政府は 2010 年 6 月にエネルギー基本計画の二次改定を行い、2020 年までに再生可能エネルギ

ーの一次供給に占める割合を 10％まで高めるとしており、太陽光、風力、バイオマスなどの再生

可能エネルギーの利用拡大だけでなく、太陽熱利用等の様々な熱エネルギーの多様化したアプロ

ーチが求められている。 

風力発電や太陽光発電などの再生可能エネルギー等の電力利用については、導入支援策の１つ

として固定買取り制度の検討が行われているが、太陽熱、雪氷熱、地中熱（以下、グリーン熱）

に関しては、固定買取制度に馴染みにくいことから、グリーン熱供給者に経済的インセンティブ

をもたらすものとして、グリーン熱の生み出す「環境価値」を「見える化」した、グリーン熱証

書制度等の更なる普及が望まれている。 

しかし、グリーン熱として認証されるためには、いくつかの要件を満たす必要があり、中でも

熱の計測方法と計測に係るコスト増への対策が喫緊の課題とされている。 

本事業は、グリーン熱証書発行に必要とされる計測方法と低コストの計測手法を両立させる実

証を長らく再生可能エネルギーに対する取組みを行ってきた実績があり、かつ、中立的な立場に

あるＮＥＤＯが行うことで、グリーン熱証書並びにグリーン熱の拡大に資するものである。 

 

（２） 研究開発目標の妥当性 

現在なお導入普及の進まない太陽熱・地中熱・雪氷熱等の再生可能エネルギー熱利用の普及を

促進すると考えられるグリーン熱証書制度については、熱利用設備から得られ使用した熱量の計

測として、グリーン熱証書制度に見合う精度とコストを実現することが不可欠である。 

本事業においては、このグリーン熱証書制度の要求に即したコストパフォーマンスを持ち、ま

た、制度に活用できる熱量計測方法の実現を目標としている。この目標の達成は、グリーン熱証

書制度設計の確立と熱利用の普及促進に必須であることから、本実証事業の目標として妥当と判

断する。 



  

2 

 

（３） 研究開発マネジメント 

本事業では、公募を通じて、高い技術を有する民間企業、地方自治体、大学等による最適な実

施体制を構築する。 

必要に応じて、外部有識者の意見を求め、その結果を踏まえて事業全体の予算配分や計画につ

いて見直しを行い、適切な運営管理に努める。具体的には、エネルギー基本計画に記載されてい

る太陽熱・地中熱・雪氷熱に関して、外部有識者による技術検討委員会をそれぞれに設置し、実

証内容について審議し、その意見を運営管理に反映させる。本事業では、初年度に設備を設置し、

気象変動等を考慮して複数年の計測を実施する。 

（４） 研究開発成果 

実証研究により、低コストで適切な計測手法が検討され、公開されることで、今後のグリーン

熱証書の制度設計に寄与するとともに、グリーン熱証書の流通拡大とグリーン熱利用の拡大が見

込まれる。また、現在、基準化されていない、地中熱利用についても、これらの成果をもとに、

民間団体における基準作成及び地中熱地用の導入拡大に資すると思慮される。 

（５） 実用化・事業化の見通し 

ＭＥＴＩと連携して本事業で確立した計測手法を普及させ、グリーン熱証書制度等において、

利用熱量の計測方法として活用され、環境価値・経済価値化の促進、ひいては熱利用システムの

導入普及が促進する。 

（６） その他特記事項 

特になし 

５．総合評価 

    熱利用システムの導入普及の促進には、太陽熱・地中熱・雪氷熱のいずれについても、利用熱 

   量の計測システムの確立が不可欠であり、本実証事業は実施すべきである。また、これらを民間 

   企業単独で実施することは極めて困難であり、多岐にわたる関係機関・企業による産官学一体と 

   なった取り組みが必要となることから、NEDO が実施する事業として適切であると判断する。 
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特許論文リスト 
 
１． 事業全体の論文・外部発表等の件数 
 

 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 １件 １件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 １件 １件 １６件 ４件 １３件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ５件 ０件 ３４件 ４件 ２９件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 
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２． 個別テーマ毎の論文・外部発表等の件数 
  （1）太陽熱利用計測技術 太陽熱給湯設備対応熱量計測 

 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 ５件 ０件 ３件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 

 

【論文】 
番

号 
発表者 所属 タイトル 

発表誌名、ページ番

号 
査読 発表年月 

１ 
坊垣 和明 

 

東京都市

大学 

Research on 

ESTABLISHMENT OF 

ENVIRONMENTAL VALUE OF 

SOLAR THERMAL 

UTILIZATION  

PART3: A Study of Energy-

Saving Effects of Solar 

THERMAL Utilization Systems 

and Issues for Environmental 

Value Assessment  

再生可能エネルギー

2014 国際会議 
有 予定 

 
 
 
【外部発表】 
(a)学会発表・講演 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 坊垣 和明 
東京都市

大学 

住宅用太陽熱利用システムと環

境価値評価  

ソーラーエネルギーシ

ンポジウム＆技術セミ

ナー2014 

2014/3/4 

２ 

 

桑沢 保夫  

 

建築 

研究所  

住宅用太陽熱利用給湯システム

における太陽熱利用の環境価値

化手法に関する研究 その７  

全国のフィールドにおける簡易計

測の実証結果 

空気調和衛生工学会

発表 
2014/9/5 

３ 
坊垣 和明 

 

東京都市

大学 

住宅用太陽熱利用給湯システム

における太陽熱利用の環境価値

化手法に関する研究 その８ 

実負荷フィールドにおける見なし

計測の実証結果  

 

空気調和衛生工学会

発表 
2014/9/5 

４ 

 

桑沢 保夫  

 

建築 

研究所  

太陽熱利用の環境価値化に向け

た研究 その９  

－実負荷フィールドにおける簡易

計測の実証-  

日本建築学会発表 2014/9/14 

５ 
坊垣 和明 

 

東京都市

大学 

太陽熱利用の環境価値化に向け

た研究 その 10 

－実負荷フィールドにおける見な

し計測シミュレーションの実証－  

日本建築学会発表 2014/9/14 
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(b)展示会 

番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 丹野 博 東京ガス 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術（講演） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

２ 丹野 博 東京ガス 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

３ 丹野 博 東京ガス 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術（講演） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

４ 丹野 博 東京ガス 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

５ 須田 礼二 
日本環境 

技研 

Research on ESTABLISHMENT 

OF ENVIRONMENTAL VALUE 

OF SOLAR THERMAL 

UTILIZATION  

PART3: A Study of Energy-

Saving Effects of Solar 

THERMAL Utilization Systems 

and Issues for Environmental 

Value Assessment（ポスターセッ

ション） 

再生可能エネルギー

2014 国際会議 
2014/7/27～8/1 
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（２）太陽熱利用計測技術 太陽熱空調設備対応熱量計測 

 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 １件 １件 ３件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 

 
【論文】 
番

号 
発表者 所属 タイトル 

発表誌名、ページ番

号 
査読 発表年月 

１ 
飛原 英治 

石野 裕嗣 

東京大学

大学院 

東京ガス 

RESEARCH INTO 

ESTABLISHMENT OF THE 

ENVIRONMENTAL VALUE 

FOR SOLAR THERMAL 

UTILIZATION 

PART5:DEVELOPMENT AND 

PROMOTION OF SOLAR 

COOLING SYSTEM  

再生可能エネルギー

2014 国際会議 
有 予定 

 
 
 
【外部発表】 
(a)学会発表・講演 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 飛原 英治 
東京大学

大学院 

 「ソーラークーリングシステムの

普及に向けて」   

ソーラーエネルギーシ

ンポジウム＆技術セミ

ナー2014 

2014/3/4 

 
 
 
(b) 新聞・雑誌等への掲載 

番

号 
発表者 所属 タイトル 誌名、ページ番号 発表年月 

１ 飛原 英治 
東京大学

大学院 

特集：太陽熱利用空調・給湯② 

「ソーラークーリングシステムの普

及について」  

建設設備と配管工事 

No.701 

（平成 26 年 8 月号） 

21-25 

2014/08 
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(c)展示会 

番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 
越水 大介 

古谷 元洋 

東京ガス 

アズビル 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術（講演） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

２ 
越水 大介 

古谷 元洋 

東京ガス 

アズビル 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

３ 
越水 大介 

古谷 元洋 

東京ガス 

アズビル 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術（講演） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

４ 
越水 大介 

古谷 元洋 

東京ガス 

アズビル 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

５ 

飛原 英治 

石野 裕嗣 

 

東京大学大

学院 

東京ガス  

 

RESEARCH INTO 

ESTABLISHMENT OF THE 

ENVIRONMENTAL VALUE FOR 

SOLAR THERMAL 

UTILIZATION 

PART5:DEVELOPMENT AND 

PROMOTION OF SOLAR 

COOLING SYSTEM  

再生可能エネルギー

2014 国際会議 
2014/7/27～8/1 
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（３）太陽熱利用計測技術 空気集熱式太陽熱熱量計測 

 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 

 

 

 

 

【外部発表】 
(a)展示会 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 竹内 玄 
ＯＭ 

ソーラー 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術（講演） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

２ 竹内 玄 
ＯＭ 

ソーラー 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

３ 竹内 玄 
ＯＭ 

ソーラー 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術（講演） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

４ 竹内 玄 
ＯＭ 

ソーラー 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

太陽熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 
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（４）地中熱利用計測技術 地中熱システム対応熱量計測 

 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

（展示会） 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 １件 １件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 ５件 ４件 ３件 

H25FY ０件 ０件 ０件 2 件 ０件 １５件 ２件 １７件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 
 
 
 
【論文】 

番

号 
発表者 所属 タイトル 発表誌名、ページ番号 査読 発表年月 

１ 武田 哲明 山梨大学 

Demonstration Test for 
Evaluation of Measuring 
Accuracy of Heat 
Transferred by Ground 
Source Heat Pump 
 

Proc. of the 23rd Int. 
Symposium on Transport 
Phenomena, Nov. 19-22, 
2012, Auckland, New 
Zealand, Paper No.98 

有 2012/11 

2 

堤 顕太郎 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

萩原 利男 

 

山梨大学 

萩原ボー

リング 

Performance test for 
evaluation of coefficient of 
performance in ground 
source heat pump system 

Proc. of the 8th World 
Conference on 
Experimental Heat Transfer, 
Fluid Mechanics, and 
Thermodynamics, June16-
20, 2013, Lisbon, Portugal, 
Paper No. 6f.2 

有 2013/6 

3 武田 哲明 山梨大学 

Experimental study of 
ground source heat pumps 
that use the direct expansion 
method 

IHTC-15, Aug. 10-15, 
2014, Kyoto, Japan, Paper 
No. IHTC15-8940 

有 2014/8 

 
 
 
【外部発表】 
 (a)研究発表・講演 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

1 
魚住 昌広 

半澤 久 
北海道科学大学 

寒冷地大空間の温熱環境評価

に関する研究 

空気調和・衛生工学会北

海道支部第 47 回学術講

演論文集, pp.89-92 

2012/3 

2 

武田 哲明 

萩原 利男 

小野 俊夫 

中澤 俊也 

舩谷 俊平 

山梨大学 

萩原ボーリング 

萩原ボーリング 

萩原ボーリング 

山梨大学 

地中熱ヒートポンプシステムに

おける熱量計測技術実証試験 

第 17 回動力・エネルギー

技術シンポジウム、平成

24 年 6 月 21～22 日、九

州大学、 F 

2012/6 

3 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

一宮 浩市 

石黒 修平 

山梨大学 
山梨大学における地中熱ヒート

ポンプシステムに関する研究 

日本機械学会関東支部山

梨講演会 2012、平成 24

年 10 月 27 日、山梨、601 
2012/10 
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4 武田 哲明 山梨大学 

Demonstration Test for 
Evaluation of Measuring 
Accuracy of Heat 
Transferred by Ground 
Source Heat Pump System 

Proc. of the 3rd Int. 
Forum on Heat 
Transfer, Nov. 13-15, 
2012, Nagasaki, Japan,  
Paper No. IFHT2012-
123 

2012/11 

5 

館野 正之 

高杉 真司 

塚田 賢司 

前田 敬文 

ジオシステム 

ジオシステム 

角籐 

角籐 

サーマルレスポンス試験結果

に基づく地中熱交換井深度と

総延長の最適化事例 

日本地熱学会平成２４年

度学術講演要旨集 
2012/11 

6 

堤 顕太郎 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

萩原 利男 

山梨大学 

山梨大学 

山梨大学 

萩原ボーリング 

地中熱ヒートポンプシステムに

おける熱量計測精度の実証試

験 

日本機械学会熱工学コン

ファレンス 2012、平成 24

年 11 月 17～18 日、熊本 

2012/11 

7 

堤 顕太郎 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

萩原 利男 

山梨大学 

山梨大学 

山梨大学 

萩原ボーリング 

地中熱ヒートポンプシステムに

おける熱量計測精度の実証試

験－暖房運転時の試験結果- 

日本機械学会関東支部第

19 期総会講演会、平成

25 年 3 月 15～16 日、東

京 20611 

2013/3 

8 

武田 哲明 

堤 顕太郎 

舩谷 俊平 

萩原 利男 

山梨大学 

山梨大学 

山梨大学 

萩原ボーリング 

地中熱ヒートポンプシステムの

熱交換性能に関する研究 

第 50 回日本伝熱シンポ

ジウム、平成 25 年 5 月

29 日～31 日、仙台、F132 

2013/5 

9 
魚住 昌広 

半澤 久 
北海道科学大学 

寒冷地における大空間の温熱

環境評価に関する研究 

日本建築学会大会学術講

演会梗概集（北海道）、

pp.1049-1050、 

Vol.環境工学Ⅱ 

2013/8 

10 
魚住 昌広 

半澤 久 
北海道科学大学 

寒冷地における大空間空調シ

ステムの運転評価 

空気調和・衛生工学会大

会学術講演論文集、

pp.69-72 

2013/9 

11 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

一宮 浩市 

石黒 修平 

山梨大学 
山梨大学における地熱・地中熱

利用システムに関する研究 

日本機械学会 2013 年度

年次大会、平成 25 年 9

月 8～11 日、岡山、

S084024 

2013/9 

12 

堤 顕太郎 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

萩原 利夫 

山梨大学 

Study on heat exchange 
performance of ground 
source heat pump system 

Proc. of the 24 th Int. 
Symposium on 
Transport Phenomena, 
Nov. 1-5, 2013, 
Yamaguchi, Japan. 

2013/11 

13 
魚住 昌広 

半澤 久 
北海道科学大学 

寒冷地大空間の温熱環境評価

に関する研究（第 2 報） 

空気調和・衛生工学会北

海道支部第 48 回学術講

演論文集, pp.31-34 

2014/3 

14 

大橋 明生 

堤 顕太郎 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

山梨大学 

地中熱ヒートポンプシステムの

熱交換性能に与えるボアホー

ル長の影響 

日本機械学会関東支部第

20 期総会講演会、平成

26 年 3 月 14～15 日、東

京、20809 

2014/3 

15 

太田 精一 

増田 洋司 

竹島 淳也 

山中 隆 

岡本 敦 

中澤 俊也 

魚住 昌広 

地中熱利用促進協会 

ＪＦＥエンジニアリング 

応用地質 

角籐 

サンポット 

萩原ボーリング 

北海道科学大学 

地中熱ヒートポンプ設備での熱

量計測について 
日本太陽エネルギー学会

誌 2014/5 
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16 山中 隆 角籐 

事務所への地中熱ヒートポンプ

システム導入事例―角籐の取

組み 

日本太陽エネルギー学会

誌 
2014/5 

17 

大橋 明生 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

山梨大学 
地中熱ヒートポンプの熱交換性

能に与える充填剤の影響 

第 19 回動力・エネルギー

技術シンポジウム、平成

26 年 6 月 26～27 日、福

井、C112 

2014/6 

18 

武田 哲明 

横山 大樹 

石黒 修平 

一宮 浩市 

舩谷 俊平 

山梨大学 

Heat Exchange 
Performance of Ground 
Source Heat Pump by 
Direct Expansion Method 

Proc. of Grand 
Renewable Energy 
2014, July 28-Aug. 1, 
2014 

2014/7 

19 
魚住 昌広 

半澤 久 
北海道科学大学 

寒冷地における大空間の温熱

環境評価に関する研究 その２ 

地中熱ヒートポンプを用いた空

調設備の運転評価 

日本建築学会大会学術講

演会梗概集（近畿）、

pp.1327-1328 Vol.環境工

学Ⅱ 

2014/9 

20 
魚住 昌広 

半澤 久 
北海道科学大学 

寒冷地における大空間空調シ

ステムの運転評価（第２報） 

空気調和・衛生工学会大

会学術講演論文集、

pp.101-104 

2014/9 

21 竹島 淳也 応用地質 
仙台市における地中熱利用に

伴う地中温度変化 

日本地熱学会平成 26 年

度学術講演要旨集 
2014/10 

22 

渡邊 晃子 

武田 哲明 

舩谷 俊平 

山梨大学 
地中熱ヒートポンプの採放熱量

と地盤温度の関係 

日本機械学会関東支部第

20 期総会講演会、平成

26 年 10 月 18 日、山梨、

502 

2014/10 

 
 
 
(b) 新聞・雑誌等への掲載 
番

号 
発表者 所属 タイトル 誌名、ページ番号 発表年月 

１ 笹田 政克 地中熱利用促進協会 

再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

第一回委員会開催 

地中熱利用促進協会 

ニュースレター NO．147 
2011/11 

2 笹田 政克 地中熱利用促進協会 
熱利用計測技術実証事業の 

委員会 

地中熱利用促進協会 

ニュースレター NO．166 
2012/9 

3 魚住 昌広 北海道科学大学 
北海道工業大学新体育館 

（HIT ARENA）の設備計画 

北海道空気調和衛生工事

業協会広報誌

「KIRAMEKI」, pp.14-15、

Vol.32 

2012/10 

4 
佐藤 孝 

魚住 昌広 
北海道科学大学 

北海道工業大学体育館 

『HIT ARENA』 

財団法人 北海道建築指

導センター センターリ

ポート、pp.16-21, Vol.42、 

No.4 

2013/1 

5 

館野 正之 

高杉 真司 

塚田 賢司 

前田 敬文 

ジオシステム 

ジオシステム 

角籐 

角籐 

水平地下水流を考慮した地中熱

交換器仕様の最適化―深度別熱

伝導率分布の測定方法とその活

用 

建築設備と配管工事 2013/1 

6 武田 哲明 山梨大学 山梨大・読売講座 読売新聞 2013/4 

7 武田 哲明 山梨大学 未来への挑戦：山梨・研究最前線 毎日新聞 2014/10 
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(c)展示会 

番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

1 
武田 哲明 

萩原 利男 

山梨大学 

萩原ボーリング 

再生可能エネルギー地中熱を利

用したヒートポンプシステムに関

する開発研究 

平成 24 年度やまなし産学

官連携研究交流事業研究

成果発表・地域連携フォー

ラム 

2012/9 

2 笹田 政克 地中熱利用促進協会 

再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

地中熱利用計測技術（講演） 

NEDO 自然エネルギー成

果報告シンポジウム 2012 
2012/11/6 

3 笹田 政克 地中熱利用促進協会 

再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

地中熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

NEDO 自然エネルギー成

果報告シンポジウム 2012 
2012/11/6 

4 
武田 哲明 

萩原 利男 

山梨大学 

萩原ボーリング 

地中熱ヒートポンプシステムの性

能評価に関する研究 

平成 25 年度やまなし産学

官連携研究交流事業研究

成果発表会・地域連携

フォーラム 

2013/9 

5 小野 俊夫 萩原ボーリング 
再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

やまなしテクノＩＣＴ

メッセ２０１３ 
2013/11 

6 笹田 政克 地中熱利用促進協会 

再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

地中熱利用計測技術（講演） 

平成 25 年度 NEDO 新エ

ネルギー成果報告会 
2013/12/17 

7 笹田 政克 地中熱利用促進協会 

再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

地中熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

平成 25 年度 NEDO 新エ

ネルギー成果報告会 
2013/12/17 

8 小野 俊夫 萩原ボーリング 
再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

第３８回 地球環境とエネ

ルギーの調和展 

2014/1/29～ 

1/31 

9 宮田 征門 
建築設備コミッショニ

ング協会 

デジタイザー＋パラメータ同定

ツール（講演） 

空気調和・衛生工学会シン

ポジウムコミッショニング

ツール活用の成功事例 

2014/3/19 

10 山中 隆 ㈱角藤 
再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 
松本市役所 見学会 2014/3/6 

11 小野 俊夫 萩原ボーリング 
再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 

２０１４ ＮＥＷ環境展

／地球温暖化防止展 

2014/5/27～ 

5/30 

12 山中 隆 角藤 
再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 
諏訪市環境フェア 2014/6/29 

13 山中 隆 角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 千曲市役所 見学会 2014/7/3 

14 山中 隆 角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 須坂市役所 見学会 2014/7/9 

15 山中 隆 角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 
諏訪郡・上伊那郡・下伊那

郡副町村長会 
2014/7/14 

16 山中 隆 角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 
第 14 回信州環境フェア

2014 

2014/8/23・

24 

17 

武田 哲明

舩谷 俊平

萩原 利男

小野 俊夫 

山梨大学 

山梨大学 

萩原ボーリング 

萩原ボーリング 

 

地中熱ヒートポンプシステムの熱

量計測実証と性能評価 

平成 26 年度やまなし産学

官連携研究交流事業研究

成果発表会・地域連携

フォーラム、Ｈ26.9.5 

2014/9 

18 山中 隆 角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 第 45 回長野ブロック大会 2014/9/15 

19 山中 隆 ㈱角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 安曇野環境フェア 2014 
2014/10/11・

12 

20 山中 隆 ㈱角藤 再生可能エネルギー熱利用計測

技術実証事業 伊那市環境展 2014 2014/10/12 
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 （５）地中熱利用計測技術 地中熱管外熱量計測 
 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ４件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 １件 ０件 ４件 ０件 ２件 

（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 
 
【論文】 
番

号 
発表者 所属 タイトル 発表誌名、ページ番号 査読 発表年月 

１ 

山口 峻 

葛 隆生 

中村 靖 

北九州市立大学 

北海道大学 

新日鉄住金エン

ジニアリング 

冷媒エンタルピー法を応用

したヒートポンプ熱量計測

技術の確立および水冷

ヒートポンプを用いた検証

試験 

日本建築学会環境系論文

集 第 79 巻 702 号 

pp.689-697 

有 2014/8 

 
 
【外部発表】 
 (a)学会発表・講演 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 平田 統大 
北九州市

立大学 

地中熱ヒートポンプシステムの簡

易計測手法の開発に関する研究 

(その１) 

日本建築学会九州支

部学術講演会 
2013/3/3 

２ 山口 峻 
北九州市

立大学 

地中熱ヒートポンプシステムの簡

易計測手法の開発に関する研究 

(その 2) 

日本建築学会九州支

部学術講演会 
2013/3/3 

３ 平田 統大 
北九州市

立大学 

地中熱ヒートポンプシステムの簡

易計測手法の開発に関する研究 

(その１) 

財団法人ヒートポンプ・

蓄熱センター 地下熱

利用とヒートポンプ研

究会 研究発表会 

2013/3/6 

４ 山口 峻 
北九州市

立大学 

地中熱ヒートポンプシステムの簡

易計測手法の開発に関する研究 

(その 2) 

財団法人ヒートポンプ・

蓄熱センター 地下熱

利用とヒートポンプ研

究会 研究発表会 

2013/3/6 

５ 山口 峻 
北九州市

立大学 

冷媒エンタルピー法を用いた機

内計測術および水冷ヒートポンプ

を用いた性能検証 

日本建築学会大会学

術講演会 
2013/9/1 

６ 山口 峻 
北九州市

立大学 

地中熱ヒートポンプシステムの簡

易計測手法の開発に関する研究 

(その 3) 

日本建築学会九州支

部学術講演会 
2014/3/2 

７ 山口 峻 
北九州市

立大学 

ヒートポンプ熱量計測技術の検

証および性能検証手法の確立に

関する研究 

空気調和・衛生工学会

全国大会学術講演会 
2014/9/5 

８ 山口 峻 
北九州市

立大学 

地中熱ヒートポンプシステムの簡

易計測手法の開発および精度検

証 

日本建築学会大会学

術講演会 
2014/9/14 
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(b) 展示会 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 中村 靖 

新日鉄住金

エンジニア

リング 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

地中熱利用計測技術（講演） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

２ 中村 靖 

新日鉄住金

エンジニア

リング 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

地中熱利用計測技術（ポスター

セッション） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

３ 中村 靖 

新日鉄住金

エンジニア

リング 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業（地中熱利用計

測・管外計測技術）（講演） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

４ 中村 靖 

新日鉄住金

エンジニア

リング 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業（地中熱利用計

測・管外計測技術） 

（ポスターセッション） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 
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（６）雪氷熱利用計測技術 冷風循環設備対応熱量計測 

 

【件数・内訳】 

  区分 

 

年度 

特許出願 論文 その他外部発表 

 

国内 外国 PCT※

出願 

査読

付き 

その

他 

学会発表・

講演 

新聞・雑誌等

への掲載 

その他 

H23FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 
H24FY ０件 ０件 ０件 ０件 １件 ３件 ０件 ２件 

H25FY ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ４件 １件 ２件 
（※Patent Cooperation Treaty :特許協力条約） 

 
 
【論文】 
番

号 
発表者 所属 タイトル 

発表誌名、ページ番

号 
査読 発表年月 

１ 

木村 賢人

斉藤 朋子

土谷 賢一

土谷 祐二

白井 良直

吉村 妃里 

恵美 竜太

佐藤 恭祐 

帯広畜産

大学 

自然氷を利用した貯蔵庫に関

する研究 

北海道自然エネル

ギー研究、第 9 号、

13-24 

無 2013 

 
 
 
 
 
【外部発表】 
 (a)学会発表・講演 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 木村 賢人 
帯広畜産

大学 

氷冷熱による利用熱量の計測シ

ステムの開発について 

NPO 北海道自然 

エネルギー研究会 

2012 年度研究発表会 

2012/6/23 

２ 木村 賢人 
帯広畜産

大学 

氷冷熱型貯蔵庫で利用した冷熱

量の評価方法 

農業環境工学関連学

会 2012 年合同大会 
2012/9/13 

３ 木村 賢人 
帯広畜産

大学 

自然氷を利用した農産物貯蔵庫

における使用冷熱量の計測およ

び算出方法 

雪氷研究大会 2012 2012/9/26 

４ 木村 賢人 
帯広畜産

大学 

氷冷熱型農産物貯蔵庫で利用し

た氷冷熱量の検討 

NPO 北海道自然エネ

ルギー研究会 2013

年度研究発表会 

2013/6/22 

５ 木村 賢人 
帯広畜産

大学 

帯広市に建設されたアイスシェル

ター型農産物貯蔵庫の断熱性能

の検証 

雪氷研究大会 

（2013・北見） 
2013/9/19 

６ 斉藤 朋子 

土谷特殊

農機具製

作所 

自然氷を冷熱源とするアイスシェ

ルターでの雪氷熱利用について 

第 9 回新エネルギー

促進検討会「再生可

能エネルギー熱利用」 

2014/2/26 

７ 木村 賢人 
帯広畜産

大学 

氷冷熱型農作物貯蔵庫で利用さ

れた氷冷熱量の推定法の検証 

日本農業気象学会

2014 年全国大会 
2014/3/18 
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(b) 新聞・雑誌等への掲載 

番

号 
発表者 所属 タイトル 誌名、ページ番号 発表年月 

１ 斉藤 朋子 

土谷特殊

農機具製

作所 

再生可能エネルギー熱利用 

「第 9 回 新エネルギー促進検討

会」 

日刊工業新聞 14 2014/3/20 

 
 
  

(c) 展示会 
番

号 
発表者 所属 タイトル 会議名 発表年月 

１ 斉藤 朋子 
土谷特殊農

機具製作所 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

雪氷熱利用計測技術（講演） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

２ 斉藤 朋子 
土谷特殊農

機具製作所 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術計測技術実証事業 

雪氷熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

NEDO 自然エネルギー

成果報告シンポジウム

2012 

2012/11/6 

３ 斉藤 朋子 
土谷特殊農

機具製作所 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

雪氷熱利用計測技術（講演） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 

４ 斉藤 朋子 
土谷特殊農

機具製作所 

再生可能エネルギー熱利用計

測技術実証事業 

雪氷熱利用計測技術 

（ポスターセッション） 

平成 25 年度 NEDO 新

エネルギー成果報告会 
2013/12/17 
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２．分科会における説明資料 
次ページより、プロジェクト推進・実施者が、分科会においてプロジェクトを説明する際

に使用した資料を示す。 
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参考資料１ 評価の実施方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

参考資料 1－1 
 

 
 
本評価は、「技術評価実施規程」（平成 15 年 10 月制定）に基づいて研究評価を実施する。 

 
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）における研究評価の手順は、

以下のように被評価プロジェクトごとに分科会を設置し、同分科会にて研究評価を行い、評

価報告書（案）を策定の上、研究評価委員会において確定している。 
● 「NEDO 技術委員・技術委員会等規程」に基づき研究評価委員会を設置 
● 研究評価委員会はその下に分科会を設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＥＤＯ

評価報告書（案）審議・確定

理事長 

評価書報告

評価報告書（案）作成

実施者プロジェクトの説明

評価結果公開

推進部署

分科会Ｂ 分科会Ｄ

分科会Ａ 分科会Ｃ

事務局

研究評価部 

研究評価委員会

推進部署 
評価結果の事業等への反映

ＮＥＤＯ

評価報告書（案）確定

理事長 

報告 

評価報告書（案）作成

実施者プロジェクトの説明

推進部署

分科会Ｂ 分科会Ｄ

分科会Ａ 分科会Ｃ

事務局

評価部 

研究評価委員会

推進部署 
評価結果の事業等への反映

国 民



 

参考資料 1－2 
 

１．評価の目的 

 
評価の目的は「技術評価実施規程」において。 
● 業務の高度化等の自己改革を促進する 
● 社会に対する説明責任を履行するとともに、経済・社会ニーズを取り込む 
● 評価結果を資源配分に反映させ、資源の重点化及び業務の効率化を促進する 

としている。 
本評価においては、この趣旨を踏まえ、本事業の意義、研究開発目標・計画の妥当性、計

画を比較した達成度、成果の意義、成果の実用化の可能性等について検討・評価した。 

 
２．評価者 

 
技術評価実施規程に基づき、事業の目的や態様に即した外部の専門家、有識者からなる委

員会方式により評価を行う。分科会委員選定に当たっては以下の事項に配慮して行う。 
● 科学技術全般に知見のある専門家、有識者 
● 当該研究開発の分野の知見を有する専門家 
● 研究開発マネジメントの専門家、経済学、環境問題、国際標準、その他社会的ニー

ズ関連の専門家、有識者 
● 産業界の専門家、有識者 

 
また、評価に対する中立性確保の観点から事業の推進側関係者を選任対象から除外し、ま

た、事前評価の妥当性を判断するとの側面にかんがみ、事前評価に関与していない者を主体

とする。 
これらに基づき、分科会委員名簿にある７名を選任した。 
なお、本分科会の事務局については、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

評価部が担当した。 

 
３．評価対象 

 
平成２３年度に開始された「再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」プロジェクト

を評価対象とした。 
なお、分科会においては、当該事業の推進部署から提出された事業原簿、プロジェクトの

内容、成果に関する資料をもって評価した。 

 
 
 
 
 



 

参考資料 1－3 
 

 
４．評価方法 

 
分科会においては、当該事業の推進部署及び実施者からのヒアリングと、それを踏まえた

分科会委員による評価コメント作成、評点法による評価及び実施者側等との議論等により評

価作業を進めた。 
なお、評価の透明性確保の観点から、知的財産保護の上で支障が生じると認められる場合

等を除き、原則として分科会は公開とし、実施者と意見を交換する形で審議を行うこととし

た。 

 
５．評価項目・評価基準 

 
分科会においては、次に掲げる「評価項目・評価基準」で評価を行った。これは、NEDO

が定める「標準的評価項目・評価基準」（参考資料 1-7 頁参照）をもとに、当該事業の特性

を踏まえ、評価事務局がカスタマイズしたものである。 
プロジェクト全体に関わる評価については、主に事業の目的、計画、運営、達成度、成果

の意義、実用化に向けての見通しや取り組み等を評価した。各個別テーマに係る評価につい

ては、主に、その目標に対する達成度、成果の意義、実用化に向けての見通しや取り組み等

を評価した。 
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評価項目・評価基準 

 
 

１．事業の位置付け・必要性について 

(1) ＮＥＤＯの事業としての妥当性 
・ 関連する上位施策の目標達成のために寄与しているか。 
・ 民間活動のみでは改善できないものであること、又は公共性が高いことにより、  

ＮＥＤＯの関与が必要とされる事業か。 
・ 当該事業を実施することによりもたらされる効果が、投じた予算との比較において十

分であるか。 

 
(2) 事業目的の妥当性 
・ 内外の技術開発動向、国際競争力の状況、エネルギー需給動向、市場動向、政策動向

等から見て、事業の目的は妥当か。 
 
 

２．研究開発マネジメントについて 
(1) 研究開発目標の妥当性 
・ 内外の技術動向、市場動向等を踏まえて、戦略的な目標が設定されているか。 
・ 目標達成度を測定・判断できる具体的かつ明確な開発目標を設定しているか。 

 

(2) 研究開発計画の妥当性 
・ 目標達成のために妥当なスケジュール、予算（各個別研究テーマ毎の配分を含む）と

なっているか。 
・ 目標達成に必要な要素技術を取り上げているか。 
・ 研究開発フローにおける要素技術間の関係、順序は適切か。 
・ 継続プロジェクトや長期プロジェクトの場合、技術蓄積を、実用化の観点から絞り込

んだうえで活用が図られているか。 

 
(3) 研究開発実施の事業体制の妥当性 
・ 真に技術力と事業化能力を有する企業を実施者として選定しているか。 
・ 適切な研究開発実施体制になっており、指揮命令系統及び責任体制が明確になってい

るか。 
・ 目標達成及び効率的実施のために必要な実施者間の連携が十分に行われる体制とな

っているか。 
・ 知的財産取扱（実施者間の情報管理、秘密保持、出願・活用ルール含む）に関する考

え方は整備され、適切に運用されているか。   
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(4) 研究開発成果の実用化に向けたマネジメントの妥当性 

・ 成果の実用化につなげる戦略が明確になっているか。 

・ 成果の実用化シナリオに基づき、成果の活用・実用化の担い手、ユーザーが関与する

体制を構築しているか。  

・ 個別テーマ毎に統括するリーダーが選任されている場合、成果の実用化シナリオに基

づき、適切な研究開発のマネジメントが行われているか。 
・ 成果の実用化につなげる知財戦略(オープン／クローズ戦略等) や標準化戦略が明確

になっており、かつ妥当なものか。 

 
(5) 情勢変化への対応等 
・ 進捗状況を常に把握し、社会・経済の情勢の変化及び政策・技術動向等に機敏かつ適

切に対応しているか。 

 
３．研究開発成果について 

(1) 目標の達成度と成果の意義 
・ 成果は目標を達成しているか。 
・ 成果は将来的に市場の拡大或いは市場の創造につながることが期待できるか。 

・ 成果は、他の競合技術と比較して優位性があるか。 

・ 目標未達成の場合、達成できなかった原因が明らかで、かつ目標達成までの課題を把

握し、この課題解決の方針が明確になっているなど、成果として評価できるか。 
・ 設定された目標以外に技術的成果があれば付加的に評価する。 
・ 世界初、世界最高水準、新たな技術領域の開拓、または汎用性のある成果については、

将来の産業につながる観点から特に顕著な成果が挙がっている場合は、海外ベンチマ

ークと比較の上で付加的に評価する。 
・ 投入された予算に見合った成果が得られているか。 

・ 大学または公的研究機関で企業の開発を支援する取り組みを行った場合には、具体的

に企業の取り組みに貢献しているか。 

 
(2) 知的財産権等の取得及び標準化の取組 

・ 知的財産権等の取扱（特許や意匠登録出願、著作権や回路配置利用権の登録、品種登

録出願、営業機密の管理等）は事業戦略、または実用化計画に沿って国内外に適切に

行われているか。 

 

(3) 成果の普及 

・ 論文等の対外的な発表は、将来の産業につながる観点から戦略的に行われているか。 

・ 成果の活用・実用化の担い手・ユーザー等に対して、適切に成果を普及しているか。

また、普及の見通しは立っているか。 

・ 一般に向けて広く情報発信をしているか。 
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４．実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

 

 

 本項目における「実用化」の考え方 

グリーン熱証書の認証基準において、今回、実用性を実証した再生可能エネルギー熱利用 

システムの熱量計測方法を活用して、熱量認証要件が新たに制定されること。 

 

 

(1)成果の実用化の見通し 

・ 実用化イメージに基づき、課題及びマイルストーンが明確になっているか。 

・ プロジェクトの直接の成果ではないが、特に顕著な波及効果(技術的・経済的・社会

的効果、人材育成等)がある場合には付加的に評価する。 

 

 (2) 実用化に向けた具体的取り組み 

・ 成果の実用化に向けて、誰がどのように引き続き研究開発を取り組むのか明確になっ

ているか。 



 

参考資料 1－7 
 

標準的評価項目・評価基準 

平成２５年５月１６日 

 NEDO 
 

 
 
本「標準的評価項目･評価基準」は、「技術評価実施規程」に定める技術評価の目的※を踏

まえ、NEDO として評価を行う上での標準的な評価項目及び評価基準として用いる。 
本文中の「実用化・事業化」に係る考え方及び評価の視点に関しては、対象となるプロジ

ェクトの特性を踏まえ必要に応じ評価事務局がカスタマイズする。 

  
※「技術評価実施規程」第 5 条(技術評価の目的) ①業務の高度化等自己改革の促進、②社

会への説明責任、経済･社会ニーズの取り込み、③評価結果の資源配分反映による、資源の

重点化及び業務の効率化促進 

 
なお「評価項目」、「評価基準」、「評価の視点」は、以下のとおり。 

   ◆評価項目：「１．・・・」 
   ◆評価基準：上記、各項目中の「（１）・・・」 
     ◆評価の視点：上記、各基準中の 「・」 

 
 
 
 

１．事業の位置付け・必要性について 

(1) ＮＥＤＯの事業としての妥当性 
・ 特定の施策（プログラム）、制度の下で実施する事業の場合、当該施策・制度の目標

達成のために寄与しているか。 
・ 民間活動のみでは改善できないものであること、又は公共性が高いことにより、ＮＥ

ＤＯの関与が必要とされる事業か。 
・ 当該事業を実施することによりもたらされる効果が、投じた予算との比較において十

分であるか。 

 
(2) 事業目的の妥当性 
・ 内外の技術開発動向、国際競争力の状況、エネルギー需給動向、市場動向、政策動向、

国際貢献の可能性等から見て、事業の目的は妥当か。 
 
 
 

は じ め に 

評価項目・基準・視点 
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２．研究開発マネジメントについて 
(1) 研究開発目標の妥当性 
・ 内外の技術動向、市場動向等を踏まえて、戦略的な目標が設定されているか。 
・ 目標達成度を測定・判断できる具体的かつ明確な開発目標を設定しているか。 

 

(2) 研究開発計画の妥当性 
・ 目標達成のために妥当なスケジュール、予算（各個別研究テーマごとの配分を含む）

となっているか。 
・ 目標達成に必要な要素技術を取り上げているか。 
・ 研究開発フローにおける要素技術間の関係、順序は適切か。 
・ 継続プロジェクトや長期プロジェクトの場合、技術蓄積を、実用化の観点から絞り込

んだうえで活用が図られているか。 

 
(3) 研究開発実施の事業体制の妥当性 
・ 真に技術力と事業化能力を有する企業を実施者として選定しているか。 
・ 適切な研究開発実施体制になっており、指揮命令系統及び責任体制が明確になってい

るか。 
・ 研究管理法人を経由する場合、研究管理法人が真に必要な役割を担っているか。 
・ 目標達成及び効率的実施のために必要な実施者間の連携 and／or 競争が十分に行わ

れる体制となっているか。 
・ 知的財産取扱（実施者間の情報管理、秘密保持、出願・活用ルール含む）に関する考

え方は整備され、適切に運用されているか。  

 
(4) 研究開発成果の実用化・事業化に向けたマネジメントの妥当性 

(基礎的・基盤的研究開発及び知的基盤・標準整備等研究開発の場合は、「事業化」を除

く) 

・ 成果の実用化・事業化につなげる戦略が明確になっているか。 

・ 成果の実用化・事業化シナリオに基づき、成果の活用・実用化の担い手、ユーザーが

関与する体制を構築しているか。  

・ 全体を統括するプロジェクトリーダーが選任されている場合、成果の実用化・事業化

シナリオに基づき、適切な研究開発のマネジメントが行われているか。 
・ 成果の実用化・事業化につなげる知財戦略(オープン／クローズ戦略等) や標準化戦

略が明確になっており、かつ妥当なものか。 

 
(5) 情勢変化への対応等 
・ 進捗状況を常に把握し、社会・経済の情勢の変化及び政策・技術動向等に機敏かつ適

切に対応しているか。 
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３．研究開発成果について 
(1) 目標の達成度と成果の意義 
・ 成果は目標を達成しているか。 
・ 成果は将来的に市場の拡大あるいは市場の創造につながることが期待できるか。 

・ 成果は、他の競合技術と比較して優位性があるか。 

・ 目標未達成の場合、達成できなかった原因が明らかで、かつ目標達成までの課題を把

握し、この課題解決の方針が明確になっているなど、成果として評価できるか。 
・ 設定された目標以外に技術的成果があれば付加的に評価する。 
・ 世界初、世界最高水準、新たな技術領域の開拓、又は汎用性のある成果については、

将来の産業につながる観点から特に顕著な成果が上がっている場合は、海外ベンチマ

ークと比較の上で付加的に評価する。 
・ 投入された予算に見合った成果が得られているか。 

・ 大学又は公的研究機関で企業の開発を支援する取り組みを行った場合には、具体的に

企業の取り組みに貢献しているか。 

 
(2) 知的財産権等の取得及び標準化の取組 

・ 知的財産権等の取扱（特許や意匠登録出願、著作権や回路配置利用権の登録、品種登

録出願、営業機密の管理等）は事業戦略、又は実用化計画に沿って国内外に適切に行

われているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、得られた研究開発の成果に基づく国

際標準化に向けた提案等の取組が適切に行われているか。 

 

(3) 成果の普及 

・ 論文等の対外的な発表は、将来の産業につながる観点から戦略的に行われているか。 

・ 成果の活用・実用化の担い手・ユーザー等に対して、適切に成果を普及しているか。

また、普及の見通しは立っているか。 

・ 一般に向けて広く情報発信をしているか。 

 

(4) 成果の最終目標の達成可能性(中間評価のみ設定) 

・ 最終目標を達成できる見込みか。 

・ 最終目標に向け、課題とその解決の道筋が明確に示され、かつ妥当なものか。 
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４．実用化・事業化に向けての見通し及び取り組みについて 

 
(1)成果の実用化・事業化の見通し 

・ 産業技術としての見極め（適用可能性の明確化）ができているか。 

・ 実用化に向けて課題が明確になっているか。課題解決の方針が明確になっているか。 

・ 成果は市場やユーザーのニーズに合致しているか。 

・ 実用化に向けて、競合技術と比較し性能面、コスト面を含み優位性は確保される見通

しはあるか。 

・ 量産化技術が確立される見通しはあるか。 

・ 事業化した場合に対象となる市場規模や成長性等により経済効果等が見込めるもの

となっているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、国際規格化等、標準整備に向けた見

通しが得られているか。 

・ プロジェクトの直接の成果ではないが、特に顕著な波及効果(技術的・経済的・社会

的効果、人材育成等)がある場合には付加的に評価する。 

 

 (2)実用化・事業化に向けた具体的取り組み 

・ プロジェクト終了後において実用化・事業化に向けて取り組む者が明確になっている

か。また、取り組み計画、事業化までのマイルストーン、事業化する製品・サービス

等の具体的な見通し等は立っているか。 

 

◆プロジェクトの性格が「基礎的・基盤的研究開発」である場合は以下を適用 

４．実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

(1)成果の実用化の見通し 

・ 実用化イメージに基づき、課題及びマイルストーンが明確になっているか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、国際規格化等、標準整備に向けた見

通しが得られているか。 

・ プロジェクトの直接の成果ではないが、特に顕著な波及効果(技術的・経済的・社会

的効果、人材育成等)がある場合には付加的に評価する。 

本項目における「実用化・事業化」の考え方 

当該研究開発に係る試作品、サービス等の社会的利用(顧客への提供等)が開始され

ることであり、さらに、当該研究開発に係る商品、製品、サービス等の販売や利用に

より、企業活動(売り上げ等)に貢献することを言う。 

 

 なお、評価の対象となるプロジェクトは、その意図する効果の範囲や時間軸に多様性

を有することから、上記「実用化・事業化」の考え方はこうした各プロジェクトの性格

を踏まえ必要に応じカスタマイズして用いる。 
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 (2) 実用化に向けた具体的取り組み 

・ 成果の実用化に向けて、誰がどのように引き続き研究開発を取り組むのか明確になっ

ているか。 

 

 

◆プロジェクトの性格が「知的基盤・標準整備等の研究開発」である場合は以下を適用 

４．実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

(1)成果の実用化の見通し 

・ 整備した知的基盤についての利用は実際にあるか、その見通しが得られているか。 

・ 公共財として知的基盤を供給、維持するための体制は整備されているか、その見込み

はあるか。 

・ 国際標準化に関する事項が計画されている場合、国際規格化等、標準整備に向けた見

通しが得られているか。 

・ ＪＩＳ化、標準整備に向けた見通しが得られているか。注）国内標準に限る 

・ 一般向け広報は積極的になされているか。 

・ プロジェクトの直接の成果ではないが、特に顕著な波及効果(技術的・経済的・社会

的効果、人材育成等)がある場合には付加的に評価する。 

  

(2) 実用化に向けた具体的取り組み 

・ 成果の実用化に向けて、誰がどのように引き続き研究開発を取り組むのか明確になっ

ているか。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料２ 分科会議事録 
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研究評価委員会 

「再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業」 

（事後評価）分科会 議事録 

 

日 時 ：平成 26 年 11 月 25 日（水） 10:00～16:30 

場 所 ：WTC コンファレンスセンター Room A （世界貿易センタービルディング 3 階） 

 

出席者（敬称略、順不同） 

＜分科会委員＞ 

分科会長 勝田 正文 早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 総合機械工学科／環境・エネル

ギー研究科 教授 

委員 秋元 孝之 芝浦工業大学 工学部建築工学科 教授 

委員 垣内 博行 三菱化学株式会社 機能化学本部 機能化学企画室 企画管理グループ 

         マネージャ 

委員 齋藤 潔 早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 機械科学･航空学科 教授 

  先端生産システム研究所 所長 

委員 諸橋 和行 公益社団法人 中越防災安全推進機構 地域防災力センター センター長 

委員 吉田 好邦 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 教授 

 
＜推進者＞ 

橋本 道雄 NEDO 新エネルギー部 部長 

生田目 修志 NEDO 新エネルギー部 主任研究員 

太田 勝啓 NEDO 新エネルギー部 主査 

安生 哲也 NEDO 新エネルギー部 主任 

 

＜実施者＞ 

丹野 博 東京ガス株式会社 リビング営業部営業技術企画 G 主幹 

守谷 和行 矢崎エナジーシステム株式会社 ガス機器事業部ガス機器開発センター 第三開発部３２

チームリーダー  

越水 大介 東京ガス株式会社 エネルギーソリューション本部ソリューション技術部 課長 

福田 一成 アズビル株式会社 ビルシステムカンパニーマーケティング本部 部長 

古谷 元洋 アズビル株式会社 バルブ商品開発部開発１グループ 課長代理 

盧 炫佑 ＯＭソーラー株式会社 技術部 部長 

竹内 玄 ＯＭソーラー株式会社 技術部 課長 

笹田 政克 地中熱利用促進協会 理事長 

太田 精一 地中熱利用促進協会 事務局員 

赤木 誠司 地中熱利用促進協会 事務局員 
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中村 靖 新日鉄住金エンジニアリング株式会社 建築・鋼構造事業部設計技術部建築設備室 シニ

アマネジャー 

葛 隆生 北海道大学大学院 工学研究院空間性能システム部門環境システム工学研究室 准教授 

竹田 守彦 日本電技株式会社 事業本部産業ソリューション推進室 主事 

土谷 賢一 株式会社土谷特殊農機具製作所 営業統括取締役 

斉藤 朋子 株式会社土谷特殊農機具製作所 企画開発室 

木村 賢人 帯広畜産大学 助教 

 
＜事務局＞ 

佐藤 嘉晃 NEDO 評価部 部長 

保坂 尚子 同上 主幹 

柳川 裕彦 同上 主査 

 

議事次第： 

（公開セッション） 

1. 開会、資料の確認 

2. 分科会の設置について 

3. 分科会の公開について 

4. 評価の実施方法について 

5. プロジェクトの概要説明 

5.1 ｢事業の位置付け･必要性｣及び｢研究開発マネジメント｣について 

5.2 ｢研究開発成果｣及び｢実用化に向けての見通し及び取り組み｣について 

5.3 質疑応答 

 

（非公開セッション） 

6. プロジェクトの詳細説明 

研究開発成果について／実用化に向けての見通し及び取り組みについて 

6.1 太陽熱利用計測技術   

1）太陽熱給湯利用 

2）太陽熱空調 (液体利用) 

3）太陽熱空調 (空気利用) 

6.2 地中熱利用計測技術 

1）地中熱管内計測 

2）地中熱管外計測 

6.3 雪氷熱利用計測技術 

7．全体を通しての質疑 
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（公開セッション） 

8. まとめ・講評 

9. 今後の予定、その他 

10. 閉会 

 

議事内容 

（公開セッション） 

１．開会、資料の確認 

配布資料確認（評価事務局） 

２．分科会の設置 

資料 1に基づき研究評価委員会分科会の成立が評価事務局より告げられ、委員、推進者、実施者によ

る自己紹介が行われた。 

３．分科会の公開について 

評価事務局より資料 2 及び資料 3 の説明が行われ、それに基づき「6. プロジェクトの詳細説明」、「6.1 

太陽熱利用計測技術」、「6.2 地中熱利用計測技術」、「6.3 雪氷熱利用計測技術」および「7．全体を

通しての質疑」を非公開とすることが了承された。 

４．評価の実施方法及び評価報告書の構成 

資料 4-1～4-5 に基づき評価事務局より評価の手順が説明された。 

５．プロジェクトの概要説明（説明、質疑応答） 

５．１  事業の位置付け・必要性、研究開発マネジメント 

５．２ 研究開発成果、実用化に向けての見通し及び取り組み 

５．３ 質疑応答 

推進者・実施者より資料 5-1 及び資料 5-2 に基づき説明が行われ、以下の質疑応答が行われた。 

 

【勝田分科会長】  どうもありがとうございました。ただいまのご説明に対しまして、ご意見とかご質問等

がございましたらどうぞよろしくお願いいたします。技術の詳細につきましては、議題 6で議論いたしますの

で、ここでは主に本事業の位置付け、それから、その必要性、マネジメントについてのご意見をお願いいたし

ます。どうぞよろしくお願いします。 

【吉田委員】  この 3つのテーマが設定されたということなのですが、ソーラーと地熱と雪氷というものが、

どうしてこの 3つなのか、どういう理由、経緯があってなのでしょうか。 

【生田目主研】  この 3つに絞ったということでございますが、結果としてこの 3つになっておりますけれ

ども、再生可能エネルギー熱の熱としての利用は、このほかに、河川熱とか海洋熱といったものもございます。

その中で当初考えましたのは、河川熱とか海洋熱とかそういう大きな熱を取り込んでまちづくり、と大きなも

のに持っていくところは、熱量を測ってそれを金銭化していくというよりはその場所に応じた大きな開発に乗

っかって進んでいくような部分ですので、熱量を測るということをコンパクト（化）あるいはコストダウンす

ることによって大きな影響を与えられるかどうか議論がございまして、今回選んだものは、ビル空調を視野に

入れていますけれども、それにしても超大規模というものではなく比較的小規模なところに目を当てていった

ということです。それによりましてうまくコストダウンができれば、例えば家庭用の熱利用、給湯利用が最た

るものなのですけれども、大きなインパクトを与えられるであろうという認識を持って設定をした次第でござ
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います。 

【吉田委員】  それ以外の先ほど河川とかありましたけれども、そういうのはグリーン熱証書で現実的には

もう既に証書化されている例の中に入っていて、今回の（テーマ）はまだないという位置付けですか。 

【生田目主研】  河川熱等々という記述はまだございません。 

【勝田分科会長】  いかがでしょうか。どうぞお願いいたします。 

【齋藤委員】  私は、計測も専門でやっているのですが、やはり電気の計測に比べると熱の計測って桁違い

に大変になって、特に今回のように空気の話まで入ってくると、例えばヒートポンプなんていうところで評価

しているところでは途轍もない装置を使って、何億円もかけてやっと評価しているような状況です。その中で、

20％という数値はどんなふうにして出してきた数値なのか、教えていただければと思うのですが。 

【生田目主研】  計測においては正しければ正しいほどいいということですけれども、我々としては 20％

以上 3割とか、それだけの誤差というのは多分経済価値化の議論の中で不適応といいますか、さすがに大き過

ぎるであろうということを、NEDO の中での事前調査、あるいは、やや定性的な話になってしまいますが、関

係省庁との課題設定のときに話しまして、20％未満というところから始めると認識した次第です。 

 それから、例えば長さ計測とかと違いまして、熱量計測の場合は、複数の計量器を必ず組み合わせる必要等

もありまして、現実、特定計量器を用いた計測においてもそれなりの公差、誤差というものがあることから、

例えば 5％以内とかは非現実であろうということで、10％を超えていますけれども、20％以内を目標にしよう

ということでやらせていただいています。 

【齋藤委員】  何か他の熱を測っているような何かと基準を合わせてとか、そういうことはございますでし

ょうか。 

【生田目主研】  何かと基準を合わせるという対応はしてございません。今回も、特定計量器との結果との

誤差を測っておりますけれども、一部の取り組みにおいては、特定計量器を用いたシステムそのものの公差、

誤差の測定を正式にやってみたものもございまして、例えばそこで出た誤差は、逆にリファレンスをベースに

するとき、そこに補正係数を入れるといった工夫もしながらやらせていただいております。ただ、今先生から

ご質問いただいたような前段の検討というのはございませんでした。 

【齋藤委員】  どうもありがとうございます。 

【勝田分科会長】  どうぞ。 

【諸橋委員】  パワーポイントの 19 枚目に、東日本大震災を受けて、平成 25 年度に再生可能エネルギー熱

の導入促進過程に向けた課題に関する検討ということで新たに課題を調査されたということで、非常に重要な

項目が 5つあって、こちらのほうでどのような新しい知見が得られたのかをぜひお聞きしたいと思いました。 

【生田目主研】  この検討、実際に 25 年度に実施して、なかなかまとめ方の難しい調査になったのですけ

れども、得られた中で大きいなと思われる点というのは、一つは、再生可能エネルギーのポテンシャルという

ところで NEDO から調査会社さんにお願いしたものがあり、各熱が通常読まれる方が見て横並びにうまく表記

する仕方に取り組んでいます。報告書は、今日持ってきておらず、説明資料もありませんのでなかなかうまく

説明できないのですけれども、国内においてそれぞれの熱がほんとうにギガジュール単位でどの位ずつありそ

うなのかというのを横並びに評価をしたというのが 1点目です。 

 それから、普及バリアとコスト構造のところでは、結果的には、正直、どの熱についてもそのまま経済的に

普及させるにはまだまだハードルが高いというのが結論にはなったのですけれども、場合によっては、地中熱

とか、そういったものは、まだまだ国内の件数少ないのですけれども、適切なコストダウンを図っていくこと

で導入が促進できるのではないかというような仮説の作成ができた、そういったところが（もう）一つのポイ



 参考資料 2-5

ントなのかなと。 

 それを受けまして、多分ご説明すると長くなってしまうのですけれども、⑤の再生可能エネルギーの導入拡

大シナリオというところにおいて、地中熱、あるいは太陽熱等のシナリオを整理させていただいたところでご

ざいます。よろしかったでしょうか。 

【諸橋委員】  はい。 

【垣内委員】  知財なのですけれども、2ページ目に知的財産の取得及び標準化の取り組みということが最

初に述べられていて、1つの質問は、こういった計測で、知財、何らかの特許というのはどうしても難しいも

のだったと考えてよろしいでしょうか。 

【生田目主研】  例えば計測におけるシステムでのビジネス特許といったものも可能性としてはあったかと

思うのですけれども、結果的にはそこまで至らなかったというところです。ただ、特許にはなっていないので

すが、今回の事業を通じて、各社、各事業グループさんが、計測ノウハウについては、例えば権利をとるとこ

ろまではいけなかったのですけれども、全体会議等を通じた話を私も 2回話聞いていますけれども、随分いろ

いろなノウハウを得られたのではないかと思っておりますので、こういったところは、今後の実際の事業を具

現化していく中で活かしていくべきだと思っています。 

【垣内委員】  ありがとうございます。ノウハウの取得というのはすごく大事だと思います。一方で、例え

ば論文等、研究発表はされているので、しゃべれる範囲で公開することで、他の国とか（に）、パッとすごく

いい成果を押さえられるというようなことがないように発表はたくさんされているので、それについて公知化

することは十分されているのかなと。そう考えてよろしいでしょうか。 

【生田目主研】  はい。そこはそういうふうに考えていただいて結構だと思っておりまして、これからもま

た実際の認証の進みに応じて、こういった外部での発表等は、我々としてはぜひやっていただきたい旨、事業

者グループさんのほうに繰り返し申し上げているところですので、その辺、先生のご指摘に留意しまして進め

ていきたいと思います。ありがとうございます。 

【勝田分科会長】  各委員から 1つずつ質問があったのですけれども、ほかにございませんでしょうか。 

 最後に私からお願いいたします。この件につきましては、ほんとうにいいテーマだと思うのですけれども、

最近の HEMS とか BEMS というような、いわゆるコントロール、制御のほうのシステム等につきましても、セン

サーが非常に高価であったり、あるいはセンサーに対して、エネルギー、電力を供給しなくちゃいけない。そ

ういう逆に省エネに対して弊害になるといったような形でなかなか進んでいないというのがどうも現状のよ

うな気がする。そういった意味で、こういう基礎的な研究というのは非常に重要かと思いますが、一方で、今

言いましたような、せっかく各テーマ、貴重な成果が得られていると思うのですけれども、そういうものを実

際のエネルギーマネジメントみたいなところに実装したような例というのはないのでしょうか。 

【生田目主研】  製品として実装した例というところは、明示的に私ども、まだ確保していないのですけれ

ども、今先生からご質問、あるいはコメントいただきました HEMS、BEMS との関係については、今回の研究の

内容は、非常に示唆に富むというか利用価値があると思っておりまして、何かといいますと、こういったグリ

ーン熱の環境価値をつくり出して、それを享受する、あるいは取引していくという考え方は、先生がおっしゃ

った HEMS、BEMS が目指すところで、多分にこれはシステムや電気まで使って測ったものを使ってエネルギー

マネジメントを行う、あるいは課金をして何らかのサービスを行っていくということが必須になっていく中で、

実はそれについてどうやってお墨付きを与えるのか、こういったところがまだまだ議論が進んでいないところ

でもございますので、まさにそういったものを、私、個人的な発言になってしまうかもしれないのですが、同

時解決をしていく中で、必要に応じた計量レベル、計量のやり方、こういったものを関係者の皆さんで議論を
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していって、1つの回答になっていけばと思っています。この取り組みだけで解決は難しいかもしれないので

すが、今まさに先生がおっしゃったようなことを組み合わせていくと進んでいくのかなと思うところでありま

す 

【勝田分科会長】  どうもありがとうございました。ほかにございますでしょうか。 

【齋藤委員】  最後の実用化というところですが、例えば太陽熱集熱器だけ見ても、いろんな種類のものが

あると思うのですが、今回やったのは、当然いろんな予算的な制限とかもあると思うので地中熱なんかもある

特定の対象ということでやられたと思うのですけれども、これはある程度一般性に対して、今回、一般的な熱

証書みたいなものに使っていけるものか（どうか）というのを確認できたというか、シミュレーションとかを

やりながら確認できたのかどうかを教えていただきたいと思ったのですが。 

【生田目主研】  ちょっと説明がうまくできていなかったのかもしれないのですが、この計測方法というの

は、例えば太陽熱でいうと、太陽熱のコレクターの問題というよりはそこから得たユーザーが享受する部分に

おける熱量がどれだけ取り込めたか、こういったところの計測に対してコストダウンをして、精度を一定持た

せたやり方をしていますので、ある意味では、先生がおっしゃったコレクター側に幾つか種類がありましても

十分に使える仕組みだと思っております。 

【齋藤委員】  ありがとうございます。 

【勝田分科会長】  それでは、どうもありがとうございました。ほかにもご意見とかご質問があろうかとは

思いますけれども、本プロジェクトの詳細内容につきましては、この後詳しく説明していただきますので、そ

のときに質問していただきたいと思います。 

 少し前倒しになっているかと存じますけれども、ここで 60 分間の昼食休憩といたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

（非公開セッション） 

６．プロジェクトの詳細説明 

 省略 

６．１ 太陽熱利用計測技術 

  省略 

６．２ 地中熱利用計測技術 

 省略 

６．３ 雪氷熱利用計測技術 

 省略 

 

７．全体を通しての質疑 

 省略 

 

（公開セッション） 

８．まとめ・講評 

【勝田分科会長】  ここから先の皆様方のご発言というのは、公開して議事録にも記載させていただきま

すので、どうぞご留意いただければと思います。 

 それでは、議題の 8 に移ることとなります。まとめと講評でございますが、午前中にお願いしたように、
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吉田先生から始めて、最後に私のほうでまとめるというような形でもって講評をいただきたいと思います。

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

【吉田委員】  今日は非常に魅力的な研究成果をお聞きしまして、非常によかったなと個人的には思って

おります。二点ほど気がついたことを申し上げたいと思います。 

 こういったグリーン熱証書という枠組みというのは、ある意味経済学的にいうと、非常にまどろっこしい

というか、手続きにお金のかかるやり方で、原理主義的に言えば、環境税のようなものをどんとやってやれ

ば、こういうのは自動的に入ってくるものですよということを言う人はたまにいるというものなのですけれ

ども、でも、こういう地中熱とか、雪氷熱とか、太陽熱とか、非常にイニシャルのハードルが高いものに関

しては、そういった市場の外部性なんかもある意味認められるという観点からいうと、こういう枠組みとい

うのも、国が介入するという意味で必要だとは私は思っております。ただ、それにあまりにもコストがかか

ってしまうというのは、多少説得力を失う原因にもなってしまうことがあって、そういう意味で、熱の証書

というのは非常に難しいものだなというふうな個人的な印象を持っております。 

 その意味で、少し特許の話も出たのですが、ある意味特許で固めちゃうというのはむしろ逆で、もう特許

は取らないような、他の企業が押さえてしまうのがまずいのでなるべくこういった成果を周知して広く普及

促進に役立ててもらう、ということが重要なのではないかと私は思っています。そういう意味で、成果に関

しては、より社会に周知ができているかという観点で個人的には見るようにしたいと思っております。それ

が 1 点目です。 

 2 点目としましては、HEMS、BEMS の話、途中でもございましたが、そういった実際の計測、消費側の

計測結果がおそらく将来的に今後数年ぐらいどんどん集まってくると思いますので、再生可能エネルギーの

熱の消費量の一時的な生産側の計測と補完する形でやっていければ、より精度が高くなるのかと思いました。

以上です。 

【勝田分科会長】  ありがとうございます。 

【諸橋委員】  ありがとうございました。皆様の 3 年間のご努力にほんとうに敬意を表する次第でござい

ます。いずれも目標を達成ということが今日よくわかりました。この計測技術が再生可能エネルギー利用の

普及にどうつながっていくのかと考えると、実は初めの一歩で、多分この先、いろんな課題なり取り組むべ

きことがあるのだろうなと。私は、なかなか普及までの到達のイメージが具体的に持てないなと思いながら

聞いておりました。 

 私は、専門が雪なものですから、改めて太陽熱や地中熱や雪氷熱というのを 3 つ比較して考えてみると、

やはり雪はほかの自然エネルギーと違って、ほんとうにさまざまな可能性があるのだなというのを改めて私

は感じました。それは、ひょっとしたら雪だけかもしれませんけど、エネルギー源がクリーンだということ

以外の付加価値がたくさん付くのだと思うのですね。例えば雪は冷水循環方式じゃなくて、空気循環方式に

することによって、空気清浄効果があったり除湿の効果もあったり、農作物を入れておけば、野菜は甘くな

る、最近はコーヒーまでおいしくなるとか、酒もおいしくなるといった、そういった、今まで定性的に言わ

れていたのが、研究段階で実証できる段階になってきています。さらにそれが、雪室屋というブランドを立

ち上げて、付加価値の商品として企業戦略として売っていこうという動きも出てきている。さらに、地域づ

くりの関連が非常に深いというか、住民や農家を巻き込んで一緒に活動できるし、実は保存した雪そのもの

を真夏にイベントで利用して、大いに地域が活性化している。 

 だから、雪氷熱の場合は、こういった地域づくり全般の動きと計測技術なりの動きが別々に動くのではな

くて、やっぱり一緒に動かしていくからこそ、新しい普及の道筋が見えてくるのだろうということを今日改
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めて感じました。コメントですが、以上です。 

【勝田分科会長】  ありがとうございました。 

【齋藤委員】  全体として感じたのは、再生可能エネルギーという話を超えてしまうのかもしれませんが、

前々からいろんな省エネの製品に対して評価するということが非常に大事だと思っていたのですが、やはり

NEDO さんとかと話をしてみても、そういう省エネの製品ができてくればお金はつけられるのだけど、評価

することにはなかなか予算つけられないという話が、随分出てきていまして、今回こういう非常にチャレン

ジングなことをしていただいたということで、私は非常に評価したいと思っています。 

 特に熱を測るというのも、私も二十何年やっているのですが、こんな大変なことはないやつを、まず、最

初にスタートしてやっていただいたということは非常によかったと思っております。 

 エアコンですと、私、JIS の規格づくりにも加わっていますけれども、世界各国見れば、規格には性能が

よくなるような製品づくりを、日本以外の場合、平気でやってしまうという、非常に難しいところがあって、

今回のように評価することがきちんと確立されていくと、より日本の製品の省エネ性が高いことを世界にア

ピールすることができるのではないかと思っておりまして、今回、こういうのを、再生可能エネルギーの話

だけではなくて、いろんな分野に広めていって、まさに評価するということも大事だよということをぜひ

NEDO さんあたりがやっていただけると非常にいいのではないかと思いました。 

 再生可能エネルギー、今回の話では非常におもしろかったのは、例えば地中熱なんていうと、温度差が小

さい計測をきちんとやらなきゃいけないことをあまり知らなかったものですから、再生可能エネルギー、い

ろんな個別の事象に対して、こういうところが計測のポイントだよということが、例えば雪氷だと、湿度も

変化しちゃうんだよというような話ですとか、そこら辺が非常に明確になったのが非常によかったと思って

おります。 

 こういうことトータルで、再生可能エネルギー含めて、日本の機械の省エネ性というのは非常にいいこと

は皆さんわかっているので、それがもっともっと世界にうまくアピールできるような何かができていくし、

そういうことに国が努力していっていただいたら非常にいいんじゃないのかなと思いました。 

 以上です。 

【勝田分科会長】  どうもありがとうございます。垣内さん。 

【垣内委員】  本日、3 年間の活動成果を聞かせていただきまして、ほんとうにありがとうございました。

大変価値のある内容だったと思います。私自身、最初冒頭でもご説明させていただいたのですけれども、ず

っと蓄熱や、吸着ヒートポンプだったり、デシカントだったり、廃熱利用だったり、ずっと熱を扱っていて、

熱を扱っている身としても、ほんとうに貴重な成果を聞かせていただきました。 

 その中で、私だけが民間というか、企業にいるので、少し視点が違って、いろいろ答えにくい質問とかい

ろいろしたかもしれません。でも、明確に答えていただきまして、ありがとうございました。 

 私もずっと熱に絡んでいて、熱の製品とか出すのに、どうしてもすぐ横に電気がいて、一度そんなお話も

したのですけど、やっぱり電気は蓄えやすいし、運びやすいし、計測もしやすいと。裏返すと全部熱は逆で、

運べないわ、勝手に放熱するわ、測定が大変と。それでも、やっぱり我々、一番最後、エネルギーが変わっ

て、僕らが温まったり、冷やされたりというか、というのは、やっぱり最後は熱になるので、熱にまじめに

取り組むというのはすごく大事だと改めて今回思いました。 

 私自身は、グリーン熱証書のお話とか、あとは、見なし計測をして最初に効果が多少少なくてもいいから

キャペックスというか、最初のイニシャルを下げるような工夫とかはすごく大事だなと思いました。 

 今回、私はどうしても世に物を出すための辛さばっかりしか味わっていないので、質問がそこに行っちゃ
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ったのですけれども、今回やられたことは、やはりこういった技術なりが市場に出るためのほんとうに貴重

な一歩なのだなと思って聞かせていただきました。どうもありがとうございました。 

【勝田分科会長】  どうぞ。 

【秋元委員】  本日は、研究開発のプロジェクトの進捗状況を確認する上で、大変貴重な機会でございま

した。ありがとうございました。 

 それで、太陽熱、地中熱、雪氷熱等の再生可能エネルギーの利用システムを普及拡大するために、やっぱ

り導入のインセンティブというのは必要で、ここで議論することではないですけれども、導入の補助金とか、

そういったことも必要でしょうし、あわせて、価値認証、そのための計測技術ってとっても重要な取り組み

と思います。ですから、大変有意義なアクションだと思っております。 

 一点、各ご発表の皆さんからもご紹介ありましたけれども、研究開発の成果の発表を学会等で積極的にや

っていただいているのですけれども、さらに国際競争力を高めるという意味でも、海外に向けて発表をして

いただきたいなと感じました。一つ、資料を拝見しますと再生可能エネルギー2014 の国際会議でご報告を一

部されていますけれども、それも国内で開催された国際会議ということもありますので、今後さらに海外に

も情報発信していただけると、皆さんにとっても、我々にとっても、また NEDO にとっても大変よいことだ

なと思います。英国とかオーストラリアのいろいろなインセンティブの制度等（も）ございますので、日本

国内でいろいろな技術力があって、いろんな考えがあるということをさらに発信していけるとよいと感じま

した。どうも今日はありがとうございました。 

【勝田分科会長】  最後まとめなくちゃいけないのですけれども、先生方、ほとんど私の言いたいことを

おっしゃっていただいたというような気がいたします。どうもほんとうに貴重な成果を聞かせていただきま

して、ありがとうございました。 

 私も、最初に申し上げたとおりでございまして、HEMS だとか BEMS がなぜ進まないのかということは、

やはりセンサー等々が非常に高価である、あるいはそれに対してエネルギーが必要だといったところが問題

だということを指摘いたしましたけれども、こういうプロジェクトを通して、そういうことが解決され、そ

して、先ほど先生がおっしゃったようなビッグデータみたいなものとこういう計測評価をうまく比較するこ

とで、今後より精度の高い計測ができるようになるということを期待しております。 

 もう一点は、やはりプレゼンテーションなのですけれども、我々は、グラフですとか、それから図面です

とか、そういうものが評価の対象に、目がどうしてもそっちのほうに行ってしまうというところがございま

して、今回の発表については、そういうのは少し少なかったかなと思います。後ろのほうのきちっとした実

証事業のところの事業原簿を見せていただきますと、細かい図面や何かもございますので、またそちらのほ

うも拝見しながら、今後見ていきたいとは思っておりますけれども、その部分について、少し改善が必要か

なということと、それから、齋藤先生が何度もおっしゃっていたように、私のところも、熱伝達の計測や何

か、学生に必死にやらせているのですけれども、熱電対 1 本とっても、基準の温度計ときちっと較正をしつ

つ、計測をさせます。それがないと、データが全く信用できない。非常に温度差の小さいところを扱ってお

りますので。そういうことですので、不確かさということ、これはきちっとつかまえておかなければいけな

いなと感じたところでございます。 

 少し苦言を呈しましたけれども、全体を拝聴いたしまして、皆様方、とてもしっかりとした研究開発を進

めておられ、そしてまたその成果もすばらしいものだと感じております。どうもほんとうにありがとうござ

いました。また先生方も、積極的なディスカッションしていただきまして、まことにありがとうございまし

た。以上でございます。 
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 それでは、ここで推進の代表のほうから、または PL のほうから何か最後に一言あれば、ぜひお願いいた

します。 

【生田目主研】  NEDO 側で、私のほうから少しだけお話しさせていただきます。 

 全く過分なご評価いただきまして、ほんとうにありがとうございます。私ども NEDO の担当は、事業者の

皆さんのご苦労をできるだけ支えるということぐらいしかしていませんで、実際には事業者の皆さん、6 グ

ループの方々がいろいろと毎日苦労されながら計測をしていただいたという成果が今日のところだったかと

思っています。その辺のところ、委員の先生、皆さんにいろいろとお褒めを頂いたり、一部はもちろんコメ

ント等も頂戴いたしましたけれども、大変感謝しています。 

 今回、事後評価していただくわけですけれども、NEDO としては、6 事業者の皆さんと今後もディスカッ

ションを欠かさずに引き続き進めていきながら、最終の成果としては熱の利用が進むということを言われる

ので、NEDO としてできることはこの技術実証とかかもしれないのですが、常に最後のゴールも意識しなが

ら、進めていければと思いますので、この後またいろいろなお仕事の中で先生方にお世話になること、教え

ていただくことあろうかと思うのですけれども、今後ともぜひよろしくお願いします。本日はどうもありが

とうございました。 

【勝田分科会長】  どうもありがとうございました。それでは、事務局から今後の予定と事務連絡及び

NEDO 評価部のほうからご挨拶をお願いしたいと思います。 

 

９．今後の予定、その他 

１０．閉会 
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本研究評価委員会報告は、独立行政法人新エネルギー・産業技術

総合開発機構（NEDO）評価部が委員会の事務局として編集して

います。 
 

平成２７年３月 

 

 NEDO 評価部 

 部長 佐藤 嘉晃 

 主幹 保坂 尚子 

担当 坂部 至 

 

＊研究評価委員会に関する情報は NEDO のホームページに掲載していま

す。 

（http://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/kenkyuu_index.html） 
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